









































29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。2
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一話　～何やらお告げを受けてしまいました～







「……ん」

　目が覚めた。自分のものではない人肌の温もりを感じる。

　隣を見ると、マールがくぅくぅと寝息を立てていた。差してくる日の光の強さから考えると、どうやらまだ早朝のようだ。

　まだ起きるには早い、寝るか。

『うむ、待ちたまえ。話がある』

　幻聴が聞こえる気がする。まだ寝ぼけているんだな、寝よう寝よう。

『現実逃避をしていないで聞きたまえ。重要な話だぞ』

　なんだようるさいな、神コールしてないぞ。

　朝早いから二度寝するんだよ。マールが起きたらどうするんだ、かわいそうじゃないか。

『大だい氾はん濫らんが起こる。二か月後だ』

「はい？」

　思わず声が出た。マールがむずかるような声を出し、薄うつすらと目を開ける。

「まだ早いぞ、寝てろ」

「んー……」

　素直に目を閉じ、マールが再び眠りにつく。

　おい、どういうことだ。なんでそんなのが起きるんだよ。

『何故大氾濫が起こるか、という事については自分で真実を見つけてくれたまえ。では』

　そう言って頭に響く声は止んだ。神コールを押してみたが、反応もない。

　溜ため息いきを吐く。

　一難去ってまた一難。なかなか上手くいかないな。とりあえず今は寝よう、マールが起きてからでないと動きようもないし、俺もまだ寝たい。




　　　　─☆★☆─




「おはようございます、ご主人様。朝のご奉仕は如何いかがでしょうか？」

　二度寝し、起床してマールと一緒に着替えているとフラムが入ってきてそんなことをのたまってきた。

「要らん、間に合ってる」

「そうですよ、シッシ！」

「いけずですね」

　俺がにべもなく断り、マールが野良猫を追い払うかの如き対応をしてもフラムは肩を一つ竦すくめてみせただけだった。

　実際のところ、あの復ふく讐しゆう宣言は全く本気じゃなかったのだろうと思う。俺を気遣っての発言だったのかもしれない。

　案外、わざと張り合ってマールの反応を面白がっているだけなのかもしれないが。

　普段は仲が良いんだがね。たまに一緒に風ふ呂ろに入ったりしてるし、そこにメイベルも交ざることがある。

　三人がキャッキャウフフしているところを見ると、まるで三人姉妹のようで微笑ましい。




　フラムは淡々とベッドのシーツを交換し、洗濯物を回収すると部屋から出て行く。彼女の格好はメイベルと同じようなメイド服だ。

　結局、フラムにはメイドとして屋敷で働いてもらうことになった。

　犯罪奴隷なので簡単に解放することもできないし、主あるじとして放り出すこともできないので当然といえば当然の処置だったのだが。

「メイベルでは至らない点もありますからな。良い買い物だったかと」

　とはジャック氏。

　フラムは元騎士なので力も強いし、戦闘スキルも持っている。何より大人の女性だ。

　対してメイベルはメイドとしての教育は十分に受けているものの、身体も小さく非力で、しかもまだ十三歳である。

　勿もち論ろんジャック氏が至らない点をカバーするつもりではあったらしいが、流石に市場の買い物についていったりなんだりと四六時中べったりというわけには行かない。

　フラムの存在はそんなジャック氏とメイベルにとって存外助けになっているようだった。




　また、街中でメイベルの護衛となるフラムに武器を渡しておこうかとも思ったのだが、これはフラム自身に固辞された。

「奴隷に武器を持たせるものではありません。ましてや私は犯罪奴隷で、かつてご主人様に刃やいばを向けた者です。街中で絡んでくるゴロツキ程度なら素手でも十分あしらえますので、ご心配なく」

　そもそも、新市街で刃にん傷じよう沙ざ汰たなど殆ほとんど起きないので心配無用らしい。

　つまり俺は先日その殆ど起きないことを起こしたわけだ。俺が先に抜いたわけではないにせよ、反省だな。










　食堂で朝食を食べ終え、食後のお茶を楽しむ。

　この時間にその日一日の行動を相談するのが最近の日課だ。

　ちなみに今朝のメニューはメイベルが買ってきてくれた焼きたてのパンとリンゴっぽい果物のジャム、ゆで卵と昆布でだしを取った野菜スープである。

　昆布だしは当初メイベルやマール、フラムには首を捻ひねられた。よくわからなかったらしい。

「味に深みが出ますな。これは素晴らしい、実に興味深い」

　違いの判る男、ジャック氏はその魅力に取りつかれたのか暇があれば昆布だしを研究している。

　お陰で最近の食卓には昆布だしや昆布を使ったメニューが徐々に増えつつある。

　とろろ昆布の事を教えると、伝つ手てを頼って作ってみてくれるとの事。実に楽しみである。

「拠点も手に入れて落ち着いたことですし、そろそろ王都アルフェンでの冒険者活動を本格化させるべきですね。どういう方針で行くんですか？」

　まったりしているところでマールがそう切り出してきた。

「んー、そうだな。装備の強化と魔物狩りをメインにやっていこう。強くならなきゃな」

　大氾濫については伏せることにした。

　そのうち神託を受けた神殿が喧けん伝でんするだろうから、俺の口から言う必要はないだろう。

　とにもかくにも装備の充実とレベルアップが急務だ。できればマールにも魔法や魔ま力りよく撃げきを覚えてもらいたいところだが、そこまでできるかどうか。

　第三城壁の内側であるこの屋敷が大氾濫で攻撃に晒さらされるとは思いたくないが、念には念を入れて屋敷の防備も強化したほうがいいかもしれない。

「タイシさんは強さに拘りますねー。もう十分強いじゃないですか、トロールを素手で殴り殺す人なんてそうそういませんよ？」

「男の強さに対する憧あこがれに果てはないのさ」

「そういうものですか？」

「そういうもんだ」

　俺の言葉にマールは変な顔をしたが、納得はしてくれたようだった。

「じゃあ、今日はギルドですか？」

「先に防具を新調しよう。俺もマールも安物の革かわ鎧よろいだしな」

「確かに。魔物との戦いをメインにするなら、もう少し良い防具にしたほうが良いですね」

　今装備しているような革鎧だとゴブリン程度の敵であればともかく、それ以上の敵が相手となると不安が残る。というか俺の鎧はこの前の襲撃のせいでボロボロだ忌々しい。

　どんな鎧があるのかわからないが、もう少しマシな鎧の準備は必ひつ須すだろう。
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「……うーむ」

「なかなか決まりませんね」

「妥協したくないからな」

　俺とマールは建設中の第四城壁の内側、新市街にある防具店をはしごして回っていた。

　色々と回ってはみたものの、どうもパッとしないのだ。

　上を見ればキリがないし、かといって命を預けるものだから安物で妥協したくはない。




　これで四軒目の防具店だ。

　この店は新市街でも第三城壁に近い場所に店を構えている。

『ペロン防具店』と書かれたその店は板金鎧やラメラーアーマー、革鎧、チェインメイルなど様々な鎧が所狭しと並べられてた。

　ミスリル製の防具も扱っているようで、価格帯は高いものの、品質の高い防具が多い。

　今見ているのは小さなミスリルの輪を編んで作られたチェインメイルだ。

　利点は軽くて丈夫で錆さびないからほぼメンテナンスフリー。しかも重ね着して他の鎧と併用して使える。

　併用して使うとなると候補となってくるのは打撃に強いトロールの皮革を使った革鎧だろう。

　革鎧の下に着込めばチェインメイルの音もそんなに気にならないかもしれない。

「おう、熱心に見てくれてるな。何か気になるのかい？」

　ミスリルチェインメイルとトロールハイドアーマーの辺りをうろうろ見て回っていると、店主らしきがっしりとした体格の男性が声をかけてきた。

　元冒険者だろうか？　頰に傷跡があってかなりの強面だ。

「鎧を新調しようと思ってね。あっちのチェインメイルと、このトロールハイドアーマーを重ね着しようかと」

「板金鎧の方が丈夫だぜ？」

　そう言って店主は親指で後ろの板金鎧のコーナーを指差す。

　あちらには品質の高い鋼鉄などで作られた板金鎧や、ラメラーアーマーが陳列されている。

　ちなみにラメラーアーマーとは金属製の板片を紐ひもで組み上げた鎧で、防御効果は高いが歩くたびに盛大にガシャガシャと音が鳴る。鳴子着て歩くようなもんだな。

「確かに、両方買うよりは板金鎧一着の方が割安みたいですね。どうして二着買うんですか？　タイシさん」

「重いしガシャガシャ音がするだろうからな、魔物が沢山いるような場所じゃちょっと怖い。身軽で静かに、尚且つ防御力を高くするならこの組み合わせだろう」

　マールに対する俺の言葉に店主は笑みを浮かべた。

「いいねいいねわかってるねぇ。最近の若い奴は派手で見た目の良い板金鎧になびくもんだが、兄ちゃんは若いのに防具ってもののことをよくわかってるじゃないか」

　そう言って店主はバシバシと俺の背中を叩たたく。結構痛い。

　リッツと名乗った強面の男性はこの防具店の店主であるらしい。ペロンというのは彼の奥さんの名前で、今は奥の工房で作業をしているのだそうだ。

　その後も奥さんのノロケ話が続くこと続くこと。鎧買わせてくれよ、おい。

　マールは離れたところで小盾を試着している。今後装備するつもりなんだろうか。

「だろ？　しかもうちのかみさんはな…」

「リッツ！　またお客さんに絡んでんのかい!?　いいからあんたは黙ってカウンターに居ろっていつも言ってんだろ！」

　突如店の奥から聞こえてきた怒鳴り声にリッツ氏がびくりと身を震わせた。

　恐る恐る、といった感じで声の主の方を見る。俺も違う意味で恐る恐るそちらへと視線を向ける。

　惚のろ気け話を聞いてイメージしたのは日焼けした肌のがっしりとした女性だったのだが、聞こえてきた声が妙に甲高かったというか、幼かったからだ。

「わ、わりぃペロン、ちょっと興が乗っちまってよ」

「いいから！　あんたはカウンターに行きな！　ケツひっぱたくよ！」

「わかった、わかったよ。ったく、かなわねぇなぁ」

　とか言いつつデレッデレなリッツ氏。

　俺はリッツ氏をカウンターに追い払ってくれた奥さんを見下ろす。

　紛うことなき幼女であった。工具のようなものが満載されたベルトを腰に巻いていなければ、ただの幼女にしか見えまい。

　ふわふわの赤い髪の毛、健康的な褐色の肌、つり目気味の意志の強そうな目、つるーんぺたーんすとーん。

「あのおっさん、真性のロリコンかよ……」

「あァ!?　なんか言ったかい!?　あたしゃもう四十過ぎてるよ！　あたしみたいなドワーフから見りゃ人間はうすらデカ過ぎるんだよ！」

「いえなんでもありません！」

　思わず背筋を伸ばす。

　カウンターで何故かリッツ氏がハンカチを嚙かみ千切りそうな表情をしていた。

　真性のロリコンでしかもドＭかよ。業が深すぎるだろ、常識的に考えて。

「で？　ミスリルチェインとトロールハイドアーマーを重ね着するって？　悪くない選択だね、ミスリルのチェインメイルなら軽いから重ね着しても負担にならないからね。ちょっと屈みな」

　言われるまま屈むと、ペロンさんは俺に何度か抱きついたり、体をペタペタ触ってきたりした。

　リッツ氏がカウンターを叩いて震えている。お客様、当店では台パンは厳禁となっております。いや、俺の店じゃ無いけど。

「あんたもだろ。ほら、こっちにきな」

「はーい！」

「よしよし……ってこら！　アンタがあたしを抱きしめてどうすんだい！　放しな！」

　ペロンさんがマールの抱擁を受けてもがく。

　リッツ氏は大興奮である。世界が世界ならキマシタワー！　とか叫んでそうだ。とりあえずその目でマールを見るんじゃない、ぶっ叩くぞ。

「ペロンさん可愛い！　うちの子になりませんか！」

「ならないよ！　ったく……」

　ペロンさんはぶちぶち言いながらトロールの革で作られた革鎧の中から俺達に合うサイズのものを選び、ミスリルチェインを調整してくれた。

　試着してみる。

　多少シャラシャラと鳴るものの、想像よりも音はかなり抑えられている。
















　重量は今までよりも多少増すものの、問題ない範囲だ。思ったよりもトロールの革で出来た鎧──トロールハイドアーマーが柔軟で、動きやすい。

「どうだい？　多少重くなる程度でそんなに違和感ないだろ？」

「ああ、想像以上だな」

「でも、思ったより軽い割にはなんだか安心感がありますね。着心地も良いですし」

　マールが腕を伸ばしたり、くるりと回ったりして着心地を確かめている。

　やっぱいくら良くても着心地が悪いとなぁ。冒険中はずっと着たままになるわけだし。

「気に入ったかい？　じゃあお値段の相談だ。とは言ってもトロールハイドは最近大量入荷があってね、実は少し値下がりしてるんだよ。本来なら二人分合わせて金貨70枚のところをミスリルチェインと合わせてずばり金貨50枚でどうだい？」

　他の店舗を回って見た限りでは、割と妥当な値段だ。

　この店は第三城壁の近くだし、壁内の屋敷に比較的近いのも良い。何より他の三店舗よりもモノの品質が良い。

「メンテナンスはどうすればいい？」

「ウチに持ち込んでくれればやってあげるよ。勿もち論ろん手数料はいただくけどね」

　そう言ってペロンさんは薄い胸をドンと叩いた。

　俺が視線を向けるとマールもコクコクと頷うなずく。

「よし、買った」










　金貨50枚を即金で払い、その足で俺達は冒険者ギルドへと向かった。

　残金は金貨にして約６枚弱、日本円にして六十万円ほどだ。

　これでも当面の生活に困るようなことは無いが、今後もどんどん装備をグレードアップさせて行く必要があるので、金を稼ぐのは必須事項だ。

　ついでにレベルも上げられれば言うことなし。




　ザワッ。




　俺が冒険者ギルドに足を踏み入れた瞬間、そんな効果音が聞こえそうなほどギルド内がざわめいた。

　なんなんでしょう、この雰囲気は。

　あれか、とろーるくらっしゃーのせいか。

　俺はなんとなくギルド内を見回す。なんか目が合いそうになった冒険者達が露骨に目を逸らす気がする。

「タイシさん、この前の件で悪い意味で有名になっちゃってるんじゃ…」

「その可能性は否定できない」

　気にしても仕方がないので、俺は頭を一つ搔かいてからギルドカウンターへと向かう。

　カウンターに座っているのはあの日と同じ女性職員だった。

　なんでそんなにチワワみたいにプルプル震えてるんですか。

「い、いら、いらっしゃいましぇ！」

「いやいや、Ｄランク冒険者相手にそんなにビビらんでくださいよ。取って食ったりしませんから」

　受付の女性のあまりにも酷い動揺に流石の俺も苦笑せざるを得ない。カミッカミというかもう呂ろ律れつ回ってないレベルだよ！

　マールも横からひょいと出てくる。

「そうですよー、ちょっとメイスを握にぎり潰つぶしたりしますけど怖くないですよー」

「おうコラ、折角怖がらせないようにしてるのに茶々入れるなよ……とりあえず、金を稼ぎたいんだ。討伐系のクエストは無いか？」

「え、ええっと……これ、とか？」

　受付の女性が出してきたのは確かに討伐依頼だった。

　ここから片道一週間の距離があり、しかもそこから登頂に三日かかる山の上に住むといわれるスノードラゴンの討伐。

　報酬は確かに破格だけども、金は稼げるけども。違う、そうじゃない。

「いやいや、普通のでいいから。というかこれＤランクに振る仕事じゃないでしょ？　ランク相応の依頼でお願いします」

「あ、うー、えっと」

　ぱらぱらと依頼票の束を捲めくり、いくつかの依頼を提示してきた。

　定番のゴブリン退治に、ビッグホーネットの巣の駆除、ビッグボアの退治。

　どれも成功報酬は大銀貨１枚で、討伐報酬が別に出るようだ。

　ゴブリンが一匹当たり大銅貨５枚、ビッグホーネットは大銅貨２枚、ビッグボアは特になし。

　死体の単価はゴブリンが大銅貨２枚、ビッグホーネットは大銅貨１枚、ビッグボアは丸々一匹分で金貨８枚。

　俺の場合ビッグボアの死体は丸々持ち帰ってくることができるので、ビッグボアの依頼が一番稼げるだろうか？

「ビッグホーネットの巣の駆除が一番優先度が高くありませんか？」

　マールが横から口を出してきた。

　特に止める理由も無いので、見守ることにする。

「あ、はい。現場はここから馬車で二時間程の場所にある農村なんですけど、何でも村の中にまで出没し始めているので早急にということです。今朝一番で入ってきた依頼ですね」

　そう言って彼女はマールに依頼票を渡した。

　俺も横から覗のぞき込む。

　現場に一番近い村は馬車で約二時間の場所にあるビエットという農村らしい。

　ビッグホーネットはこのビエット村だけでなく、近隣の農村にも被害を与えているのだとか。

「タイシさん、ビッグホーネットの退治に行きましょう！　困ってる人優先です！」

「ああ、わかった。足はあるのか？」

　俺の言葉に受付嬢がビクリと震える。ここまで怖がられるとちょっとショックなんだが。

「は、はい！　この依頼を出しにきた方は午前中は新市街の市場で農作物を売って、正午に村へ帰るということでしたので便乗できると思います。バイソンという男性の方です。市場でビエット村のバイソンさんを探してもらえば大丈夫だと思います」

「そっか、じゃああまり時間がないな。悪いが家の者にこの依頼を請ける旨を伝えて欲しい、いくらかかる？」

　正午までそんなに時間がない。

　もしかしたら商品を早く売り切ってさっさと帰ってしまうかもしれない。バイソン氏と入れ違いになるのは困るな。

「えっと、依頼として出されるのであれば手数料込みで大銅貨１枚です。個人的に頼むのであれば、その半額くらいが相場でしょうか」

　そう言って受付嬢は併設されている酒場の方に視線を向ける。

「まだ信頼できる知り合いもいないんでな、確実に事を進めたいから依頼にするよ」

　俺は肩を竦すくめて大銅貨を１枚カウンターに置いた。

　受付嬢が出してくれた依頼票に必要事項を記入し、伝える内容を書き記す。

　依頼の内容と、向かう農村の名前、今日は帰らないだろうという内容で十分か。

「こんなもんでいいかな？」

「十分だと思います！　王都での初依頼、胸が高鳴りますね！」

　そう言って目を輝かせるマール。なんだかマールのこういう表情は久々に見た気がするな。

　俺も久しぶりの依頼だから気合を入れないとならんな。格下の魔物とは言え、足を掬すくわれないように気をつけないと。

「では、Ｄランク冒険者のタイシ＝ミツバさん、Ｅランク冒険者のマールさん。ビッグホーネットの巣の駆除、お願いしますね」
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　新市街の市場へと赴いた俺達はバイソン氏を探して広い市場を歩き回っていた。

　そこらで色々な商品を売っている商人達に聞き込みをするものの、なかなか有力な情報を得られない。

「……うーむ」

「見つかりませんね」

「あ？　ああ」

　俺が唸うなっているのはバイソンさんが見つからないのとは別に原因がある。

　朝に名めい状じようし難がたいあの声のお告げを聞いてから何度も神コールで連絡を取ろうとしているのだが、何度コールしても繫つながらないのだ。

　あの時は一方的に向こうが通信を切ったので、聞きたいことが聞き出せていない。

　大だい氾はん濫らんの情報は早く伝えれば早く伝えるほど多くの人命が救われるであろう事が考えられるので、早急に人々に伝えなければならないとは思うのだが……事が事だけに慎重を期したい。

　神官でもなんでもない俺が騒ぎ立てても頭の変な奴と思われるか、下手すれば人心を騒がせたとかいう理由で逮捕されるかもしれないからだ。

　マールの話では各神殿の神官達にお告げが下るという事だったので、大氾濫の発生に関して殊更に俺が動かなくても情報は伝わると思う。

　思うのだが、あの名状し難い声の事なのでどこか不安を拭ぬぐいきれない。

『失礼な。ちゃんと世界中の街の人々に伝えてきたぞ。そのため忙しかったのだ』

　頭の中に突如憮ぶ然ぜんとした声が響いた。

　どれくらいの人数に伝えたんだ？　ちゃんとした人間に伝えたんだよな？

『うむ、街や村に住む十五歳以上の成人にちゃんと伝えてきた』

　勿論情報をちゃんと拡散できる立場の人間だよな？　集落毎に何人くらいの割合で伝えたんだ？

『成人している人間なら誰でも大丈夫であろう？　大氾濫の脅威は身に沁しみているであろうし。ちなみに伝えたのは一つの街につき一人だ。疲れるのでな』

「おい!?」

「ん？　どうしましたタイシさん」

　つい声を上げてしまった俺をマールが不思議そうな顔で見てくる。

「ああいやすまん！　独り言だ！」

　アホかお前は！　然るべき立場の人間じゃないと信じてもらえるわけないだろうが！

　というか一人って事は、この王都で情報を知ってるのは俺一人なのか!?

『うむ、問題あるか？』

「大問題だよ馬鹿たれ！」

「タ、タイシさん？　大丈夫ですか？」

　突然の俺の大声にマールがびくりと身を震わせ、心配げな表情をしている。

　どう見ても変に思われてるじゃないか、クソ。

「す、すまん。ちょっとな、そう、疲れてるんだ」

『私の声を伝えようとする人間は大体今の君のように他人からそういう表情を向けられるんだ、はっはっは』

　お前わかっててやってるだろ!?

　ヤバい、ヤバい、ヤバい。バイソン氏を探してる場合じゃない！

　どうする？　どうすればいい？　ギルドに言うか？　いや、ただでさえ怖がられてるのに更に頭のおかしい奴というイメージもついて最悪なことになる。しかも信じてもらえるとも思えない。

　なら神殿に駆け込むか？

『神の声を聞いた！　二か月後に大氾濫が起こる！』

　どう考えても頭のおかしい人です、本当にありがとうございました。

　懺ざん悔げ室に連行コース確定じゃないのか、懺悔室なんてもんがこの世界の神殿にあるかどうかは知らんが。

　てかお前、今の聞く限りやっぱわざとだろ？

『テヘペロ』

　いつか絶対お前に会ってぶん殴ってやる。絶対にだ。

「タイシさん、本当に大丈夫ですか？　別に馬車でなくても歩いていくこともできますし、なんなら一日待ってもらって明日あした出発した方が……」

「すまん、ちょっと考えさせてくれ。俺はここで待ってるから、すまんがこの辺りを探してきてくれないか？」

「はい！　無理しないで下さいね？」

「ああ、ありがとう」

　人ごみに消えていくマールを見送り、考える。

　どうする、どうすれば良い？　マールを連れて王城に乗り込むか？　いくら勇者認定されたとは言え門前払いにされそうだが、これが一番確実な気もする。

　いや、待てよ？　ジャック氏を通じてゾンタークにアポを取れないだろうか？　そうだ、この手が良い。ゾンタークには変な目で見られるかもしれないが、直接王城に行くよりは確実だ。

　手紙というわけにはいかないだろうから、直接会うべきか。

　だがビッグホーネットの方はどうする？　二手に分かれるか？

　マールも剣術スキルは上がっているし、レベルも俺よりは低いが一般冒険者と同等くらいの７レベルまで上がってる。ビッグホーネット如きに遅れは取らないだろう。

　だがどれくらいの数がいるかもわからん。一人で行かせるのは危険だ。




　じゃあゾンタークのところに一人で行かせるか？

　ゾンタークは一応今の所味方のように振舞っているが、どこまで信用して良いかはわからない。結局安全だと太鼓判押された後にこの前襲われたしな。

　まぁこの上マールに何かやらかした日には俺も色々と覚悟を決めるけど。恐らく滅多な事はないと思うが、マール一人で行かせるのはやはり不安がある。

「タイシさん！　バイソンさんが見つかりましたよ！」

「ああ、行こう」

　バイソン氏を見つけたというマールに付いていく。

「おんやぁ、あんたがタイシさんかね？　確かになかなか強そうなお人だなぁ」

　マールに案内された先にはジャック氏よりも年上であろう、のんびりとした雰囲気の男性が荷車の野菜を売っていた。

　まだ荷台の野菜は多く残っている、これはもしかしたらもしかするか？

「ああ、タイシ＝ミツバだ。こいつはマール。ビッグホーネットの依頼を出しているビエット村のバイソン氏で間違いないか？」

「んだぁ、おらがバイソンだぁ」

「正午に王都を発つ予定と聞いていたんだが、もしかして予定が後ろにずれ込みそうだったりしないか？」

　頼む、そうであってくれ。

「んだなぁ、ちょっとまだ売れ残ってるかんなぁ。本当ならとっくに売り切って、村さ持って帰る品を仕入れてるとこなんだがよぉ」

　そう言ってバイソン氏は困ったように荷台の野菜を見た。

　よし、よしよし！　ありがとう神様！

『それほどでもない』

　お前じゃない、失せろ。

「ならもう少し準備を整えてからもう一度来る、それでも良いか？」

「おう、おう。でも暗くなっとあぶねぇから、あと二刻くれぇしか待てねぇが、いいかぁ？」

「ああ、わかった。できるだけ早く戻ってくるから、待っていてくれ。屋敷に戻るぞマール！」

「え!?　あ、はい！　ってちょっと待ってくださいよタイシさん！」

　俺は急いで屋敷へと向かった。

　問題なくゾンタークとアポが取れれば良いのだが。










「お帰りなさいませ、お館様。如何いかがなされましたか？　使いの者から伝言は受け取りましたが」

　屋敷に着いた俺をジャック氏が落ち着いた様子で迎えてくれた。

　よし、まずは第一関門突破だ。

「ジャックさん、ゾンタークにアポは取れないか？　どうしても伝えなきゃならない話があるんだ、緊急で」

「は、ゾンターク侯爵閣下にですか。確実に、とは参りませんがお取次ぎはできるかと。直接お会いになるのではなく、書簡の類を届けるということであれば確実にお届けいたします」

　ジャック氏に任せるのであれば書簡でも大丈夫だろうか？

　いや、できれば面と向かって伝えた方が良いだろう。

「すまないが、取次ぎを頼む。あと、会えなかった時のために書簡も書いておくから紙とペンを用意してくれ」

「かしこまりました。少々お待ちを」

　そう言ってジャック氏は奥へといったん下がって行った。

　それを見送ったところで後ろからへとへとになったマールが追いついてきた。

　玄関から入ったところで膝ひざに手をつきながら肩で息をして、苦しそうに喘あえいでいる。

「タイ、シ、さん……ぜぇ、はぁ、はやすぎ、ます」

「すまん、緊急でな」

　マールの背中を撫なでて呼吸が落ち着くのを待ってやる。

　そうしているうちに水差しとコップをお盆に載せたメイベルがやってきた。ジャック氏の気遣いだろう。できる男だなぁ、ほんとあの人は。尊敬する。

「ありがとう、メイベル」

　俺の言葉にメイベルはニコリと微笑む。癒されるな。

　俺はメイベルから水差しとコップを受け取り、水を注いでマールに渡した。

　水を渡されたマールがぐびぐびとコップの水を飲み干し、一息吐く。

「はぁ……急にどうしたんですか、タイシさん」

　マールからコップを受け取り、俺も水を一杯飲み干す。

　俺も何とか一息つけたな。

　さて、どう話したものか。とりあえずメイベルを下がらせるか。

「ありがとう、メイベル。仕事に戻ってくれ」

「はい！　失礼します！」

　メイベルはコップと水差しの載ったお盆を持ってパタパタと駆けていった。

　そこに便びん箋せんと封筒、羽ペンやインクを持ったジャック氏が戻ってきた。

　ジャック氏に聞かせて大丈夫だろうか？　ジャック氏は聞いたことを漏らしたりしないだろうとは思うが……いや、いずれはわかることか。

「心して聞いてくれ。二か月後に大だい氾はん濫らんが起こる」

『な、なんだってー!?』

　まだ居たのかよお前は、失せろ。

『面白いから見てます』

　死ね。マジで死ね。つーかお前、神だとしても絶対邪神だ。

　お前がなんと言おうと俺の中で決定、お前は邪神。

『なんという暴論』

「タイシさん、あの、どうやってそれを？」

「神のお告げだ。ホラ、俺勇者だし」

　玄関ホールになんとも言えない沈黙が満ちる。

　うん、そうだよね、やっぱそういう反応だよね。わかってた。

　ジャックさんは顔色一つ変えずに俺を見ている。見事なポーカーフェイスだ。

「各街に一人ずつ、十五歳以上の人間で俺と同じ内容のお告げを聞いている人間が居るはずなんだ。それも同時に調べてもらえば……つっても対象が多すぎるんだよなぁ」

「そうですな。証明するのは難しいかと。不用意にその話を流布すれば、騒乱を起こした罪に問われる可能性があります」

　そう、このお告げの厄介なところは証明が難しいということだ。

　他の街で同じお告げを受けている人を複数探し出してそれを証拠とするにしても、調査する対象が多すぎる。

　しかも実際にお告げを聞いた人が真実を言うとも限らない。騒乱を起こした罪に問われる可能性があるからだ。

　お告げを聞いていない人が噓を言う可能性もあるので、証言者を集めたとしても信しん憑ぴよう性せいに乏しい。

「ともあれ、閣下にお伝えするのは無駄にはならないかと。閣下の伝つ手てならば、神殿に問い合わせることもできましょう」

「そうですね、王都の神殿なら神から神託を賜ることのできる神官も一杯居るでしょうし！　タイシさんの言うことならゾンターク侯爵も無下にはできないはずです！」

　マールの言葉にジャック氏が頷うなずく。

「お館様とマール様は依頼の途中でしたな。私よりゾンターク閣下には必ずお伝え致しますので、どうぞお任せください」

「大丈夫か？」

「ハッ、お任せください」

　任せて大丈夫だろうか。

　ジャック氏はゾンタークが手配した執事だから、きっとゾンタークに渡りをつけられるだろう。

　ゾンタークも俺よりはジャック氏の方が信用しやすいだろうし。適任ではないだろうか。

「くれぐれも頼みます」

「かしこまりました」

　単純なものだが、肩から荷が少し下りた気分だ。

　どっと疲れた気がする。しっかり確認して良かった。

　何もしなくても神殿から発表されるだろうと高を括っていたあの瞬間の自分を殴りたい。

　多少遅れたが、ゾンタークに伝わりさえすれば俺一人で騒いで回るよりはよほど効率が良いはずだ。

　進しん捗ちよくの確認は逐一聞いたほうが良いだろう。それと必要と思えばゾンタークは俺を呼び出すだろうから、心の準備もしておいた方が良いな。

「それで市場に行った時タイシさんの様子がおかしかったんですね。納得しました」

　納得したように頷くマール。

　心が痛い、本当は朝一番に知っていたのに。いかんな、全然だめだ。もっと気をつけていこう。

「とにかく、今はやれることをやろう。魔物を狩って金を稼いで、それで良い装備を揃えて強くなるぞ」

「はい！　頑張りましょう！」










　再び新市街の市場へと赴くと、ちょうどバイソン氏が出立の準備を終えたところだった。

　気味が悪いくらい良いタイミングだ。作為的なものを感じる。

『色々大変だったようなので少しサービス中。アフターケアも万全な私はどう考えても良い神様』

　わかった、お前は良い神だ。だからホント失せろ。用があったら呼ぶから。

　あと良い神様なら他の奴もフォローしてやれ。

『ふむ、良かろう。頑張ってくれたまえ』

　そして神との通信が途切れた。

　なんだか妙な話だが、そんな確信がある。どういう仕組みなんだ、これは。俺とマールの間でも同じような事はできないんだろうか。




「おおう、おう。いいとこにきてくれたなぁ。ちょうど準備ができたで、出発するぞぅ。ええがぁ？」

「ああ、問題ない」

　マールも頷く。俺達は荷台の空きスペースに乗り込み、市場を出発した。
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　ガタガタと荷馬車に揺られて街道を行く。

　荷台に積まれているのは塩や生活雑貨などのようだ。

　ビエット村で生産した農作物を売り、その対価で自給できない必需品を買っているのだろう。

　この馬車はある意味村の生命線なわけだ。

「バイソンさん、街道の行き来に危険はないのかい？」

「大丈夫だぁ、騎士様や兵隊さんがここらの魔物を倒してくれてっからなぁ。たまぁーにはぐれたのがでてくることもあっけども、そん時はこいつで追い払うのさぁ」

　そう言ってバイソンさんが御者台の陰から取り出したのはマールが使っているのよりも大きく、威力も高そうなクロスボウだった。ただ、かなり年季の入った代物のようで、あちこちの塗装が剝はげている。

　そのクロスボウを見て、マールが目を輝かせた。

「バイソンさんもクロスボウを使うんですね！　私もなんですよ！」

　と言いながら得意そうにライトクロスボウを取り出してみせる。

　バイソンさんはそれを見てほっほぅと声を上げた。

「嬢ちゃんもクロスボウ使いかぁ。こんな馬車の上ではふんばりもきかねぇから、弓よりもクロスボウの方がええんだぞぉ」

　バイソンさんがクロスボウの扱いに関する薀うん蓄ちくを披露し始める。

　マールはその薀蓄を目を輝かせて聞いていた。亀の甲より年の功とはよく言ったもので、馬車上での戦闘についてバイソンさんの話は実にためになった。

　昔は結構大きなキャラバンで、各国を渡り歩いていたのだとか。

　前の前の大氾濫で怪我を負って引退し、今はビエット村で小さな畑を耕しながら収穫期にはこのように村と王都を往復して暮らしているらしい。

「次の大氾濫は越せねぇかもしれんがなぁ、でも死ぬ前に一匹でも多くこいつで魔物をぶち抜いてやるつもりだぁ」

　クロスボウの腕は年老いても確かなようで、射撃スキルはレベル３だった。バイソンさん自身のレベルも26なので、昔キャラバンに参加していたというのも本当だろう。

「もし大氾濫が起きたら無理しないで、王都に逃げてくださいね」

「はっはっは！　おらももう老い先短いからなぁ、次に大氾濫が来たら村さ最期まで守るつもりだぁ」

　表情を曇らせるマールにバイソン氏は笑いながらそう言った。

　生き残る道があるというのに何故その道を選ばず、敢えて死を選ぶのか。理由を考え、ほどなく予想がつく。それは実にシンプルで、いたたまれない予想だ。

　大氾濫が起これば、畑は荒れるし、働き手も少なくなって村全体の生産力が落ちることになる。生産力が落ちるということは、養える人数が減るということだ。そういった事態に陥った場合、誰が『切られる』べきなのか。

　つまりは、そういうことだ。

「おう、おう。そんな顔をするなぁ。おらぁもう十分生きたのぉさ。胸さ張って戦って死ねるっつうのはよぉ、良いことだぁ。おらがソランドラムに行くかベンドリアに行くかはわからねぇけどなぁ。どっちかっつったらヴィーヴルに行きてぇけどなぁ、えっへっへ」

「もう、バイソンさんったら」

　マールが困ったような笑みを浮かべながらバイソン氏の肩を叩たたく。ソランドラムとかベンドリアってなんだろうか。死んで行くってことは、死後の世界か何かかね？

　疑問に思って聞いてみると、予想通り死後の世界を指す単語であるらしい。

　ソランドラムは勇猛な戦士の魂が集う地で、日が出ている間は互いの力を尽くしあって戦いを楽しみ、日が落ちると酒と女を楽しむ、そんな生活が延々と続く楽園であるらしい。

　北欧神話にこんな感じの話があったような気がする。正直言って個人的にはそれ楽園か？　と言いたい。だって延々と殺し合いするんだぜ。

　ベンドリアの方はよくあるタイプの理想郷だ。飢えも無く、争いもない平和な楽園で好きなだけ過ごし、飽きたらまた人として生まれ変わってくることができる。輪りん廻ね転生もよくある天国ってやつのようだ。

「だからよぉ、別に死ぬことは怖かぁねぇんだぁ。若ぇやつらは笑って送り出してくれりゃいいのよぉ」

「そっか……なら、俺はできるだけ多くの人を助けられるように頑張ってみるかな」

「おう、おう。だがぁお前さんにゃめんこい嫁さんがいるんだからよぅ。顔も知らねぇ大勢よりも、嫁を一番に守ってやれよぉ」

「わかった」

　俺の返事に満足そうに笑うバイソン氏がいやに眩まぶしく見えた。




　　　　─☆★☆─




「そらよっと！　マール、そっちにも行ったぞ！　気をつけろ！」

「はいっ！　たぁっ！」

　ビエット村に着くなり、俺達は荷馬車から飛び降りて武器を振るっていた。

　村の中まで複数のビッグホーネットが入り込み、縦横無尽に飛び回っていたからだ。

　村人達は仕事を放り出して家の中に避難しているらしく、人影は見当たらない。

「こんのクソ蜂どもが！　おらたちの村からでてけ！」

　バイソン氏が荷馬車の上に立ち、固定砲台のごとく次々とクロスボウでビッグホーネットを撃ち落としていく。

　俺とマールは荷馬車の周りでバイソンさんが撃ち落とし損ねたビッグホーネットを迎撃していた。

　バイソンさんの射撃スキル３は遺憾なくその効果を発揮している。

　百発百中とまではいかないが、かなりの命中精度だ。

「私より上手ですね！」

「経験の差だな。頑張ろうぜ」

「はい！」

　そうしているうちにバイソンさんの射撃が止まった。

「くそっ、矢が切れちまったぁ！」

「バイソンさん、これを！」

「おおう、悪いなぁ嬢ちゃん！」

　マールが自分のライトクロスボウ用のボルトをバイソンさんに手渡す。

　バイソンさんが射撃を再開してから数分でビッグホーネット達は撤退していった。

　辺りには俺が砕いたもの、マールが斬り捨てたもの、バイソンさんが撃ち抜いたもの、沢山のビッグホーネットの死体が散乱している。

　半分くらいはバイソンさんが撃ち落としたものだ。老兵恐るべし。

「スカッとしたなぁ！　昔さ思い出したぁ！」

　カラカラと愉快そうに笑うバイソンさんを横目に、俺は次々とビッグホーネットの死体を回収していった。

　ビッグホーネットの大きさはカモメと同じか、もう一回り大きいくらいだ。

　それがブゥゥゥンと不快極まる音を立てて突進してくるので、数が居るとかなり迫力がある。

　ここにある死体は全部で三十七体だった。巣にどれだけいるのか不安である。

　いくつかを戦果として荷馬車に積み込み、残りは丸ごとストレージに収納しておいた。

「おおぅい！　帰ったぞぉ！　蜂どもも追い払ったぞぉ！」

　バイソンさんが村の広場で叫ぶと家々のドアが開き、何人かの子供達が飛び出してきた。

　続いて大人達や、飛び出さないよう大人達に捕まえられていたと思われる小さな子供達も出てくる。

　最初に出てきたのは村の子供達の中でも年かさの子供達だったんだろう。

「うおー！　すっげー！　これじいちゃんがやったの!?」

「おねえちゃんだぁれ？」

「おお、冒険者か！　さすがバイソンさん、その日のうちに連れてきてくれるとは」

　もう大騒ぎである。

　俺とマールは子供達に取り囲まれて質問攻めにされるし、バイソンさんは村の大人達に賞賛されて誇らしげだ。

　今日は村で一夜を明かし、退治は明日あしたの朝からが良いのではないかという話になった。

　ビッグホーネットは昼行性らしく夜間は大人しいが、照明を持って巣に近づくと明かりに向かって突進してくるので逆に危ないのだそうだ。

　それにビッグホーネットの巣があると思われる夜の森には夜行性の魔物も居るそうな。

　それはそれで危ないんじゃないかとも思ったのだが、この辺りの夜行性の魔物は夜間に外に出ない限り襲ってくることも畑を荒らすこともないそうなので、問題ないらしい。

　これも一種の共存だろうか。







「では行って来ます！」

「おぉ、気をつけてなぁ」

　未明、俺とマールはビエット村を発った。

　昼行性のビッグホーネットは明るくなると餌を求めて巣から拡散していく。そこで朝早く、ビッグホーネット達が巣から拡散する前に叩こうという作戦だ。

　それだけ多くのビッグホーネットを相手にすることになるが、そこは俺の攻撃魔法で先制攻撃を仕掛けることによって解決しようと思っている。

　初射と第二射でビッグホーネット達の大半を撃破するつもりだ。

「というわけで巣ごと吹っ飛ばそう」

　俺の提案にマールは異を唱えた。

「ビッグホーネットの巣にある蜜みつは非常に高値で売れますし、巣その物からも大量の蜜みつ蠟ろうが取れるので高需要です！　丸ごと持って帰ったらきっと大おお儲もうけできますよ！」

「ほう、なら少々大変だが全滅させるか」

　できるだけ巣を破壊しないようにビッグホーネットを倒すとなるとある程度距離を置いて攻撃し、突撃してくる所を迎撃するような感じにするのが良いだろうか。

　いや、何も一度に片付ける必要はないか。

「マール、一度に片付けるのではなく複数回襲撃して徐々に数を減らす作戦で行こう。遠距離からチクチク削って巣を丸裸にしてやればいい」

「そうですね。ビッグホーネットに集たかられるのは正直ぞっとしませんし」










　ヴゥオォォォォン!!

「うおーっ！」

「きゃーっ！」

　俺達は逃げていた。

　ビッグホーネットの巣を見つけ、魔法で先制攻撃を仕掛けたところまでは良かった。

　結論から言うと、ビッグホーネット達の抵抗というか、数が俺達二人の予測を遥はるかに上回っていたのである。

「タタタ、タイシさん！　どうするんですか!?」

「もちろんやるさ！　プランＢだ！」

「プランＢってなんですか!?」

　相手は空を飛んでいるのでそのうち追いつかれるだろう。そうなるとジリ貧だ。集られて死ぬ。

　だが、この逃走は咄とつ嗟さに思いついた作戦その二、プランＢである。

　ビッグホーネット達を巣から誘おびき出し、逃げることによって集団を縦に伸ばし、反転して真正面から貫通力の高い魔法で一掃するのだ。

　俺は走りながら魔力を集中し始める。

　発射数五倍拡大、連射数三倍拡大、魔力収束。

　バトルスタッフの先に純白の光玉が五つ発生し、回転を始める。

「おらあぁぁぁぁぁぁ！」

　振り返りざまに俺達を追ってきているビッグホーネットの大群に向けて杖つえを向けた。

　回転する五つの光玉から貫通性の高い光線がマシンガンの如き勢いで発射される。

　同時に、ごっそりと魔力を消費したせいか身体に脱力感を覚えた。ステータスを確認すると、ほぼ最大だった魔力量の七割ほどを消費していた。二回は撃てないな、これは。




　今回使ったのは純粋魔法レベル３で覚えた光線レイという魔法だ。

　貫通力が高く、弾速の速いレーザーのようなものを一秒につき一発の間隔で十発まで発射できる。

　正直そのままだと、使えるようで使いづらい。

　威力や貫通力、燃費は申し分ないのだが、一秒に一発という発射速度では発射間隔が長すぎて使いづらいのだ。

　これなら発射数十倍拡大の魔矢エネルギー・ボルトで一掃したほうが早いし確実である。

　しかし、今はその同時発射数を五倍にし、しかも一秒につき三発連射できるようにしてある。

　つまり十秒間で百五十発ものレーザーを発射するのだ。




　結果、ビッグホーネットの大群はその大半がレーザーの弾幕に撃ち貫かれて撃墜された。

　それでも元の数が数なので、生き残ったビッグホーネットの数も決して少なくはない。

　仲間の大半が撃墜されたのにもかかわらず、ビッグホーネット達は果敢に俺達へと突撃してくる。

「やるぞ！　マール！」

「は、はいっ！」

　俺とマールは互いに互いの背を守りながらビッグホーネット達との直接戦闘を開始した。

　突撃してくるビッグホーネットを砕き、斬り捨てる。

　マールは機敏に動き、初めて会った時のへっぴり腰とは比べ物にならないほど堂に入った様子でミスリルショートソードを振るっている。

　これも剣術レベル２の効果なんだろう。いや、それだけの努力を重ねたから剣術のレベルが２になったのか。

　マールは近衛兵からかなり熱心に訓練を受けていたからな。

　一体どれだけ戦っていたのか。

　足の踏み場に困るほどのビッグホーネットの死体を積み重ねた頃、やっと戦いは終わった。

　流石の俺も疲れた。マールはもうへとへとなのか、襲ってくるビッグホーネットがいなくなるなり地面に突っ伏してしまった。

　俺もマールも何度かビッグホーネットに刺されたのだが、トロールハイドアーマーとミスリルチェインメイルの重ね着が止めてくれた。

　流石に肌が露出している顔とかを刺されると危なかっただろうが、新調した防具は早速役に立ってくれたようである。

「死体を回収しながら巣に戻るぞ」

「は、はいぃ」

　巣へと戻る途中に確認してみると、俺のレベルが二つ上がって20に、マールのレベルは11になっていた。

　マールもこれで中堅冒険者並みのレベルになったという事になる。

　確か俺はこれでスキルリセットができるようになるんだったか。今の所スキル振りに不満はないから、スキルリセット権は取っておこう。

　発射したレーザーは射線上のビッグホーネットだけでなく木々も薙なぎ払っていた。

　風穴が空いたり倒壊していたりする木々を乗り越え、ビッグホーネットの巣へと戻る。

　そこには少数のビッグホーネットと、他のビッグホーネットより一際大きい女王らしき個体が残っていた。

　一抱え程の大きさであるビッグホーネットに比べ、クイーンらしき個体はその倍以上の体たい軀くだ。女王は知性があるのかどうかわからないが、じっとこちらに目を向けている。

　ビッグホーネット達が翅はねを震わせ、威嚇音を振りまいた。

　多くの臣下を討たれ、それでもなお毅き然ぜんとした態度を取る女王と、その女王を守ろうとする騎士達、そんな情景が脳裏をよぎる。

　彼らはただ必死に生きていただけだ。俺達にそれを滅ぼし、奪う権利があるというのだろうか？




「とか考えると思ったら大間違いだぜぇ！　ヒャッハー！　俺の資金になぁれ！」

　この世は弱肉強食である。










「これはなかなか大変な作業ですねぇ…」

　ビッグホーネットの巣はいくつかの木にまたがって支柱を作り、ぶら下がっていた。

　俺はまず地面に落とすことにした。

　支柱は思ったより固かったので、木によじ登ってミスリルソードで閃せん撃げきを放つ必要があった。

　次に落下した巣を解体する。

　外殻は思いのほか脆もろかった、しかし刃渡りの関係からミスリルソードで行なうことになった。

　もう既にミスリルソードは蜜でべとべとである。後で洗わなければ。

　次に手ごろな大きさにハニカム構造の巣板をカットしていく。やはり蜜でべたべたである。

　普通ホーネット──つまりスズメバチは所謂いわゆる『狩り蜂』なので巣に蜜を貯めたりしないはずなんだが。まぁ向こうの世界の常識をこっちの世界に持ち込むのもナンセンスか。そもそもそれを言えばあのサイズの蜂が翅で飛んでいるのもおかしいし。

　俺はまだ遭遇してないけど、馬よりデカいカマキリの魔物とかいるらしいしな。うろ覚えだが、昆虫ってそんなにデカくなれないって話を元の世界で聞いた覚えがある。確か酸素がどうとか自重を支えられなくなるとかそんな話だ。

　そんな元の世界ではありえない生物がいるというんだから、蜂が蜜を蓄えていたところでなんの問題もないだろう。多分。

「甘くて美味おいしいですね！」

「色々使えそうだな」

　指に掬すくって舐なめてみると、やはり蜂はち蜜みつなので甘い。これは高く売れそうだ。

　そしてハニカム構造の巣板にはビッグホーネットの幼虫やサナギ、卵がまだ沢山残っていた。

　幼虫とサナギはしっかり殺さないとストレージに入らなかったが、卵はそのままストレージに入った。線引きが謎である。

　かなりでかいが、幼虫とサナギはハチノコとして食えるのだろうか。とりあえずビエット村に持ち帰って聞いてみるか。

　何かに使えるかもしれないので巣の外殻も含めて全て持ち帰ることにした。

　ちなみに、蜜の詰まった巣板をストレージに収納すると解体メニューが出た。試しに解体してみたところ、蜜を綺き麗れいに取った巣と、１ｋｇごとに瓶詰めされたビッグホーネットの蜂蜜になった。

　瓶がどこから発生したのかは気にしない事にした。深く考えるとヤツの高笑いが聞こえてきそうな気がする。

　討伐したビッグホーネットの数は俺とマールの分を併せて軽く三百を超えている。これだけで大銅貨６００枚、金貨６枚相当の討伐報酬が出る。

　後はどれだけ巣や死体が売れるかだ。死体は多すぎて全部買い取ってもらえない予感がする。

　その時は何かの役に立つかもしれないし、取っておこう。毒どく腺せんとかは錬金術で使えるかもしれないし。

　結局俺達は戦闘時間よりも遥はるかに長い時間を巣の解体に費やしてから村へと帰ることになった。










「冒険者が戻ってきたぞー！」

「駆除は上手くいったのか？」

　俺とマールの姿を見つけた村人が声を張り上げ、戦果を聞いてきた。

　武器を持っているところを見ると、一応警戒していたらしい。

「ああ、見事殲せん滅めつしてきたぞ。この通りだ」

　俺はストレージから女王蜂の死し骸がいを取り出し、掲げて見せる。

　普通のビッグホーネットよりも二回りほども大きい女王蜂の死体を見て見張りの男性二名は驚きの声を上げた。

　その後は村の衆に取り囲まれ、口々にお礼の言葉や賞賛の言葉をかけられた。

　なんだかむず痒がゆかったが、俺は深い達成感を覚えた。マールも同じだったようで恥ずかしそうにしていたが、どこか誇らしげだった。




　ちょうど昼時だったので、ビエット村で昼食をいただくことにした。

　食材はビエット村の産物である野菜で作った漬物や、小麦を挽ひいて焼いたパン、そして俺が提供したビッグホーネットの幼虫やサナギである。

　俺が次々とビッグホーネットから得た戦利品をストレージから出すと、村の人々は目を丸くした。

　魔法だからと言うと、人々は特に疑うこともなく納得した。バイソン氏がトレジャーボックスのことを知っていたのも大きい。

　そして、俺とマールや村の子供達は出てきた料理にドン引きしていた。

　なんせ一抱えほどもある幼虫である。ぶっちゃけキモい。

　しかし村の大人達はそれらを焼いたり炒いためたりするわけである。味付けはちょっと塩を振ったりしただけだ。

　食材として提供した手前、食べないわけにもいかない。

　俺とマールは決死の覚悟でそれを口に運んだ。

　柔らかい、そしてなんかドロッとしたような感触もある。そしてほのかに感じる甘み。

　塩を振ってみる。味が締まり、より強く甘みを感じることができた。見た目さえ気にしなければ、特濃のシチュー？　のような、甘めに味付けした玉子焼きのような。

「見た目アレだが、美う味まいな」

「そ、そうですね、見た目はアレですけど」

　よくよく話を聞いてみると、王都などではかなり高値で売れる高級食材なのだそうだ。

　勿もち論ろん村でも滅多に食べられることはない。今回のようにビッグホーネットの巣が近場にできて、それが討伐されたときに口に入る程度らしい。

　幼虫は成虫の世話なしには長く生きられないし、鮮度も落ちやすいのであまり日持ちしないのだとか。

　サナギの方は解体され、野菜と一緒に炒めて供された。

　サナギはまだ殻も柔らかく、そのままイケる。

　幼虫と同じでほんのりと甘みがあり、身はプリプリとした食感だ。エビっぽい気もする。

　こちらもやはり王都では高級食材らしい。日にちがたつと次第に殻が硬くなってくるからだ。




　他に蜂蜜も提供した。

　朝搾ったばかりだという牛乳に混ぜて飲ませてもらったが、力が体の底から湧き上がってくるような味だった。

　寝る前に温めた牛乳に垂らして飲んだりすると、寝つきが良くなって疲れも取れやすいのだとか。

　大量にあるので、これは少し多めに提供しておいた。各家庭にも十分行き渡るだろう。

「王都まで送ってってやるよぉ」

　昼食を終え、さぁ帰ろうかとマールと話していたところでバイソンさんがそう申し出てくれた。

　俺達はその申し出をありがたく受けさせてもらい、ビエット村に来た時と同じようにバイソンさんの操車する荷馬車で村を出た。

「ありがとう！」

「おねーちゃん、おにーちゃん、またきてねー！」

「ばいばーい！」

　村の人々や子供達に見送られ、姿が見えなくなるまで手を振った。

　今までの依頼には無かった達成感が俺とマールを深く満たしていた。

「なんだか、凄すごいですね。冒険って」

「ああ、凄いな」

　そんな会話をする俺とマールを見てバイソンさんは『ほっほっほぅ』と笑っていた。




　　　　─☆★☆─




　王都アルフェンに帰り着いた俺達はバイソンさんと別れ、その足で冒険者ギルドへと向かった。

　俺の顔を見た受付嬢がギクリと身を強張らせる。なんでそんなに警戒するんだよ、傷つくぞホントに。

「い、いらっしゃいませ！　今日は……あっ、昨日のビッグホーネットの巣の退治の件ですよね？」

「ああ、終わらせてきたぞ」

「えっ？」

　受付嬢が驚いた表情をした。

　え、そこ驚くところなの？

「終わらせてきましたよ！　はい、これが完了票です！」

「えっ？　あっ、はい……確かに」

　受付嬢はマールから完了票を受け取り、頷うなずいた。

　俺達は冒険者カードも同時に提出し、魔物の撃破履歴を確認してもらう。

　一瞬目を剝むいたのがわかった。そんなにビックリすることなんだろうか。

「……ええっと、合計討伐数は三百四十一匹、討伐報酬は一匹につき大銅貨２枚なので、大銅貨６８２枚になります。これに成功報酬の大銀貨１枚を足すと、金貨７枚と銀貨３枚、大銅貨２枚ですね」




　討伐報酬と成功報酬だけで約73万円の儲もうけである。やはり冒険者稼業はボロ儲けだ。

「ビッグホーネットの死体や巣をほぼまるごと持ち帰ってきているんだが、ここで買い取りしてくれるのか？」

「はい？　ええっと、まるごと、ですか？」

「ああ、トレジャーボックスが使えるからな。俺のは特別製でな、容量がデカいんだ」

「そ、そうですか。向かいにある商業ギルドで素材の買い取りをしていますので、そちらに持ち込んでいただければ」

「わかった、ありがとうな」

　俺の説明にとりあえず納得したらしい受付嬢にお礼を言って、報酬を受け取った俺とマールはそのまま冒険者ギルドの向かいにある商業ギルドへと向かった。










　商業ギルド内はごったがえしていた。

　魔物の素材を売りに来たらしい冒険者や、その冒険者が納品した魔物の素材を仕入れに来た商人や職人、魔法使いっぽい人。貴族っぽい人もいる。

　カウンターに行く前に辺りを見回してみると、依頼掲示板のようなものがあった。

　興味が湧いたので、マールを伴ってその掲示板を見に行ってみる。

　予想した通り、これは一種の依頼掲示板だった。

　早急に手に入れたいものであったり、滅多に手に入らないものであったりする素材や食材を相場より高くてもいいから買い取りたいという人達が利用しているようだ。

「マール、ビッグホーネット系の依頼票を探すんだ」

「任せてください！」

　俺とマールは手分けしてビッグホーネット関係、それも巣や幼虫、サナギの買い取り希望が無いかを探した。

　そうしたらあるわあるわ。

　ビッグホーネットの巣が駆除されることはそんなに多くないらしく、また駆除のため巣に火をかけることも少なくないのでなかなか採取が難しいらしい。

　よってその蜜みつや幼虫、サナギは思ったよりも貴重品のようだ。蜜みつ蠟ろうの材料として蜜を取った後の巣そのものの需要も高いようである。

　俺とマールはそういった依頼票の中から条件の良いものを順に選り分け、カウンターへと持っていった。

「ようこそ、商業ギルドへ。随分熱心に見ていたな、何か目当てのものがあったのか？」

　応対してくれたのは若い男の職員だった。

　赤毛で、そばかす顔のちょっと軽い感じの男だ。マールを見て頰を緩ませている。おらっ、見世物じゃねぇぞっ。

「ビッグホーネットの巣と、蜜と、幼虫と、サナギがあります！　買い取ってください！」

　そう言ってマールがずずいっと依頼掲示板から剝はがしてきた依頼票を男に突き出す。

　男はそれを確認し、顔を上げた。

「サナギと幼虫は鮮度が良くないとダメだぜ。見せてもらおうか」

　俺は素直に従い、まず幼虫の死体をカウンター上に出してみせる。

　王都ほどの大きさの街となるとトレジャーボックスの使い手も珍しくないのか、特に男が動揺することは無かった。

　男はビッグホーネットの幼虫を仔し細さいに鑑定し、頷く。

「まるで今殺したばかりみたいに新鮮だな。これなら十分だ。どれくらいある？」

「同じような鮮度の幼虫があと二十三匹、サナギが二十七匹だ」

「……マジか？」

「マジだ。ちなみに蜜は約６５０ｋｇ分ある。巣も相応の分量があるぞ」

　俺はカウンターの上にビッグホーネットの蜂はち蜜みつの入った瓶を置き、蓋ふたを開ける。蜂蜜の甘い香りがふわりと漂った。

　男はどこかから取り出した小さな匙さじを使い、蜜を掬すくって舐なめる。

「……全部売ってくれ、いくらでも買うぞ」

「死し骸がいも沢山あるんだが……買ってくれるか？」

「死骸か…わかった、任せろ。俺はヒューイだ、あんたは？」

「タイシだ、よろしく頼むよ」

　依頼報酬や各種素材の売却など、全部合わせて金貨88枚と銀貨３枚になった。

　ビッグホーネットの巣の退治で得た報酬と、素材その他の売却益は合わせて金貨95枚と銀貨６枚、大銅貨２枚である。

　濡ぬれ手てで粟あわとはこのことだろう、心の中で笑いが止まらない。

　ストレージのお陰で素材の取りこぼしが無いのが一番大きいだろう。

　ちなみに、ビッグホーネットの蜂蜜20ｋｇと幼虫一匹、サナギ一匹をお土産に屋敷に持って帰った。

　俺から幼虫を渡されたメイベルが卒倒したりするハプニングがあったが、ジャック氏が幼虫とサナギを美味おいしく料理してくれた。

　様々な香草や野菜を使って作られたビッグホーネットの幼虫のオーブン焼きは実に絶品だった。高級食材とされるのも納得だ。

　フラムは過去に食べたことがあるらしく、特に拒否反応も起こさず久々のグルメに舌鼓を打っていた。

　それと、美味しい美味しいと言ってたらふく食べた後に事実を知らされ、メイベルが絶叫を上げていた。南無。







　第二話　～生産活動を始めることにしました～







「毎日毎日飽きませんね」

　マールとベッドの上で絡み合ったまま寝ているとフラムに呆あきれられた。仕方ないじゃないか、二人とも若いんだから。

「私も交ぜてくれても良いんですよ？」

「ああー……なんだ、その。すまん」

　俺はなんとなくシーツで体を隠しながら謝ってしまう。

　なんというか、出会い方が出会い方であったために今のところどうにもフラムとそういうことをしようという気にならない。

　一応は話し合いの末に手打ちにはなっている話なのだが、どうにも罪悪感が先に立って勃たつモノも勃たないのだ。

「……はぁ、これはまだまだ先は長そうですね」

　フラムは呆れたような、あるいは残念そうな声音でそう言うと脱ぎ散らかしてある服やら下着やらを回収して部屋を出て行ってしまった。

「ううむ」

　フラムの言動を鑑みるに、本気なのだろうか。

　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥とは言うが、しかしこれはなぁ。フラムは美人だしスタイルも良いし、そりゃもうむしゃぶりつきたくなるような魅力的な女なんだが。

「んふふ……」

　どんな夢を見ているのか、マールがだらしない笑みを浮かべてむにゃむにゃしている。マールさん、よだれ凄いですね。

　サラサラの鳶とび色いろの髪の毛を撫なでてやると更にだらしない表情になる。超可愛い。

「これに義理立てしないのは無いだろ」

　据え膳食わぬ朴ぼく念ねん仁じん系のムッツリスケベ野郎に成り下がるつもりは無いが、しかし操を立てるべき相手がいる身でもある。マール自身は割と俺が複数の女を侍らせるのに肯定的みたいなんだけどな。

「ああ、やめやめ。とっとと起きよう」










　朝の身支度を終え、朝食を取った後のティータイム。

　ちなみに今朝の朝食はハニートースト（ホーネットトースト？）と牛乳、何かのベーコンを焼いたものとサラダだった。ベーコンは豚肉っぽかったからスモールボアあたりではないだろうか。

　朝から重量級のメニューである。

「さて、今日の予定だが」

「今日も依頼に出ますか？」

「それも良いが、折角工房があるんだし利用したいところだな」

　レベルも二つ上がってスキルポイントも19ポイントある。

　15ポイントあれば鍛か冶じか錬金術を最大のレベル５にできるので、どちらかをサクッと最大レベルにして生産活動をしてみたい。

　やはりここは鍛冶だろうか。強力な武器を量産して市場に流せば、人間全体の力を底上げできるだろうし。

　それに鍛冶レベルを最大にして自分用の武器を作れば、手っ取り早く強力な武器を手に入れられるのではないだろうか。まぁ色々な場所を回って唯一無二のユニークな武器を探すのも面白そうではあるが、それはそのうちにだな。

　一方で錬金術で大量に薬を精製して死に難くするっていうのも全体の底上げには繫つながるか。

　ただ、あんまり大々的にやって市場にダメージを負わせるのはマズい。いや、商業ギルドに大量の素材を持ち込んだりしてる時点で今更って気もするが。

「そういえばタイシさんって鍛冶や錬金術の心得があるんですか？　今まで聞いたことありませんでしたけど」

「まぁ、あると言えばある」




　そういえばマールには異世界から来た事は打ち明けていたが、スキル取得云々については言っていなかった事を思い出す。

　今度話して、相談に乗ってもらうのも良いかもしれないな。マールは馬鹿っぽいようで頭良いし。

「お館様、本日のご予定についてお話が」

　そんな話をしていると、傍に控えていたジャック氏がそう言ってきた。

　あ、これはアレだな。空気で判る。

「お館様が屋敷に戻り次第連絡が欲しいとゾンターク侯爵閣下より伝言がございまして」

「わかった。午前中は街に出て工房で使うのに必要な資材を買い付ける。ゾンタークに会いに行くのは午後からで構わないか？」

「はっ、アポイントメントを取っておきますので」

　そう言ってジャック氏は下がる。

　ゾンタークも王様の側近である以上は忙しいはずだから、何の連絡もなしにいきなり行ってもそもそも会えない可能性があるからな。

　ジャック氏に会議をセッティングしてもらった方が良いだろう。

「じゃあ、今日はお買い物ですか？」

「ああ、折角昨日報酬も入ったしな。そうそう、マールの取り分を渡し忘れてた」

　そう言って俺はストレージから金貨が20枚入った袋を取り出し、マールに渡す。

　マールは袋の中身を見て目を見開いて驚いた。

「ちょっと多すぎませんか？」

「何でだ？　昨日のビッグホーネット退治ではマールだってかなり倒しただろ。俺が大半を魔法で撃ち落としたとはいえ、妥当な報酬額だと思うんだが」

「うーん……ではこれは全部共有財産に入れておきます！　これで細かいのも合わせて大体金貨25枚くらいですね」

「そうか？　まぁ、マールがそれでいいなら俺もそれで構わんけど。共有財産の管理はお前に任せるから、必要になれば迷わず使えよ？」

「はい！」

　マールが元気そうに返事をしたので、俺は納得することにした。

　マールに渡したお金をマールがそのように運用したいと言うのであれば、わざわざそれに異を唱えることもないだろう。

　俺は温ぬるくなったお茶をぐいっと飲み干し、席を立つ。早速行動開始だ。




「まずは工房をもう一度よく調べてから必要なものを買いにいく。ってわけで工房に行くぞ」










「ふむ、これが工房か」

　工房に入ってまず最初に目に付くのが二つの大きな炉である。両方とも石炭や炭を使って火を熾おこすのではなく、魔力を燃やす魔力炉のようだ。片方が鍛造用で、片方が金属精錬用であるらしい。

　その他には鍛造に使うハンマーや金床、砥と石いしなどの道具等が置いてある。

　工房は二つの部屋に仕切られており、奥の部屋には錬金術で使用する調合台やビーカー、フラスコなどの実験器具らしきものが並んでいた。

　この調合台も魔力を使って動かすものらしい。薬品に魔法を付与して魔法薬にするのに使うんだろう……と思う。

　何故わざわざ二つの部屋に仕切ってあるのかと思ったら、仕切りの壁に防音の魔法が付与されていた。どうやら防音対策らしい。

　ガンガン槌つちの音が鳴る中で神経を使う調合はできないだろうし、妥当な処理か。

　しかし幾らかかってるんだ、この屋敷には。絶対にゾンタークには値段を聞かないことにしよう。




　試しに炉に魔力を流して起動させてみると、直ぐに火が入った。

　どうやら魔力を充じゆう塡てんして、蓄えた魔力で燃えるらしい。

　鍛冶のレベルを１にしたところ、大体この設備の使い方がわかった。凄すごいな、スキルぱねぇ。

　とりあえず魔力は充塡しておいて良いみたいなので、蓄えられる魔力量の八割ほどを充塡しておく。

　ＭＰを１００くらい消費したところで二つの炉の魔力貯蔵量がほぼ八割になった。レベルが上がって俺のＭＰは９５０まで上昇しているので、まだまだ余裕である。

　買い物をして戻ってくる頃には半分以上回復しているだろう。

「なんだか面白そうですね」

　マールは隣室の錬金術の道具に興味を抱いたようだった。

　マールのアトリエ……うん、セーフ。多分ギリギリセーフ。脳裏にセウトという単語が浮かんだ気がするけどきっとセーフ。

「錬金術、やってみるか？」

「え？　私がですか？」

　マールは暫く考え込んでから、頷うなずいた。

「そうですね、タイシさんが鍛冶場で作業をしている間に私も錬金術にチャレンジしてみます！　教本を買いにいかないといけませんね」

　そう言ってマールはむんっ、と力を入れてグッと拳こぶしを固めた。

　うむ、やる気があるのは結構。魔法も使えないマールが錬金術を修得できるかはまるで謎だが、本人がチャレンジするというのであれば見守ろう。

　もし修得してくれれば、俺も助かるしな。あまり期待はできそうに無いが。




　　　　─☆★☆─




　俺達は屋敷を後にして新市街へと降り、メンテナンスの為に鎧よろいをペロン防具店に預けた。

　ついでにどこで鍛冶に使うような鉱石を入手しているのか聞いてみた。

「商業ギルドだね。ただ、会員にしか売ってくれないからね。会員登録する必要があるよ」

「登録は難しいのか？」

「いいや、入会費がかかるだけだね。ただ、ちょっと高いよ。確か入会費が金貨３枚で、年会費は金貨１枚だったかな？」

　確かに入会費が高いな。

　ただ、それくらい稼ぐか、あるいは知り合いの商人から借りられるくらいの器量が必要だということだろう。

「細かい話はギルドの連中に聞きな。喜んで教えてくれるはずさ」

「ああ、わかった。ありがとう、ペロンさん」

「良いってことよ。けど、鍛冶ってことは防具も作るのかい？　そうなるとウチとしては有望な得意先がなくなっちまうから困るんだけどねぇ？」

　そう言って探るような視線を投げかけてくるペロンさんに、俺は笑いながら手を振った。

　リッツ氏は相変わらずカウンターで妬ねたましげな視線を投げかけてきている。どんだけ奥さんが好きなんだよ。

「いやいや、俺は鎧とか服とかのデザインに自信がないんでね。やるとしても武器だけだよ」

　これは決定事項だ。

　気が向けば気分転換に作ることもあるかもしれないが、基本的には武器一筋で行こうと思っている。

「へぇ、武器職人かい。良いものが出来たら、持ってきな。納得できるモノだったらウチにも置いてあげるよ」

「お眼鏡にかなうようなモノが作れるよう頑張るよ。ありがとう」

　そう言って俺はペロンさんに礼を言ってペロン防具店を出た。

　マールはまた熱心に盾のコーナーを見ていた。何か気になるものがあるんだろうか。










　商業ギルドは混み合っていた。

　朝早い時間からご苦労なことで、せっかちな商人達が取引に訪れているらしい。

　俺は、というと一人で商業ギルドの待合椅子に腰掛け、自分の順番が来るのを待っていた。

　マールは壁内の書店に錬金術の入門書や、魔法修得のための初心者本を買いに行った。

　壁内ならあちこちに衛兵がいるし、マール本人も既に中堅冒険者としての実力がある。心配だが、多分大丈夫だろうと思う。

　しかし我ながら少々過保護すぎる気がしないでもないが……いやいや、どこにどんな脅威が潜んでいるかわからないからな。やはり心配だ。そこらのチンピラならともかく、この前襲って来たような暗殺者どもが相手となると今のマールでは歯が立たないだろうし。

　そんなことを悶もん々もんとしながら考えているうちに俺の順番が来たようだった。

　担当は──。

「よう、早いな。今日も何か買い取り希望か？」

　ヒューイだった。昨日の今日だが、妙に縁があるな。

「いや、商業ギルドの会員になりたくてな。鍛冶に使うための鉱石を仕入れたいんだ」

「冒険者なのに鍛冶もやるのか？　多才なんだな。冒険者カードを出してくれ、冒険者ギルドとは情報共有してるからそれで余計な書類を書かなくて済むぜ。あと、入会費は金貨３枚だ。それと、何がどれくらい欲しいんだ？」

　昨日俺が大金を手にしたことを知っているヒューイは入会の受付をしながら直ぐに商談に入ってきた。

　話の早いことで、なかなか助かるな。

　さて、どうしたものか。何をどれくらい仕入れたら良いのか見当もつかんぞ。

「まずは肩慣らしに数を打ってみようと思うんでな、鉄をメインにやっていくつもりだ。他にオススメはあるか？」

「そうだな、やっぱ高く売れるのはミスリル製の武具だろう。他にはやっぱ黒くろ鋼はがねかね。オリハルコンやクリスタル製の武器はより高く売れるが、実際の所高すぎて買うようなヤツが少ないんだよな。ここだけの話、ギルドも在庫を持て余し気味だ」

　ん？　今およそ鍛か冶じでは関係なさそうな単語が出てこなかったか。

「クリスタルって、水晶だよな。水晶を武器に加工するのか？　鍛冶屋で？」

「普通だろ？」

「お、おう」

　どうやらこの世界では常識らしい。カルチャーギャップである。熱してハンマーで叩たたくのか？　割れないか、普通。

　それと黒鋼という単語も初めて聞いた気がする。とりあえず一通り買い付けていくか。

「鉄多め、ミスリルと黒鋼も少し、オリハルコンとクリスタルも剣を二本打てるくらいは貰もらっていくかな。あと、革かわ紐ひもとかもいるな。他の武器職人の連中が買っていく資材は他に何がある？」

「ああ、そうだな。他には……」

　商業ギルド職員なだけあって、ヒューイは博識だった。

　その他にも木材や鞘さやの作成に使う皮革などアドバイスを受けて必要な資材を調達する。

　金貨35枚分ほどの資材を買い取り、入会費の金貨３枚も支払って俺は商業ギルドを出た。

　商業ギルドの会員証は冒険者カードと共用出来るらしい。便利なことだ。

　他に商業ギルドでは銀行としての側面も持っているらしく、お金を預けることが出来るらしい。

　後は、商業ギルドの会員になれば手数料無料で素材の収集依頼を出すことも出来るそうだ。年会費金貨１枚は伊達だてじゃないな。

　融資なんかも受けられるそうだが、今の所というか今後も必要はなさそうなので聞き流しておいた。

「屋号はどうするんだ？」

「屋号というと店の名前か…うーん、そうだな。『タイシ＆マールの工房』で」

　自分でそう言って思わず笑みがこぼれる。サブタイトルは異世界の勇者と家出王女、とかだろうか。

　ヒューイはクスリと笑う俺には気付かなかったらしく、俺の言った通りに登録をしてくれたようだ。

「これで完了だ。今から注文の資材を出してくるが……配達は必要ないよな？　裏の倉庫までついてきてくれ」

　昨日俺がストレージから大量の素材を出すのを目の当たりにしているヒューイはそう言って歩き出した。

　ヒューイに指示されたとおりに資材をストレージに収め、違う場所に出して整せい頓とんする。

　鑑定眼で色々見てみたが、その他にも様々な鉱石があるようだ。やたら軽い、ってか微妙に浮いてる鉱石とかあった。

　夢中になって色々な鉱石や資材を移動し、鑑定しながら整理する。

　資材の運び出しにかこつけて倉庫整理をさせられていることに気がついたのは一時間も経ってからだった。

「いやー、助かったわ。鉱石系の資材って重くて整理が大変だったんだよ」

「貸し一つだぞ」

「あっはっは、わかったわかった！　今度メシでも奢おごってやるよ！」

　さすが商人、転んでもただでは起きないというか、油断も隙もない。俺はヒューイと別れ、待合ホールへと向かう。

　商業ギルドの待合ホールではマールが本を読んで待っていた。今読んでいる本だけでなく、結構な量の本やなんかが入ってると思しき袋を傍に置いている。

「あ、タイシさん！　色々見つけてきましたよ！」

「おう、こっちも登録と調達は終わったぞ。工房に戻ろう」

「はい！　聞いてくださいタイシさん、直ぐに魔法を使えるようになるらしい魔法の教本を見つけたんですよ！」

　マールは今まで読んでいた本を閉じ、満面の笑みを浮かべる。

　どうやらよほど楽しみらしい。

　俺達は商業ギルドを出て、新市街から壁内へと向かい歩き出す。

「ほう、そうなのか？　そんなに簡単なものなのかね」

　魔法使いは貴重らしいし、そんなに簡単に使えるようならもっといっぱい魔法使いがいても良さそうなものだが。

　というかそもそも、マールは魔法を使う才能があるんだろうか？

「大丈夫です。昔調べたんですが、才能はあるらしいですから。ぜんぜん使えたことありませんけど！　昔、勉強させられたことはあったんですけど、サッパリでした」

　大丈夫なのか、それは。

　まぁ素質があるというのであれば、レベルも上がっていることだし意外とサクサク修得するかもしれんな。

「でも大丈夫！　この魔法ならきっとできます！　タイシさんが手伝ってくれればすぐですよ！　魔法屋のお姉さんがそう言ってました、間違いありません！」

　魔法屋、なんとも怪しげな響きだ。

　魔法の本とか魔ま動どう具ぐとか魔力付与品とか置いてるのだろうか。

「魔法屋って、どんな店だったんだ？」

「壁内の路地裏にひっそりあった魔法屋さんです。本とか見たこともないような品が沢山あって、見た目よりも広いお店でしたよ！　きっと魔法でおうちの中を拡張してたんでしょう」

　大丈夫かその店。後で行ったらあるはずなのになかったとか、行こうとしても場所を思い出せないとかそういう類たぐいのヤバい店じゃないだろうな。

　そんな妙な心配をしながら、俺とマールは屋敷へと帰るのだった。










　屋敷に帰ると、直ぐにゾンタークのもとへと向かうことになった。

　マールは屋敷に残って本を読んだり、錬金術の基礎の基礎を工房の実験道具で試したりするらしい。

　俺はジャック氏を伴って馬車に乗り、貴族区にあるゾンタークの屋敷に移動した。

　街中を馬車で移動するとは……なんとなくセレブになった気分だ。いや、前の世界では移動するとなると自動車か、電車や地下鉄が当たり前だったのだが。

　この世界エリアルドの生活に慣れ始めてきているんだろうなぁ、これは。

　ゾンタークの屋敷に着いた俺は屋敷の玄関で沢山のメイドさん達に迎えられた。

　全員ピシッと揃そろって「いらっしゃいませ」である。映画かゲームの世界かよ。いや、割とそんな感じの世界だった。

　ジャック氏に先導され、屋敷の中を進む。

　デカい。俺とマールが住んでいる屋敷もでかいが、比べ物にならない。一体何部屋あるんだ。

　廊下を暫く歩いた後、重厚な木製の扉の前に辿たどり着く。

　ジャック氏が扉をノックすると、中から「入ってくれ」と声が聞こえてきた。

　中に入ると、ゾンタークが書類と格闘していた。傍には妙齢の美人なメイドさんが控えている。秘書も兼ねているのだろうか。

「閣下、タイシ様をお連れ致しました」

「ああ、すまんが少しそこのソファに座って待っていてくれ。すぐにキリの良い所まで終わらせる」

「はいよ」

　俺は言われた通りにソファに腰掛ける。

　そうするとすぐにカートを押したメイドさんが現れ、お茶を注いでくれた。

　自慢じゃないが茶の味がしっかりわかるほど優れた味覚は持ち合わせていない。だが、このお茶は美味いと感じた。

　ジャック氏が淹いれてくれるお茶も美味いが、やはり茶葉が違うのだろうと思う。

「待たせたな」

　キリの良い所まで作業を終わらせたらしいゾンタークが俺の正面のソファに座って溜ため息いきを吐く。

　どうやらかなりお疲れらしい。メイドさんが淹れたお茶にドバドバ砂糖を入れている。糖尿病になっても知らんぞ。

「今日、勇者殿にわざわざ来てもらったのは他でもない、例の件についてなんだが」

　ゾンタークは一口お茶を含み、眉み間けんに皺しわを寄せた。甘すぎたんだろう。言わんこっちゃない。いや、言ってないけどな。

「結論から言うと、アタリだった。各神殿に依頼し、神託で確認された。今は各国と情報の共有を行なっているところだ」

　そう言うゾンタークの顔はダダ甘いお茶を飲んでいるのに苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしているような表情だった。それもそうだよな、まだ第四城壁も完成していないのに大だい氾はん濫らんが起きるんだから。

　それに、大氾濫が起きれば国内各地でどれだけの被害が出るのか予想もつかない。

　俺も勿もち論ろん大氾濫を経験したことがないからわからないけども。ただ、大事件だというのはわかる。

「それで、だな。各国は大氾濫発生の発表と共に自国の勇者を使った士気高揚を試みることになって、な」

「……なるほど」

　俺は大々的な発表を控えてくれるように言っていたからな。

　そのように約束した手前、早速それを反ほ故ごにしなければならない状況になったので負い目を感じているんだろう。

　まがりなりにもカレンディル王国は一度俺を殺そうとしたわけだからな。しかも安全と太鼓判を押した上でのあの襲撃だ。その直後に士気高揚のために働いてください、と言うのは流石に虫が良い話だろう。

「事が事だしな……ここは協力するべきだろ」

　思うところは無いでも無いが、率直にそう言った。ここで意地を張っても誰も得をしない。

　それに俺もカレンディル王国に恩を売れるしな。悪い話じゃない。そもそも、カレンディル王国が潰れてしまったら折角の屋敷が台無しになるしな。なんだかんだで色々なものと情報が集まる王都アルフェンは便利だ。無くすのは惜しい。

「……すまんな、我が国がこんなことを請える立場ではないのは重々承知なんだが」

「仕方ないだろ、こればかりは。ただ、わかってると思うがマールや屋敷の身内に何かあったら俺は完全にカレンディル王国の敵に回るからな。それだけは心しておいてくれ」

　俺の言葉にゾンタークは神妙な顔で頷うなずいた。

　俺は彼に手を差し出す。

「予定が決まったら連絡をくれ。それまでは屋敷を空けないようにしておく」

「わかった、感謝する」

　ゾンタークは俺の手をがっしりと握った。

　握手を交わし、お互いに一口お茶を飲む。まだもう一つ、重大な問題が残っている。

「問題は、マールだよな」

「ああ、その通りだ。その件で提案があるんだが──」

　ゾンタークの話を聞き、俺の思ったことは一つだ。




　それしかありませんよねー。




　　　　─☆★☆─




「大々的に私の存在も公表ですか。うん、それしかありませんね」

　マールはそう言って頷いた。

　俺とマールがいるのは工房の奥、錬金術工房だ。

　今朝と比べるとマールが買ってきたものらしい書物や薬草、試薬らしきものが各所に配置されて随分とそれっぽくなっている。

「ミスクロニア王国が私の捜索を各国に依頼しているのは明白ですし、大氾濫が来ているというのに見て見ぬ振りをし続けていた事が発覚したら、カレンディル王国は困ったことになりますからね」

　ゾンタークの提案というのはマールの言った通り、俺のお披露目と共にマールの存在を公表することだ。

　マールは勇者を尊ぶミスクロニア王国の第一王女。

　神託を受けて出しゆつ奔ぽんし、見事勇者と出会って行動を共にしていたという話であればミスクロニア王国としても面子が立つ。それにカレンディル王国、ミスクロニア王国、両国の国民の目にはまるで御お伽とぎ噺ばなしの美談のように映ることだろう。

　性別の違う勇者と従者の恋というのも勇者物語の定番なので、事実上の婚約発表という側面も持たせるつもりらしい。

　ミスクロニア王国に無断で行なう以上ある程度の摩擦は発生するだろうが、そこはマールが是と言ってしまえばミスクロニア王家としても文句が言いづらい。

　しかも、マールは正真正銘の勇者を伴はん侶りよとして選ぶのだから隣国の王子との婚約云々に関しても有う耶や無む耶やになる可能性がある。これは単純にマールにとって好ましい展開だ。

「私の件に関しては上手く行くかどうかは微妙な線ですけど、大氾濫で有耶無耶になる可能性も高いですし。なにより、私はタイシさん以外となんて嫌ですからね！」

　そう言って抱きついてくるマールの頭を撫なでる。この娘可愛すぎるだろう、常識的に考えて。マールさんマジ天使。

　こうして俺はマールに骨抜きにされて行くんだな。悔しいっ、でも篭ろう絡らくされちゃう。

「改めて、不ふつ束つか者ものですがよろしくお願いしますね？　タイシさん」

「ああ、勿論だ」

　今更という気もするが、俺はすっかりマールを受け入れていた。

　マールの持っている懐柔スキルのせいだろうか？　そんな風に考えたことが無いわけではないが、今となってはもうどうでも良い些さ事じに思える。

　マールが俺を好いてくれて、俺もマールを好いている。それでいいじゃない。

　まぁこれで『ただ俺の力だけが目的で好きでもなんでもなかったんですよフフン』とか言いながら見たことも無い男に抱きつかれたりした日には速攻で悪堕ちして魔王化する自信がある。

　我ながら自分の思考がキモい。あ、いかん、元の世界で患ったトラウマのスイッチがヤバい。ＮＴＲネトラレはダメなんだよ、鬱うつになりそう。

「タイシさん！　魔法修得を手伝ってください！」

　考え事をしていると、マールがそう切り出してきた。

　なんでも魔法書に誰でも簡単に行なえる魔法修得方法が載っていたので、試したいらしい。

「えっとですね、私と両手を繫つないで……いえ、こう指を絡めてです。そして、私に向かって魔力を流してください。なんでも片方の手から片方の手に循環させるようにやるんだそうです」

「……こうか？」

　両手の手の平同士を合わせ、指を絡めあってしっかり繫ぐ。マールの手は俺の手に比べると随分小さかったが、手の平には剣ダコが出来ていた。

　俺と出会うまでろくに剣など持ったことのなかった筈はずのマールが、死に物狂いで剣の訓練をした証拠だった。短期間で剣術のレベルが２になったのは才能もあるだろうが、何よりマール自身の血の滲にじむような訓練の成果なのだ。

「タイシさんの手、大きいですよね」

「お前の手は小さくて可愛いな」

　お互いにお互いの手をにぎにぎする。

　なんだか気恥ずかしくなってきたので始めるとしよう、そうしよう。そうすればさっきまでの嫌な気分が忘れられるだろう。

「よし、じゃあ左手──マールから見て右手から、左手に向かって魔力を循環させてみるぞ」

「はい！」

　魔力を集中し、左手からマールへと流す。

　その瞬間、びくりとマールが震えた。

「あ、あっ？　タイシさんが入って」

　初めての感覚に戸惑いを見せるマール。

　そのまま少しずつ魔力を流していくと、マールが急にポロポロと涙を零し始めた。ビックリした俺は思わず魔力を流すのを停止しようとする。

「駄目、です、やめないで下さい……もっと、タイシさんを、私に下さい」

「本当に大丈夫なのか？　やめた方が良いんじゃ」

「あっ……もう少し、このまま」

　魔力を送るのを止め、暫し待つ。その間マールは目を瞑つぶり、涙を流しながら深呼吸を続けていた。

「お待たせしました。今度は私から魔力を持って行くような感じでお願いします」

「お、おう……」

　ちょっと心配だが、決意を秘めた目でそう言われては断りづらい。俺は左手から魔力を再びマールに流し、マール越しに右手から流した魔力を引っ張る。

　流石に発動体やミスリルの剣に魔力を流すほど容易ではない。たとえるなら粘性の高い液体のプールを搔かいて泳ぐような抵抗がある。これが人体というか、マールの魔力抵抗的なものなのだろう。

　少々時間がかかったが、無事右手からマールの中を通った魔力が俺に還元されてきた。俺の魔力に纏まとわり付くようにマールの魔力も一緒に俺の中に入ってくる。

　その瞬間、俺の身体に電撃でも走ったかのような鮮烈な感覚が走った。

「ふぁぁんっ！」

　マールが気の抜けたような叫び声を上げる。

　俺の魔力に纏わり付いて一緒に入ってきたマールの魔力がじんわりと俺の身体に馴な染じんでくる。身体の芯しんから温かくなるような、幸せな気分が身体と心に満ちてきた。

　理屈ではなく、感覚でこの温かさがマールの俺を思ってくれている気持ちだということが理解できた。こんなにも温かい、マールの心。

　そしてマールが涙を流した理由も知れた。

「すまん、マール。ありがとう」

「馬鹿、小心者、強ごう姦かん魔」

「最後のだけはお前に言われたくない」

「あいたぁ!?」

　マールに頭突きを一つくれてやってから思わず笑みを浮かべる。

　どうやらこの始原魔法というのは、魔力と一緒にお互いの心も交換するものらしい。マールが涙を流したのはトラウマスイッチが入りかけた俺の心が魔力と一緒にマールへと流れたからだろう。

　若干マールへの不信感とか、捨てられたらどうしようっていう恐れとかあったからな。いや、若干ではなかった。かなりだな。

　今はこんなにもマールの温かい気持ちが、気持ちが……？

「タ、タイシさ……も、もうらめれすぅ」

　気がついたら恍こう惚こつとした表情でマールが意識を失いかけていた。一瞬焦って循環する魔力量を増大させてしまった。

「だっ!?　ちょ、ちょっと待っ──ひゃぁぁぁぁぁぁぁんっ!?」

　マールは絶叫した後、身体をビクビクと震わせて気を失ってしまった。

　Ｏｈ……やりすぎたネー。

　循環させた魔力は精々50とそこそこくらいなのだが、今までロクに魔法を使ったことの無いマールにしてみればかなりの量だろう。他の人のステータスを見たことはないが、俺の魔力量はクロスロードの魔法兵団長が異常と言うくらいの量だもんな。

　とりあえず俺の魔力を同じ要領で渡しておこう。ついでに回復魔法もかけておくか。

「かっ──ひっ……」

　マールに魔力を流すと失神しているはずのその身体がビクビクと震えた。

　なんだろう、この背徳感は。

　しかしこう、なんだか魔力を循環させた直後から妙に力が湧きあがってくる感覚がある。

　マールの魔力と俺の魔力が混じり合った混合魔力が身体に馴染んでいく感じだ。

　馴染む、実に！　馴染むぞぉ！　ふははははははっ！　と高笑いしたくなる。なんなんだろうか、これは。

　五分ほどするとマールは目を覚ました。

　床にそのまま寝かせておくのは忍びなかったので、膝ひざ枕まくら中である。

「あ、あれ……？　一体何が？」

「や、魔力循環させる速度を上げたらお前が失神したんだよ。大丈夫か？」

「だ、大丈夫です！　寧ろさっきよりも調子が良いくらいです！　も、もう一度やりましょう！」

　再度、先ほどと同じように魔力の循環を始める。

　先ほどよりは耐えられるようになったようだが、やはりマールは失神した。顔が真っ赤になって、どこか恍惚とした表情である。しかし俺は大丈夫なのになんでマールはこんなになるんだろうか。

「ひ、ひひっ……たいしさんがはいってくるぅ……」

　お顔が真っ赤な上に瞳どう孔こう全開ですよマールさん。本当に大丈夫なんですか。というかこの表情にはなんだか見覚えが……いや、きっと気のせいだ。魔力をもう一度込め、回復の魔法を使う。

　今度は一分で復活してきた。

　顔は真っ赤で足元はフラフラ、まるで酔っ払いである。

「だ、だいたいわかりました……今度は反対に、私がやってみます」

「おいおい、大丈夫か？」

「だ、大丈夫です！　いきますよ！」

　マールがそう言って真っ赤な顔で魔力の集中を始める。

　なかなか上手く行かなかったが、俺が逆に魔力を引き入れてやると順調にマールの魔力が俺の中に流入し始めるのがわかった。

　マールの魔力が俺の右手から身体の中に入ってくる。

　なんだろう、この不思議な感覚は。羽毛で身体の中をまさぐられているような、不思議な感覚だ。先ほどまでの感覚とは明らかに違いがある。

　くすぐったいというか、むずがゆいというか。

　そして、左手からマールへと魔力が出て行った瞬間にそれは起こった。

「ふぉっ!?」

　身体の芯から力が抜けていくような、心地よい脱力感。

　いや、そんな表現では生温い。法悦と言っても良い感覚だ。

「ちょっ、待て、なんだこれ!?　なんだこれ!?」

「ふ、ふふ……大人しくしてくださいよタイシさん」

　手を振り払おうとするが、マールはがっしりと俺の手を摑つかんで放さない。

　おいやめろ馬鹿、らめぇ。

「う、うおぉー！　やられてたまるかー！」

「ちょ、タイ──ひゃあぁぁぁぁんっ!?」

　俺も魔力を循環させて逆襲し、マールから主導権を奪うことに成功した。

　マールも必死に抵抗をしたが君とは魔力量が違うのだよ、魔力量が！

　再び失神したマールが白目を剝むいてびくびくと震える。危ないところだった。

「人同士で魔力を循環させあうのがこんなに危険な行為だったとは……」

　額の汗を袖そでで拭ぬぐってからマールを介抱する。どうやらこの魔法、かけた側はなんてことはないのだが、かけられた方には凄すさまじい快感を伴うようだ。

　後で見てみると、俺とマールのスキルに『始原魔法』がレベル１でついていた。

　夜の生活に重宝しそうだ、これは新境地が開けそうである。










　汗をかいてしまったので、まだ昼前だが復活したマールと一緒にお風ふ呂ろに入ることにした。

　お互いに好奇心を抑えられず、始原魔法を併用してイチャイチャしてみた。

　調整してお互いに魔力を均一に循環させた結果、俺達は新境地に辿たどり着いた。

　いや、悟りを開いたと言っても良いかもしれない。

「たいしさん……これはきけんです、ひかえましょう」

「ああ、これはきけんすぎるな」

　俺もマールも声に力が無い。

　しかし何でこれが始原魔法なんだろうか？　字面からするに初めて生まれた魔法ということなんだろうか。

　身体接触による術式も何も使わない原始的な魔法、という意味では確かに字面通りのような気もする。

　これ、レベルが上がったら一瞬で相手の体力と魔力を吸い尽くせるようになるんじゃないのか。

　というか、遠距離から出来るようになったらかなり危険な魔法じゃないか、これ。

「でもなんだか、体中に体力が漲みなぎってる気がします」

　俺のステータスをチェックする。そりゃ調子も良いはずだ。

　魔力が１００ほど、体力が30ほど減っている。これきっと吸われたんだろうな。流石に能力値には影響は無いようだ。

　こっそり回復魔法を唱える。

　体力に30のダメージとか地味にコワイ。

「とりあえず、メシを食って作業に入ってみようぜ」

「はい！　でもまだ続きがあるみたいなので魔法書も読んでおきますね！」

　なにそれ怖い。

　と心の中で言いつつも、期待してしまう自分がいるのは隠せない。

　だっておとこのこだもの。

　風呂から上がり、昼食をいただく。

　昼食のメニューはミートソースのパスタとスモールボアの腸詰め、温野菜の盛り合わせだった。

　ミートソースとは言っても赤くは無い、緑色だ。この世界のトマトは青いまま食うものらしい。リコピンさんは一体どこへ。

　味は元の世界で食べたミートソースのパスタと殆ほとんど変わらない。ボロネーゼとも言うんだっけか。

　スモールボアの腸詰めや温野菜も美味おいしかった。特に腸詰めはスパイスが利いていて絶品だった。

「よし、やるか」

　マールは奥の錬金術工房に引っ込み、俺は俺で初の鍛か冶じ仕事を始めることにした。

　道具の使い方や金属の鍛え方はスキルを取得したせいか自然と頭に入っている。

　スキルを取得することによって、知識や経験が脳に焼き付けられるんだろうか？　仕組みを考えても仕方ないか、そういうものなんだろう。

　まずは商業ギルドで仕入れてきた鉄鉱石を精錬してインゴットを作る。

　これは精錬用の魔力炉で作るのだが、微細な温度管理が出来るため簡単に出来た。

　出来上がったインゴットを今度は鍛造用の炉で熱しつつ、鍛える。

　まず最初に作るのは鉄製のダガーだ。

　器用度が高いからか筋力が強いからかはわからないが、面白いように熱した金属を扱うことが出来る。

　そして三十分もしないうちに一本のダガーの刀身が出来上がった。

　それを砥と石いしで研ぎ、木材や皮革を使ってグリップや鞘さやを作る。ここまでで一時間弱である。

「こんなに早く出来るもんなのか……？　いや、実際出来てるんだが」

　スキルの力ってすげー。

　出来たダガーを鑑定眼で見てみると、ちゃんと鉄のダガーと表示された。

　品質は『良い』になっている。やったね。

　さて、ここからはスキルレベルを一つずつ上げながら、次々とダガーの刀身を作っていく。

　スキルレベルを２にすると作成にかかる時間が随分短くなった。しかも品質も『優良』になっている。

　スキルレベルを上げるごとにどのタイミングで熱し、どのタイミングで打てば良いのか、そしてどう研げばいいのか、金属精錬はどうすればより良いインゴットになるのか。

　そういった知識がどんどん流れ込んでくる。

　鍛冶レベルを３に上げたところで武器を魔法の発動体にする方法が、４に上げたところで武器に魔力を付与する方法がわかった。

　ダガーの作成に要する時間はどんどん短くなっていく。

　次に普通のダガーだけでなく、発動体や魔力付与品などの特殊な品も作ってみる。

　両方とも問題なく作れた。

　魔力付与品の方には明かりの生活魔法を付与しておいた。鞘から出せば照明代わりになる便利アイテムだ。

　そして、５に上げたところで魔法道具としての効果を持つ魔剣・聖剣の鍛造方法まで理解してしまった。

　急激に膨大な知識を詰め込んだせいか、頭がボーッとする。

　しかし身体は鉄を打ち続ける。

　とりつかれた様に打ち続ける。

　気がつけば、俺は何十本ものダガーの刀身を作り終えていた。

「ハッ!?」

　俺の持つ鍛冶ハンマーから何かオーラのようなものが立ち昇っている。なにこれこわい。

　鑑定眼でチェックしたらただの『鍛冶ハンマー』だったはずなのに、『入魂の鍛冶ハンマー』というものになっていた。

　魂が宿ってしまったというのか。スキルぱねぇ。

　とりあえず夢中になって作ってしまったダガーを一つ一つ丹念に研ぎ上げ、拵こしらえを整える。

　明かりの魔力を付与したライトダガーは手元に残しておこう。

　魔物素材の武器の作り方も理解したから、今後魔物を倒したときは素材になりそうな部分は取っておいてもいいかもしれない。

「ふー、やっと魔法薬が一つできましたってうわぁ！　なんですかこのダガーの山は!?」

　なんだか微妙に煤すす塗まみれになっているマールが鍛冶工房に並ぶ大量のダガーを見て目を剝いた。

　それもそうだろう、数えたら三十八本もあった。

「久々に作ってたら夢中になっていた。今では反省している」

「いや、反省することじゃないと思いますけど……」

　マールが並んでいるダガーの一つを手に取り、革製の鞘から抜いて刀身を見る。

　今見ているのはスキルレベル２で作った『優良』のやつだ。

「良く切れそうだし、とても頑丈そうですね」

「おう、良かったら一本やるぞ。これなんかオススメだ」

　マールにスキルレベル５で作った『超越的』な逸品の鋼鉄のダガーを渡す。

　先ほどと同じようにマールは鞘からダガーを抜き、刃に目を凝らした。

　続いてグリップを何度か握りなおし、鞘に収める。

「なんだか物もの凄すごく出来が良いみたいなんですけど、貰もらっちゃっていいんですか？」

「ああ、今日作った中で一番の出来なんだ。寧ろマールに貰って欲しい」

「……ありがとうございます！　じゃあ、私もこれをタイシさんにプレゼントします！」

　そう言ってマールが取り出してきたのは透明な瓶に入った緑色に怪しく輝く液体だった。何で光ってるんですかこれ、怖い。

　鑑定眼で見てみると、『回復薬』と表示される。低品質でも高品質でもないらしい。初めての錬金術なのに、これはなかなかの物ではないだろうか？

「ありがたく貰っておこう」

「えへへ、なんだか楽しいですね。こういうの。冒険者も良いですけど、錬金術師にも興味が湧いてきました！」

　見ると、マールのスキルに錬金術がレベル１でついていた。

　今日だけで始原魔法と錬金術のスキルを修得したことになる。この娘、実は天才なんじゃないだろうか。

　気がついたら喉のどがカラカラだ。一体どれだけの間作業をしていたんだろう。いや、幾ら喉が渇いていてもこの魔法薬をグイッとする気は起きないが。










「お疲れ様です。作業は終わったんですか？」

　俺とマールが工房から出ると、麻袋を抱えたフラムと遭遇した。どうやら地下の倉庫から何か食材を出してきたらしい。

「ああ、なかなか良いダガーができたぞ」

「これがタイシさんの作ったダガーです」

　そう言ってマールは俺の作ったダガーを抜き、フラムに見せた。

　ダガーを見たフラムが目を細める。

「……逸品ですね。これをご主人様が？」

「ああ、悪くないだろ？」

「稀き代たいの名工が手掛けた逸品と言われても納得できる品ですね」

　そこまで言われると褒められ過ぎじゃないかとは思うが、スキルレベル的には人知を超えたレベルだからな。ある意味正当な評価なんだろうか。

　スキルポイントでお手軽に手に入れた技能だからなんというか、微妙な気分ではある。

「眼福でした。では、夕食の用意があるので失礼します」

　フラムは会釈し、厨ちゆう房ぼうへと歩いていく。

　マールは俺の作ったダガーをひっくり返してみたりなんだりと熱心に見ていた。気に入ったのね。

　思えば俺はマールに刃物だの鎧よろいだのしか贈っていない気がする。もう少しこう、色っぽいものを贈ろう。

　何が良いだろうか？　どうせなら実用性の高いものを贈りたいな。防御系の魔力を付与したサークレットなんて良いんじゃないだろうか。

　ふはははは！　俺はマールのためなら自らに課した禁など紙くずのように破るぞーッ！

「何をニヤニヤしているんですか？」

「はっはっは、いい事を考え付いただけだ。よーし、明日あしたも頑張るぞー」

　ウキウキしながらマールを連れて風呂に入る。

　流石にもうじき夕食だし、昼間にもいちゃついたので普通に風呂に入った。

　洗いっこだけはしたけどな。やっぱ誰かに背中を流してもらうのは気持ち良い。










　夕食を終え、今日一日槌つちを振るって疲れた身体を癒す。

「えいっ、えいっ」

「あー……そこそこ。うぉー……いいわぁ」

「傍から見ると少女に踏まれて喜んでる変態さんですね！」

　リビングの絨じゆう毯たんの上にうつ伏せに寝た俺の背中にメイベルが乗ってマッサージをしてくれている。

　最初は手で揉もんでもらったのだが、全然効かなかったのだ。

　今は俺の背中にタオルを敷き、その上をメイベルが踏み踏みしている。気持ち良い。

「ああ、もうちょっと上、そうそう。おういぇ、もっともっと踏んでいいのよ」

　メイベルの柔らかい足裏が俺の背中のツボを捉とらえる。びゃぁぁぁんぎもぢぃぃぃぃぃ。

　というか少女に踏まれて悦ぶとか確かにマールの言う通り変態チックだ。

　だが考えて欲しい。お父さんが自分の子供に背中を踏んでもらってマッサージ、という光景はよくあると思う。

　あれと同じなのだ。

　背中に乗っているのが血の繫つながっていない美少女で、尚且つメイド服を着ているだけの話なのである。




　しまった、どこからどう見ても変態だった。




　しかし良い、この気持ち良さの前には多少の理屈など吹っ飛ぶ。

「あー、えがったえがった。ありがとうな、メイベル」

「は、はい！」

　何故か頰を赤らめているメイベルが俺の背中から降りた。

　まさか男を踏む快感を覚えてしまったのだろうか。それは早い、早すぎるぞメイベル。

　多分違うだろうけどね。うん。

　肩や首を回してみる。うむ、なんか調子が良くなった気がする。少女のおみ足によるマッサージは効果を発揮したようだ。

　立ち上がろう、としたところでマールが背後からタックルを仕掛けてきた。

　為す術もなく再びうつ伏せに押し倒される。

「おい、何のつもりだ」

「メイベルちゃんばっかりずるいです！　私もタイシさんを踏みたいです！」

「えちょ、今のはマッサージであってそういう趣味は無いんだが。というか、マールだと重……」

「えいっ」

「ぐぉぁっ!?」

　マールさんによる踏み踏みタイムが始まった。

　幾ら小柄とはいえ、流石にメイベルと比べると重い。圧迫感に息苦しさを感じる。

　何が楽しいのかキャッキャと嬉うれしそうだ。

　おい待てメイベル、何故うずうずしているんだ。やめろォ！

「あ[image: ]ーッ！」

　でも凝り固まった疲れを解ほぐすには悪くなかった。うん、凝り解しが良かったんだ。

　決して踏まれて気持ちよかったんじゃないと思う。
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「ほう、これは……」

　すらりと鞘を払い、刀身を眺めたゾンタークはそう呟つぶやいて目を見張った。

　刀身の中ほどから刃先に向かって反りを持つ片手剣。柄つかにはナックルガードがつけてある。

　俺がゾンタークに贈ったのは『超越的』な出来の騎兵用サーベルだ。

　素材は鋼鉄で、装飾は最低限に抑えたあくまで実戦仕様の品である。

「軽騎兵用に拵えたものだ。擦れ違いざまに斬りつけたり、静止状態で振り下ろしたりするのに威力を発揮する。現行の直剣よりは威力が高いはずだから、実験運用してみてくれ」

　そう言って俺は大きなテーブルの上にドカドカとサーベルを積み上げる。その数三十振り。

　この世界の武器を色々見ていて思ったのだが、基本的に剣は直剣だ。曲刀の類たぐいが殆ほとんど無い。

　いや、曲刀が直剣に対して優れていると言うわけではないのだけれど、少なくとも馬上で使うのであればサーベルのような曲刀の方が切れ味を活かせるのだ。

　直剣だと突きはともかく、斬りつけた際の威力はどうしても落ちる。

　騎兵で白兵戦を行なうなら、サーベルはかなり役立つはずだ。今からならまだギリギリ実験運用して、実戦配備が間に合うだろう。

「わかった、早速手配しよう。それで、例の日程だが一週間後に決まった。こちらが詳細なスケジュールだ」

　スケジュール表に目を通す。

　五十数年ぶりにカレンディル王国で勇者が見出されたため、という名目で勇者のお披露目と観兵式を執り行なう。また、同時に重大事項の発表も行なう。

　そういう布告を今日にでもカレンディル王国の全域に出すらしい。

　他国も同じような内容で今日布告を行なうようだ。

　その他当日のスケジュールが細かく記されている。

　大まかには王城から出発し、新市街まで行進。その後新市街で俺とマールのお披露目、大だい氾はん濫らんの発表を行なって新市街から王城まで戻る。

「発表後、俺とマールにはどの程度の自由があるんだ？」

「基本的には軍や騎士団と行動を共にしてもらい、王都周辺の魔物を討伐してもらうことになるだろう」

「タダ働きは御免だぞ。それと、俺は高品質の武器を大量に作って全体の戦力を底上げするつもりだ、その作成時間は確保させてくれ」

「ああ、それは勿もち論ろんだが……こんなに高品質の武器を量産できるというのか？」

　ゾンタークはそう言ってテーブルの上に積み上げてあるサーベルの山を見る。

「刀身だけは俺が作るから、拵えを作る職人を手配してくれ。槍やりと剣の刀身を作るだけならそんなに手間でもない。拵えを作るのが一番面倒なんだ。こいつがサンプルだ」

　俺はそう言って三振りずつロングソードとショートソードを、そして更に三本のロングスピアをテーブルの上に並べた。

　どれも『超越的』な品質の逸品だ。

「あと、魔ま力りよく撃げきを扱える者の数と使用武器を集計してリストアップしてくれ。それらの人材にはミスリルで俺が武器を作る。これらの武器素材はそっちで手配してくれるよな？」

「あ、ああ……わかった」

　ゾンタークは顎あごに手を当てて考えながらそう返事をした。

　そこで俺は一つ条件を突きつけることにする。

「値段は良心価格に設定してやる。ただ、これらの武器を供給するのには条件がある。カレンディル王国だけで独占はするな、他国にも供給しろ。無論、無償で供給しろとも、政治的なカードとして使うなとも言わない。ただ、出来るだけ行き渡らせて犠牲者を一人でも少なくしてくれ。これは俺の願いでもある」

「……守らなかった場合は？」

「聞きたいのか？」

　暫く俺とゾンタークは睨にらみ合ったが、ゾンタークが先に折れた。諦あきらめたように溜ため息いきを吐き、降参を表すかのように両手を上げる。

「我が国が多めに供給を受けるのは構わないか？」

「それくらいは良い。その辺の匙さじ加減はそっちに任せるよ、プロだろ？」

「ああ、任せてくれ」

　そう言ってゾンタークはニヤリと笑う。

　ニヤリと笑うこいつの顔はどこに出してもおかしくない悪人顔だ。『計画通り』とか言い出しそう。

　俺も気をつけよう。こいつはビジネスパートナーにはなれるが、全幅の信頼を寄せるのは危険な手合いのような気がする。それくらいには強かだと思う。

「刀身に関しては急ピッチで作っておくから、素材の提供は早めに頼む」

「勿論だよ、勇者殿」

　俺とゾンタークは固く握手をした。
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「というわけで一週間後にお披露目という事になった。で、俺達は今から当日装備する鎧よろいを発注しに行かなきゃならん」

「この前新調したばかりなんですけどね」

　マールはゾンタークから貰もらってきたスケジュール表に目を通し、苦笑いした。

　俺もそう思う。折角金貨50枚も使ったのに。まぁあれはあれでいいんだがな。

「防御力はともかく、見た目が今ひとつだからなぁ」

　トロールハイドアーマーとミスリルチェインメイルの重ね着は、見た目はただの革鎧装備なので地味なのである。

　ゾンタークから国にツケることができる免状は貰っているので、金に糸目をつける必要は無い。

　一応壁内の防具店を一通り回ってからペロンさんの所に行くとしよう。










「おう、毎度」

「毎度、ペロンさんいる？」

　壁内の防具店を一通り見て回り、俺とマールはペロン防具店に辿たどり着いた。

　俺の言葉にリッツ氏が鋭い視線を投げかけてくる。

「何の用だ、俺のかみさんはやらんぞ」

「いや、いらんから。俺にはマールがいるし」

「なんだとォ!?　俺のかみさんに魅力が無いとでも言うのか!?」

「ペロンさーん！　早く来てくれーッ！」

　話の通じないリッツ氏を無視して大声でペロンさんを呼ぶ。

　その瞬間、カウンターの奥の扉が勢いよく開いて何かが飛来しリッツ氏の頭に命中した。

　未精錬の鉄鉱石である。これは洒落しやれにならない気がするんだが、ギャグ補正なのか元から頑丈なのかリッツ氏はカウンターに突っ伏しただけで血の一滴も流していない。

「いつもいつも馬鹿亭主がすまないね。で、今日はどうしたんだい？　鎧はこの前メンテナンスしたばかりだし、またダガーの納品かい？」

　そう言ってペロンさんはカウンター横に新しく設けられたダガーコーナーを見た。

　納品したダガーのうち何本かはもう売れたようで、いくつか空きスペースがある。

「順調に売れてるようで安心だな」

「そりゃ売れるさ。ある程度目の肥えたヤツなら即買いだね」

　そう言ってペロンさんは笑った。うむ、この笑顔にやられてしまうのはわからなくも無い。

　リッツ氏はちょっと業が深すぎると思うが。

「今日の用件は鎧の発注だ。華やかな見た目を保ちつつ、性能も限界まで追い求めて欲しい。俺の分は勇者っぽく、マールの分はこれでもかってくらいお姫様っぽい感じに」

　俺の注文にペロンさんは怪け訝げんな表情をした。そりゃそうだろう、注文の内容が内容だ。

「予算と期限は？」

「一週間後に使うから、六日以内かな。予算はコレ」

　俺はゾンタークから預かった免状をペロンさんに見せる。

　ペロンさんはなんだこりゃ、という目で免状を受け取り、そして驚きの表情を浮かべた。

　免状に書いてある内容は搔い摘んで言うと『タイシ＝ミツバとマールは王国公認の勇者とその従者なのでこの者らに技術の粋を凝らして望みどおりの品を作れ、金は国が持つ』というようなものだ。

「只ただ者ものじゃないとは思ってたけどねぇ……へぇ」

　そう言ってペロンさんは俺をつま先から頭のてっぺんまでジロジロと見てくる。

　この舐なめ回すような視線にリッツ氏なら身を悶もだえさせるんだろうが、俺は居心地の悪さを感じるだけだ。

　流石に見られて悶える趣味は持ち合わせていない。見る方なら良いけどな。

「でも、ウチで良いのかい？　壁内にはウチよりも高級品を扱う店があるんだけどね」

「勿論見てはきたけどな。ペロンさんのとこが一番だと思ったんだよ」

「そりゃ光栄だねぇ、やっぱアンタ見る目あるよ」

　そう言ってペロンさんがニヤリと笑う。

　ニヤリと不敵に笑う幼女（合法）、なんというか世にも珍しいイキモノに見える。

「材質は何にするんだい？　重いけど魔法防御も物理防御も高い黒くろ鋼はがね、軽くてバランスの良いミスリル、少々脆もろいけど魔力増幅効果のあるクリスタル、このどれかだね。オリハルコンは加工がどう考えても間に合わないから無理だよ」

「私はミスリル製がいいです！」

「うーん、魔力増幅効果のあるクリスタルも良いんだがなぁ。俺も軽いのがいいからミスリルだな」

「そうだね、見た目も良いし目的を考えればミスリルが良いだろうね。あんたらは軽い鎧が好みらしいし」

　俺とマールの言葉にペロンさんも同意した。

　鎧のサイズなんかは調整とメンテナンスの時に覚えているので、測りなおさなくても良いらしい。

　ミスリルチェインと重ね着できるように工夫もしてくれるそうだ。有難い。

「それじゃ、確かに承ったよ。出来たら屋敷の方に持ってくからね」







　それから俺とマールは商業ギルドで鉱石や薬草などの資材を買い、屋敷へと戻ってきた。

　そしてそこからはもう生産の日々である。

　ひたすらサーベルやロングソードやショートソードの刀身やロングスピアの穂先を作る。

　ハンマーを無心に振って振って振りまくった。

　疲れたら休憩し、マールといちゃついたり魔力交換をしたりする。

　マールはマールで色々な魔法薬を調合している。しかし何か考えがあるらしく、回復薬を大量に作って溜ため込んでいるようだ。

　最近はマールの作る回復薬も『良い』とか『高品質』な物ができているようだった。

　たまに商業ギルドに出かけて納品の依頼をこなしているようだ。それを資金にして回復薬を溜め込んでいるらしい。

　ダメだ、どうしても元の世界のあの名作ゲームソフトを連想してしまう。だってやってること一緒ですやん！

　そして日が暮れたら夕食をとり、風ふ呂ろに入ってメイベルに踏ん──マッサージをしてもらう。

　最近俺をマッサージするメイベルの目付きが怪しい気がする。きっと気のせいだろう。

　勿論夜はマールといちゃつく。

　結局どちらからともなく始原魔法を使ってしまう。どハマりしてしまっている、ヤバい。

　というか、始原魔法という名前の意味がわかってきた気がする。行為自体がある意味もうそれそのものなのだ。

　今までは存在を知らなかったから意識もされていなかっただけで、知ってしまえばもう逃れられない。

　そしてこの魔法、互いに魔力を交換し合えばし合うほど効率が良くなる。最初の日は一分にＭＰを５ほどやり取りするのがやっとだったが、今は一分に30はやり取りできるようになっている。

　あと、マールのＭＰが数値で把握できないのではっきりしたことは言えないが、お互いに同じ速度でＭＰを循環させあうと、恐らくＭＰが増幅されている。

　つまり始原魔法を使ってお互いにＭＰを循環させると、ＭＰの回復が滅茶苦茶早い。理性を保つのが大分難しいけど。

　他にも驚くべきことに、魔法を使うように構成し、集中した魔力をマールを通して放出することによって魔法を発現させることができた。

　俺の左手からマールの右手を通し、マールの左手から魔法を発現するべく集中させた魔力を放出することによって、だ。

　ただ、これはかなり気分が悪くなるらしく、マールの顔が真っ青になっていた。でも、そのお陰で魔法を使う感覚がなんとなくわかったらしい。

　もしかしたら、この方法でマールに魔法を覚えさせられるかもしれない。負担が大きいみたいだから、暫く保留だけども。







　第三話　～勇者業、始めました～







　そしてお披露目当日。

「おー。まるでお姫様みたいだぞ、マール」

「お姫様ですから！　タイシさんもまるで勇者みたいですよ」

「勇者だからな！」

　そう言って二人で笑いあう。

　俺とマールはペロンさんの作ってくれたミスリル製の鎧に身を包み、屋敷の玄関ホールに待機していた。

　俺が装備しているのは白銀に輝く板金鎧だ。

　主要な部分はミスリル製の板金鎧で覆い、間接部はミスリルチェインメイルで覆うことによって全身の防御性を高めている。

　いかにもヒロイックなデザインで、ブレストプレートにはいくつかの青い鉱石が埋め込まれていた。

　この鉱石、前に商業ギルドの倉庫で見た浮く石を精製したものである。名前もそのまま『浮遊石』と言うらしい。

　産出量が少なく、べらぼうに高いが鎧に仕込むことによって鎧の重量を軽減できる。

　実際、板金鎧なのにトロールハイドアーマーより軽く感じるくらいだ。

　マールが装備しているのは緑がかった光沢のミスリルアーマーだ。

　ミスリルアーマーとは言っても、装甲は胸とか腹とかの必要最低限の部分しか覆っていない。

　一見すると、美しいドレスの一部を装甲で覆っているだけだ。だが、このドレスが実は曲者である。

　このドレス、ただの絹とかそんなもので出来ているのではなく、糸状にしたミスリルで織られているミスリルメッシュなのである。

　下手な板金鎧より防御力がある上、裏地に物理防御アップの魔法を付与する術式が編みこまれているので下手すると俺のミスリルアーマーより硬い。

　そして、額には俺が作ったサークレットが輝いている。

　こいつは攻撃を感知して自動的に防御障壁マジツクバリアを展開する優れものだ。とはいっても、そんなに強い防御障壁マジツクバリアを発生するわけではない。

　ゴブリンの攻撃程度なら問題なく防げるだろうが、トロールの攻撃は防げないだろう。

　まぁヘルメット代わりみたいなものである。

　マールは単純にアクセサリとしてもかなり気に入ってくれたようで、渡したその日は一日中にこにこしていた。夜のサービスも凄すごかった。吸い尽くされるかと思った。

　ちなみに、俺の方はともかくマールのミスリルアーマーに関しては実戦使用するかどうか悩んでいる所である。

　何故かって？　目立ちすぎるからだ、色々な意味で。

「お館様、侯爵閣下からの迎えが到着いたしました」

「わかった、行って来る」

「行って来ます！」

「お気をつけて！」

　ジャック氏とメイベル、フラムに見送られて屋敷を後にする。

　フラムは一言も喋しやべらなかったが、静かに頭を下げていた。やはりどこか複雑な部分もあるのだろう。

　コミュニケーションはちゃんと取れているんだけどね。性的な意味では一切触れてないけど。

　というかスキンシップが皆無。そういえば最近メイベルが俺に懐いているけど、スキンシップをちゃんと取ってるからだろうか。割と一方的なスキンシップだけど。

　うーん、どうもなぁ。何か考えるべきか。

　マールとは結構仲良さげにしてるんだよね。マールに相談してみようか。










「いやー、これはなんというか。微妙な気分だなぁ」

「あはは、私は実はこういうの初めてじゃないので！　でもわかりますよ、その気持ち」

　俺とマールは騎兵と一緒に豪華な二頭立ての馬車に乗って王都アルフェンを行進していた。

　俺達の周りの騎兵達は腰にサーベルを下げている。俺がゾンタークに渡したものだ。

　勇者とその従者である俺とマールに視線を向け、歓声をあげている人が多い。しかし冒険者や職人らしき人々の中には騎兵が腰に下げている見慣れない刀剣に目を向けている者もいるようだ。

　俺達は、というと完全に見世物である。

　というか、隣のマールが華やかすぎて俺が目立たない。仕方ないけどな！

　贔ひ屓いき目めに見ても可愛いマールがドレス仕立ての可か憐れんな鎧よろいを着ているのだから、目立たないはずが無い。

　俺はいくらヒロイックなデザインの鎧着てるとしても中身が普通だしな。そこまで不細工ってことはないと思うが。

　いいんですよ、俺は。マールが愛してくれればそれ以上望むことはありません。

「あれが勇者か？　冴さえねぇツラだなぁ」

「隣の子すげぇ可愛い。あんな冴えない男より俺の彼女になってくれよ！」

　あァ!?　今なんつったコラ!?

「うわ、あの目は絶対人何人か殺してるよ」

「つかあれ、『トロール砕きクラツシヤー』じゃね？」

「なにそれ」

「トロールを素手で殴り殺せるらしい」

「ギャハハ！　絶対噓だろそれ！」

「ホラ話にも程があるだろ。もっと騙だましやすいネタ持って来いよ」

「いや、この前素手で鋼鉄のメイス握にぎり潰つぶしてた。マジで」

「「「えっ、何それ怖い」」」

　ほらこんなもん。

　何か色々間違ってる気がするが、威厳は保てた気がする。










　行進とお披露目が終わったあとは壁内の中央広場で発表である。

　壁内には広大な中央広場がある。伝統的に国事に関する発表などが行なわれてきた場所らしい。

　新市街にも同規模の広場があるが、あちらは新広場と呼ばれている。

　この場には王族をはじめ、貴族達も多く出席しているようだった。カレンディル国王の姿も見える。あとは聖職者だろうか？　それっぽい衣装の老人達も見える。

　そして、発表が始まった。

　仰々しい言い回しでこの国で五十数年振りに勇者が見出されたことや俺の名前、冒険者となってから間もないにもかかわらず単独で三匹のトロールを屠ほふり『トロール砕き』の二つ名を持つ剛の者だということなどが紹介された。

　次に、俺の隣に控えているマールの紹介である。勇者の従者を務めているのは隣国の第一王女マーリエル＝ブラン＝ミスクロニアその人だということ。

　そしてマーリエル第一王女が神託を受けて一人祖国を後にし、勇者である俺を見出し、俺を支えてきたことを事実より２００％くらい水増しした美談として紹介する。

　そして、カレンディル王国はこの勇者タイシとミスクロニア王国第一王女にして神託の聖女でもあるマーリエル王女を全面的に支援すると。

　この発表しているおっさんは吟遊詩人として食っていけるんじゃないだろうか。

　まるで他人の物語を聞いている気分だ。

「くっ……ぶふっ！」

「ちょっ、タイシさんズルいです！　私も必死に笑いを堪えてるのに！」

　耐え切れず噴いてしまった俺にマールが殆ほとんどにこやかな表情と口元を動かさないで器用に非難してくる。

　神託の聖女とか頭おかしい。

　出会った初日に宿の人間を懐柔して勇者を前後不覚にした上に美味おいしく頂いてくる聖女とか新しすぎる。『せい』の字に重大な間違いがあるとしか言いようが無い。

　あっさり策にかかっていいようにされる俺も勇者（笑）だけどな。いいコンビだ。

　話が終わり、歓声が上がる。

　俺は噴出して思わず出た笑みをそのままに民衆に手を挙げて応えた。あー、腹痛ぇ。




　続いて、王様からのお言葉である。

「王都アルフェンの市民よ！　今日、皆を集めた理由はもう一つある！　心して我が言葉に耳を傾けよ！」

　王様本来の声か、あるいは魔法か何かを使っているのか、妙に響く声で王様が演説を始めた。

「これから約二か月の後に大だい氾はん濫らんが起きると神託が下った！」

　王の言葉に民衆は一瞬静まり返り、そして急激にざわつき始めた。

　ざわつきは次第に怒号へと変わり、広場を満たして揺るがし始める。

　広場の怒号が恐慌に変わろうとした瞬間、轟ごう音おんが広場に響いた。どうやら国王が指示をし、銅ど鑼らのようなものを鳴らさせたらしい。

「案ずるな、民よ！　先の大氾濫には無かった物が今回の我々にはある！　それは、勇者と第四城壁だ！」

　王の言葉に民衆の動揺が収まっていく。

　その様子に満足した国王、カレンディル四十一世は満足そうに頷うなずき、言葉を続けた。

「明日あしたより、第四城壁の構築に従事したものに今までの倍の褒美を取らす！　また、城壁の構築に貢献したものには別途褒章を取らす事とする！　詳しくは役所、商業ギルド、冒険者ギルドにて確認できるようになっておる！　皆の者、家族のため、愛する者のために奮起せよ！　余を含め、皆でカレンディル王国を守るのだ！」

　王の言葉に歓声が上がり、王国万歳、陛下万歳、という声もまたあちこちで上がる。

　こうして、カレンディル王国は大氾濫に向けて本格的に動き始めたのだった。




　　　　─☆★☆─




「つかれた」

　ようやくゾンタークから要請された量の武器の刀身を作り終え、俺はそのまま横に倒れた。

　もう何もやる気が起きない。槍やりの刀身を作るのはもうやだ、槍はもうやだ。

「タイシさんファイト！　あ、疲労回復薬ありますよ！　さぁさぁ！」

「やめて！　また無理矢理飲ませるつもりでしょう！　エロ同人みたいに！　エロ同人みたいに！」

　マールが倒れる俺のマウントを取って黄色く輝く液体が入った小瓶を俺の口に突っ込もうとしてくる。

　必死に抵抗する俺。いつの間にか現れたメイベルがマールに加勢していた。抵抗する俺を押さえつけようとするメイベルの目が据わってる！　コワイ！

　やめろ、その手を放せ！　ＨＡ！　ＮＡ！　ＳＥ！

「がぼぼあば」

　最近、マールは俺を新薬の実験台──いや、廃棄処分場として使ってくれている。

　確かに、言いましたよ。俺には毒が効かないってね。マールが調合した毒薬を飲み干してみせましたよ。

　だからって効果はあるけど副作用の強いクスリの処理に使うのはやめてくれませんかねぇ？　俺は廃液処理マシーンじゃねぇぞ。

「ほーら！　元気百倍ですよね？　ね？」

「確かに不自然なくらい体の疲れが抜けた気がするが……ちなみにどんな副作用があったんだ？」

　俺は緩められた拘束から抜け出し、立ち上がる。凝り固まった背中や肩、腕まで丹念に揉もみ解ほぐされたかのような心地よさだ。

　メイベルさん、なんで残念そうな顔してるんですか？　ホントに君目覚めちゃったの？

「大丈夫です、ほんのちょっとだけ依存性があるだけです！」

「それ麻薬の類たぐいじゃないの!?　ねぇそれ麻薬でしょ!?」

　悪びれもせず発せられたマールの言葉に思わず幼児退行しそうになる。どんどん俺の扱いが雑というか、容赦なくなってきている気がするんだが。

「まぁ、でもこいつを見てくれよ。俺頑張っただろ？」

「そうですね、確かに」

　鍛か冶じ工房の片隅には木箱に整然と詰められた刃物が積み重ねられていた。

　サーベルの刀身、ロングソードの刀身、ショートソードの刀身、槍の穂先をそれぞれ輸送しやすいように箱詰めしたのだ。
















　ショートソードの刀身は多少加工すれば槍の柄の先につけて大身槍としても使えるだろう。

　槍の穂先はショートスピアにしてもよし、ロングスピアにしてもよし、もっと長いパイクにしてもよしだ。

　槍は恐らく国家戦力の大半を占めるであろう歩兵に多く利用されるだろうから、一番多く作った。

　できればもう槍の刀身は暫く作りたくない。槍の穂先だけで一千本近く作ったと思う。

　これを買い取ってもらうわけだから、我が家の財政はオーバーヒート気味だ。そろそろ部屋いっぱいに敷き詰めた金貨の海にダイブできると思う。

　まぁ、ゾンタークというかカレンディル王国は俺の作った武器を他国に売りさばいて濡ぬれ手てで粟あわ状態らしいけどな。ヤツの高笑いが聞こえる。

　最近は軍部でもサーベルを考案したり、高品質な武器を優先的に回してくれるということで俺の評判が高まっているらしい。少なくとも、表立って俺を排除しようとする勢力はもういないのだとか。

　俺を排除しようとしてたのは軍部でも特に実力のある連中だったらしいからね。ミスリル製の高品質武器を贈ったお陰か、覚えも良くなったらしい。人間って単純だよな！

「で、だ。そろそろ俺とマールを本格的に強化して行こうと思う」

　俺が例の名めい状じようし難がたいアレからお告げを受けてそろそろ二十日だ。あと一か月とちょっとしかないのである。

　今のレベルは俺が20、マールが11。

　正直、俺一人が生き残るだけならそんなに心配は無いんじゃないかと思っている。それくらいに俺は個人としての強さがある。

　問題はマールだ。俺と同じように最前線で戦ってもらうつもりはないし、恐らく立場的にもそうはならないだろうが万一という事もある。

　やはりマールのレベルアップと装備の強化は必ひつ須す事項だろう。無論、俺にだって万一のことがあるかもしれないので強化はすべきだ。

「まずはすぐにできるのは装備の強化だな。俺とマール用により強力な武器を作る」

「えっと、でも私にはタイシさんから貰もらったこれがありますし」

　マールはそう言って腰に下げたミスリルショートソードをそっと撫なでた。

　うむ、俺も贈ったその剣は使って欲しい。

「わかってる。だから、マールが良ければその剣を素材にして剣を打ち直したいと思うんだ」

「なるほど……はい、わかりました。お願いします！」

「任せてくれ。何か希望はあるか？」

　マールが渡してくれたミスリルショートソードを受け取り、その刀身を眺める。

　今の俺ほどじゃないが、この剣を作った職人も良い腕だ。

「えっと、そうですね。やっぱりもう少し刀身を長くして欲しいんですけど……でもそれじゃ短剣じゃなくなってしまうんですよね」

　確かになぁ。

　この世界のプロポーズはあくまでもミスリルの短剣を贈ることによって成り立つものだから、それを長剣に打ち直してしまうのはなんとなく憚はばかられる。

　だが、相手は大氾濫なのだ。そういうことに拘こだわって、取り返しのつかない事態になったら悔やんでも悔やみきれない。

「よし、じゃあこの剣はこのまま打ち直すだけにする。マール用にもう一本剣を打とう。この剣をこのまま長くしたような形で良いか？」

「はい！　お願いします！」

　満面の笑みを浮かべるマール。はっはっは、この笑顔の方があんな怪しげな薬より俺に活力を与えてくれる気がするぜ。

　さて、受け取ったマールのショートソードを仔し細さいに眺める。この細かい装飾も目に焼き付けておこう。今の俺なら完全に再現できるはずだ。できる！　できる！　できる！　よし。

　実は、ミスリルという金属は精錬時と鍛造時に属性魔力を付与することで特殊な効果を付与できる。所謂いわゆる魔力付与品となるのだ。

　例えば、マールのこのショートソードのように風の魔力を込めれば重量軽減と使用者の敏びん捷しよう度を増加させることが出来る。

　そして、ミスリルの色も変わる。このショートソードは風の魔力が付与されているので薄うつすら緑色の光沢を放っているのだ。

　このショートソードは若干の反りを持つ片刃だ。サーベルほどの反りはないから曲刀というのは無理があるが、近いものがある。

　ショートソードを分解し、刀身を柄つかから抜き取る。そこにこのショートソードを打った刀工の銘が刻んであった。その銘を心に刻む。

　そして、俺はそれを精錬用の炉に入れてミスリル鉱石を足し、俺の魔力を込めてインゴットにする。




　そして、打つ。

　繰り返し繰り返し何度も打ち、魔力と魂を込める。

　これはマールの護り刀なのだ。丹精込めて打ち上げる。

　そして打ち上がったのは、打ち直す前の面影を残しつつも更に強い魔力を宿した逸品だ。

　鑑定眼で見てみる。

　武器の軽量化と使用者の速度増加、風属性の付与がついていた。先ほどまでよりも効果は強力になっている。勿もち論ろん品質は『超越的』だ。

　そして俺は元々の作成者の銘を刻み、更に俺が打ち直したと追記した。刀身の装飾も元と同じようなものを施す。

　元通りの柄に差し込み、調整をすれば出来上がりだ。

　鞘さやにも問題なく収まった。さすがは鍛冶レベル５、超人レベルは伊達だてじゃない。

　続いてマール用の長剣を打つ。

　ショートソードと対になるように、同じようなデザインにしよう。

　そうだな、もう少し刀身を長く、反りも多く、かつ切断力を高め、貫通力も増すために先端は少し幅広に、かつ両刃にしよう……うん、カットラスみたいな感じだな。

　刀身にはショートソードと同じような装飾をして見た目も少し華やかに。ナックルガードもそんな感じで。よし、イメージできた。

　先ほどのショートソードの時と同じように打つ。

　力強く、かつ繊細に。

　剣速を保てるように、かつ高い切断力を得られるように。

　刀身の先を作るのに意識を集中する。ここがこの剣のキモだ。

　出来た、我ながら良い出来だ。

　あれだな、この剣とさっきのショートソードで二刀流とかしたら絶対かっこいい。

　マールがやると自分を斬りそうだが。

「よし、できたぞ」

　マールはずっと俺の傍で見守っていたらしい。

　俺が打ち上げ、打ち直した二振りの剣を神妙な表情で受け取り、腰に差す。

　そして、一本ずつ抜いて刀身を確かめるように目を細め、軽く振る。

　恐らく、ショートソードは前よりも軽くなってる。刀身を長く、幅も広く作ったカットラスでやっと前まで使っていたショートソードとほぼ同じ重さのはずだ。

「綺き麗れいですね……ありがとうございます！　タイシさん！」

　そう言ってカットラス片手に微笑むマール。うん、可愛いけど絵面は怖いからね、それ。

　マールはそのまま「裏庭で練習してきます！」と言って飛び出していった。

　早速新しい剣の振り心地を確かめたいんだろう。熱心なのは良いことだ。

　さて、次は俺の武器を作るか。

　どうするかね。剣は単に打ち直せば良いとして、問題はバトルスタッフに使う素材だ。

　魔法の発動体とするのは当然として、素材としての靭じん性せいとか軽さとかを考えるとミスリルが順当なのだが今ひとつ性能が物足りない。やっぱり物理的な強度では黒くろ鋼はがねに負けるし、魔力増幅という魔法的な特性で言えばクリスタルに負ける。

　でも黒鋼は絶望的に魔力との相性が悪いし、クリスタルは衝撃に弱いから刃物を作るならまだしも打撃武器には使えないんだよなぁ。

　オリハルコンはミスリルの完全上位互換だ。敢あえて言えばミスリルに比べるとかなり重いところが唯一の欠点か。

　なんかなぁ……最強の代名詞みたいなもんだし、今ひとつ面白くない。なんというか品が無いというか芸が無いというか、趣味じゃないんだよな。

　とは言え、命がかかっているわけだし背に腹はかえられないか。

　いや、待てよ？　オリハルコンとミスリルの合金にしてみたらどうだろうか？

　ミスリル２、オリハルコン１の合金にすればミスリルの軽さをある程度保ちつつオリハルコンの強靭性を獲得できないだろうか？

　ティンときた、やってみよう。

　というわけで早速ミスリルとオリハルコンの原石を精錬炉に投入して精錬を試みる。

　初の試みだが、鍛か冶じスキルレベル５は仕事をしてくれた。複雑な手順と緻ち密みつな温度調整を経てミスリル─オリハルコン合金が完成した。

　出来上がったインゴットを鑑定眼で見てみると、『神銀のインゴット』と表示された。

　ウホッ、なんて良い中二臭漂う素材。まぁオリハルコンのことを神鉄とも言うらしいし、ミスリルは真銀とも言うらしいからこれが混じったのかね。

　とりあえずインゴットに魔力を込めたり、熱して叩たたいたりして強靭性や硬度、重さや軽さや魔法特性を調べてみる。

　結果から言うと、ミスリルより少し重く、強靭性や硬度は向上、魔法特性としてはオリハルコンほどではないけれどもミスリルよりもずっと魔力を溜ため込めるといった具合だ。

　スタッフを作る素材としては申し分ない、気に入った。よーし、パパこれで棍を作っちゃうぞー！

　というわけで神銀のインゴットを量産する。どうせなら剣もこれで打ち直そうということでミスリルソードもインゴットの材料にする。

　職人には少々申し訳ないが、許せ。

　というわけで神銀を打つ。打ちまくる。

　ミスリルを打つよりは大変だが、オリハルコンやクリスタルに比べれば随分マシだ。

　オリハルコンは単純に硬いしなかなか伸びないので何度も打たなきゃならないから面倒くさい。クリスタルは力の加減や温度調整を間違えると砕け散るので気を使う。

　それに比べると神銀は素直で扱いやすい素材だ。ただ、合金にする際の手法や温度管理が難しいので俺以外が作るのは難しいだろうなぁ。

　スタッフの両端は少し大きくして打撃部とする。金属の棒そのままだと硬いものを殴ったときに手が痺しびれそうだな、革でも巻けばいいか。

　しかし打撃部を設けたとはいえ、今ひとつ地味だな。装飾でも彫るか。マールのあのショートソードを参考にしよう。

「できたー！」

　鑑定眼で出来上がった神銀製のスタッフを見てみる。勿論品質は『超越的』で名前は『神銀棍』、捻ひねりも何も無い。もっとこう、ミスリルコンスタッフとかあるだろ。いや、冗談だけど。

　そんなことを考えていると、神銀棍と出ていた名前が『ミスリルコンスタッフ』になった。えっ、なにそれ面白い。

　エターナルフォーススタッフとかでもいいのよ。いやごめん噓、神銀棍でいいです。

　そう念じると名前が『神銀棍』に戻った。

　他のもので試してみると、どうやら自分で作ったモノの名前は変えられるらしいということがわかった。

　なるほど、でもこれ鑑定眼持ちにしかわからないから正直微妙だな。

　よし、次は剣を作るか。実は剣の方にはアイデアがある。

　クリスタルで剣の『芯しん』を造り、それに神銀の刃を被せるのだ。クリスタル製の短たん杖じようを神銀製の刃で覆うわけだ。

　最初はオリハルコンでやろうかと思っていたのだが、加工が超絶面倒なので実行するのをためらっていた。

　しかし、神銀であれば加工は比較的容易な上に強度も期待できる。これはやるしかない。

　というわけでまずはクリスタルの剣芯を造る。




　このクリスタルというモノなのだが、ガラスと金属の性質を併せ持っている不思議物質だ。

　高温で溶けるというのはガラスと同じなのだが、ガラスよりは遥はるかに強靭でハンマーで鍛えることが出来る。いや、何故かわからんけど出来る。

　で、冷えるとガラスみたいに透明になるんだけれども、クリスタルは鍛えれば鍛えるほど冷えたときに青くなるのだ。そして青くなれば青くなるほど魔力の増幅効率が上昇する。

　なので鍛える、鍛えまくる。ただあまり力を入れると砕け散ってダメになるので、細心の注意を払う必要がある。

　こうして『剣芯』部分が出来たら、今度は刃を構成する神銀を鍛える。

　この加工が思ったより難しい。なんせすっぽりと隙間無く被せる必要がある。

　隙間があると接合しようとしても外れてしまう。僅わずかなズレも許されない。




　何度も試行錯誤を繰り返し、ついに完成した。




　鍛冶レベル５であっても何度も試行錯誤が必要とは……自分のアイデアが怖い。

　出来上がったのは青く透き通る剣芯に白銀の刀身を持つ神銀とクリスタルの接合剣だ。

　片手でも両手でも扱えるように柄は少し長めに、刀身も含めて長さは１３０ｃｍくらいにしてある。所謂片手半剣、バスタードソードだ。

　それにしてもなんという中二力、この剣の中二力は五十二万くらいあるに違いない。

　しかし、俺の思惑通りの性能が出ればこの剣は相当な威力を持つはずだ。

　柄からクリスタルの剣芯に魔力が通ると、そこで増幅が始まる。増幅された魔力は神銀の刃に蓄えられ、より強力な魔ま力りよく撃げきを放てるというわけである。

　無論、発動体としての能力も持たせてあるのでこいつを使って魔法を放てば威力がかなり増幅され、魔力消費も軽減されるはずだ。

　問題は、どの程度の威力があるかわからないので、迂う闊かつに街中で使えないという点か。

　予想以上の威力が出てお隣さんの家屋を斜めに一刀両断とかしてしまったら怖い。全然上手く行ってなくて涙目になる可能性もあるけどね！

　よし、この剣には銘をつけよう。こんなに中二臭い剣なのに普通っぽい名前だなんてとんでもない。

　うーん、何にしようかな。エクスカリバーとかストームブリンガーみたいなカッコいい名前が良い。

　ああ、でも待てよ。まだどの程度の威力かわからないし、名前をつけておくのはやめておこう。仰々しい名前をつけてショボかったら黒歴史になってしまう。

　そういえばゾンタークが近々騎士団と一緒に魔物の討伐に行ってくれと言っていたな。よし、そこで試そう。










「うわぁ！　なんですかその剣！　綺麗ですね！」

　接合剣（仮）を手に裏庭に行くと、それを見つけたマールが駆け寄ってきた。

　どうやらアレからずっと剣の修練をしていたらしく、頰が上気して息も弾んでいる。

　見ると、裏庭の片隅にはフラムがいた。

「フラムさんに頼んで、剣を見てもらってたんですよ！」

　なるほど、そういえばフラムの剣術はレベル３だ。マールが剣を振っているのを見てコーチをしてくれてたのか。

　俺の視線にフラムは黙って頭を下げた。俺はそれに首肯して返す。

「この剣はまぁ、俺がアイデアを凝らして作ってみた剣だ。ちょっと振り心地を試しにな」

　そう言って、俺はマールと一緒に素振りをする。

　振り心地は悪くない。品質も『超越的』なので刀身やなんかのバランスも最適だ。

　試しに魔力をほんの少しだけ通してみたが、想像以上に増幅されて刀身に魔力が蓄えられた。

　これ、全力全開で魔力を送ったらどうなるんだろうか。やっぱ街中で振るうのはちょっと怖いな。

　その後、木刀に持ち替えた俺とマールは模擬戦を行なって汗を流した。

　マールは二刀流にも挑戦するらしく、両手に木刀を持って果敢に打ち込んできた。

　まだまだだった。これなら片手にだけ持って攻撃してきた方が強いな。

「マール様はまだ基礎を修得したばかりの状態ですから、もう少し正道の剣を修めてからそういうことをした方が良いですよ」

「俺もそう思うぞ、ぶっちゃけ片手だけで攻撃してきた方が強い」

「むぐぐ、わかりました」

　フラムと俺のアドバイスにマールは悔しそうにしながらも頷うなずいた。

　とは言え、諦あきらめたわけではないようだ。向上心があるのは良いことだと思う。

　その後はマールと一緒にお風ふ呂ろで汗を流し、夕食を食べる。

　今日は白米にステーキ、昆布出汁だしの卵スープだった。実に食が進んだ。やはり米は良い。




　夜はいつぞや手に入れた踊り子衣装を着てもらった。

　やはり良いものだった。羞しゆう恥ちに染まるマールの表情も実に良い。全裸よりも実にエロい。

　脱がすなど言語道断。なのでずらして楽しんだ。

　実に実に良いものだった。惜しむらくは最後に意識が飛んだことか。

　翌日、マールのステータスを見ると始原魔法がレベル２になっていた。俺の意識が飛んだのはそれが原因か。




　　　　─☆★☆─




　三日後、騎士団と合同で魔物の征伐に出た。

　自慢じゃないが、俺は馬に乗ったことなどない。乗馬なんて高尚な趣味は持ち合わせてなかったからね。

　どうも征伐の間は移動に馬を使うようだ。馬に乗れないとなると、騎士の後ろに跨またがるしかない。

　マールは乗馬経験はあったが、軍馬を操れるほどではなかった。よってマールも騎士の後ろに跨るしかない。

　これは由々しき事態である。というわけでなけなしのスキルポイントを使って騎乗のレベルを２に上げた。残ポイントはこれで１である。

「タイシさん、乗ったことないとか言ってたのにすごい上手じゃないですか！」

「はっはっは！　俺に不可能はないのだよ！」

　実のところ、見栄のためだけではなく移動手段として馬は有用なので騎乗スキルはそのうち取ろうと思っていた。

　それが早まっただけの話だ、うん。決して見知らぬ騎士の腰に抱きつくマールが見たくなかったとかそういうわけでは、なくもない。

　さて、戯言はこの辺にしておくとして。

　今、俺達が向かっているのはオークの集落である。

　オークは豚のような顔にでっぷり太った体たい軀くを持つ豚獣人のような魔物だ。

　この世界には獣人という種族もいるのだが、こいつらオークは獣人とは似て非なる存在だ。

　およそ話し合いなどというものは通じず、群れでヒトの集落を襲い、略奪を行なう。山賊のように行商人やキャラバンを襲うことも珍しくない。

　また、奴らはヒト種の女を使って繁殖することが多い。メスが生まれる確率が非常に低いらしいのだ。

　全体的にゴブリンよりもずっと体格に優れているために力が強く、タフであるためその集落を潰つぶすのは熟練冒険者でも難しい。

「というのがオークの概要ですね」

「弱点はあるのか？」

「特にこれといってはないですね。まぁ、魔法全般は良く効くみたいですよ！」

　そんな話をしながら俺達はオークの村落があるという盆地に向かう。

　この盆地には昔は街があったらしいが、前の大だい氾はん濫らんで滅びたらしい。オークはその滅びた街を拠点として周辺に被害を与えているのだとか。

　今まではごく散発的な活動しかしておらず周辺の村や街に駐在する騎士や兵、冒険者の活躍で何とかなっていたそうなのだが、最近になって活動が活発化してきたという話だ。

　大氾濫も迫っているので、今回は騎士団を派遣して一気に殲せん滅めつすることにしたらしい。

「勇者殿、もう間もなく野営地に着く予定です」

「わかった」

　前方から走ってきた騎士が馬を寄せてそう伝えてくれた。

　今日はその野営地で一泊し、翌日の昼頃にはオークの集落に辿たどり着いて襲撃をかける予定ということだ。

　野営地に着いたら結界魔法を使って野営地全体を覆うとしよう。範囲を拡大すればなんとかなるはずだ、今日は殆ほとんど魔力を使ってないし。

　多くの天幕を張り終え、野営の準備がほぼ完了した頃合を見計らって俺は今回討伐に赴いている王都騎士団の団長と接触していた。

「結界魔法、ですか」

「ええ、魔物の進入を阻むものです。トロールの攻撃でもビクともしないレベルのものを張れますんで、良ければ野営地を囲むものを展開しようかと」

　俺の言葉に騎士団長は考え込んだ。

　騎士団側にデメリットは無い、飲むとは思うが、さて？

「それは有難いのですが、勇者様の魔力は大丈夫なのですかな？　これだけの範囲を覆うとなると、尋常ではない魔力が必要な筈はずですが。明日あした、いざ戦おうというときに魔力が万全ではないというのは危険かと」

「ああ、うん。それは大丈夫です、ハイ。マール──マーリエル王女が錬金術で作り出した魔力回復薬がありますしね」

　魔力回復薬があるのは本当だが、言っていることは噓だ。

　俺とマール用の専用の天幕を張ってくれたので、人払いと防音の結界を展開して始原魔法を使いながらイチャイチャすれば回復できる。いやはやこんな活用方法があるとは、はっはっは。

「そうですか……では、お願いいたします。ここは既に敵の勢力圏内、夜襲に警戒せずしっかりと睡眠を取れるメリットは大きい」

「では、早速やりましょうか」

　今、俺が騎士団長と話している場所は野営地のほぼ中心地点だ。結界の基点とするのにはちょうど良い。

　ついでに、接合剣の魔法増幅テストも行なおう。

　俺は鞘さやから接合剣を抜き放つ。特に魔力を込めているわけでもないのに、芯しんとなる水晶体はぼんやりと青い光を放っていた。

　ちょっと綺き麗れいなのでその軌跡を楽しみたい衝動に駆られるが、騎士団長だけでなく周りの騎士達もこっちを見ているので自重しておく。

「では」

　俺は剣を地面に突き立て、結界魔法を行使するべく魔力を集中した。

　そして魔力をぐんぐんと接合剣に注ぎ込む。接合剣の水晶体が輝き、刀身に幾何学模様が走った。同時に、剣を突き立てた場所を基点として青い光を放つ魔法陣が爆発的に広がっていく。

　これは凄すごい、予想以上だ。

　魔法使用時の魔力効率が格段に良い。これは剣としてよりも、魔力を増幅する魔ま杖じようとしての能力が高いんじゃないだろうか。

「セーフ・シェルター！」

　魔法陣が十分に広がったのを確認してから結界魔法を発動した。

　魔法陣の外周に沿ってドーム状に障壁マジツクバリアが展開され、野営地をすっぽりと覆う。障壁マジツクバリアを鑑定眼で見てみると、効果時間は『十四時間』と出た。十分だろう。

　突き立てた接合剣は青白い光を発している。結界の基点として固定されているのか、触ってもビクともしない。多分結界魔法を解除しないと抜けないだろうな、これは。

　魔力は７００ほど消費して、残りは２５０くらいだ。明日の朝まで自然に回復を待つだけじゃ全快にはなりそうもないな。

「これで大丈夫でしょう。効果時間は七刻ほどです」

「あ、ああ……了解した。感謝する、勇者殿」

「いえいえ、じゃあ俺はメシ食ったら天幕に引っ込みますんで。失礼します」

　そう言って俺は俺とマールに宛あてがわれた天幕へと歩きはじめる。

　突然足元を覆った謎の魔法陣と頭上の障壁マジツクバリアに驚き、戸惑っている騎士達もいたがすぐに混乱は収まった。流石は王国最精鋭と言われているらしい王都騎士団、統率が取れているな。

　ここに展開しているのは輜し重ちよう兵へいも合わせて五十名くらい。王都には七十名ほど残してきているらしい。

　流石に城を護る近衛兵には及ばないが、平均レベルは25くらいじゃないだろうか？　魔法スキルを持っている人間は三分の一以下のようだが、魔闘術スキルを持っている人材もそこそこいる。

　剣術などの戦闘系スキルも軒並み３なので、クロスロード騎士団に比べると全体的にレベルが高い。全員がワルツ隊長と同等かそれ以上の強さだ。名実共にエリート部隊だな。

「おかえりなさい、タイシさん。結界の方は上手く行ったみたいですね！」

　俺達に宛がわれた天幕の前ではマールが俺を待っていた。

　今日のマールはミスリル製のバトルドレスを着てきている。俺もミスリルアーマーを着てきている。

　王都騎士団と勇者の出陣ということで王都民に見送られたからだ。

　まぁ、性能的にもトロールハイドアーマーよりは上なんだけどもね。この鎧よろいは目立つからなぁ、正面きってのガチ戦闘じゃない限りトロールハイドアーマーの方が色々と安心ではある。

「ああ、これで今晩はゆっくりできるぞ。魔力を回復しなきゃいけないけどな」

　俺の言葉の真意を読み取ったのか、マールは顔を赤くして困ったような表情をした。ふふふ、なかなか見られない顔じゃないか。

「あ、あの、タイシさん？　流石にここでそれはマズいんじゃないでしょうか？　その、声も漏れちゃいますし……」

　そう言ってごにょごにょ言いながら俯うつむくマール。胸の前で両手の指を絡ませてもぞもぞしてる。可愛い。

「大丈夫だ、遮音結界を張るから」

「そ、そういう問題じゃ無いんじゃないですか？　突然入ってこられたりしたら大変ですし」

「大丈夫大丈夫」

　量だけは多い騎士団の食事を平らげた俺達は天幕に引っ込み、始原魔法を使いながらひたすらイチャイチャした。

　遮音魔法で外に声は漏れないのだが、必死に声を我慢しようとするマールの姿に燃えた。しかもバトルドレスを着たままである。燃えた。

　危なく燃え尽きるところだった。
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「……ふぅ」




　夜半過ぎ、俺は疲れて寝ているマールをそのままにして天幕を出た。陣内を見回りしてくる、とメモを残しておいたので起きたとしても心配をかけることは無いだろう。

　魔力は既に全快している。

　マールと魔力のやり取りをしてわかったことだが、俺はどうも魔力の出力が高いらしい。

　例えば、普通の騎士は魔力撃を一発打つのに５の魔力を使わないと物体を破壊するだけの出力を得られないが、俺は１の魔力で５の魔力を使った騎士の魔力撃よりも高い出力を発揮できる。

　魔力の瞬発力とでも言うのだろうか、まぁ出力と言うのが一番しっくり来るか。これが高い。

　なので、マールが始原魔法で俺に幾ら魔力を送って主導権を奪っても、俺が本気を出すと一瞬で主導権を奪い返せる。

　始原魔法を使うには魔力を循環させるために相手の身体の二箇所以上に自分の身体を接触させる必要があるのだが、この条件さえ満たせれば俺は殆どの人間を一瞬で無力化できるだろう。

　副作用はその、大変なことになりそうだが。大体気持ち良い筈だから許して欲しい。

　とりあえず、始原魔法の検証は横に置いておこう。




　俺がわざわざ天幕から抜け出した理由は、結界の様子を見るのと今のうちに騎士達と接触して交流しておこうと思ったからである。

　ククク、こういう地味な根回しをしておくのも大人の嗜たしなみというやつだよ。

　酒や甘味などの賄わい賂ろは十分用意してきてある。さぁ、レッツ根回し。

「任務中ですので」

「恐れ入ります、しかし任務中なので」

「お気遣いは有難いのですが、すみません」

　なんなんですかこの人達、頭固すぎるでしょう？　騎士かよお前ら。いや、騎士だったなこの人達。

　しょんぼりしながら野営地の中心部、俺の接合剣を突き立てた場所に足を運ぶ。

　椅子代わりに水の入った小さめの樽たるを置き、光を放つ接合剣を眺める。あーやだやだ、しかし心が洗われるような光だねぇ。けっ。

「勇者殿」

　やさぐれながらドライフルーツを摘んでいると、一人の青年騎士が声をかけてきた。

　この世界の人間は欧米風の顔立ちだから今ひとつ年齢がわかりにくいんだが、恐らく二十代半ばくらいだろう。

　どこか緊張したような面持ちだ。まさか愛の告白じゃなかろうね、俺はノンケだからそういうのはノーセンキューだよ。

「何かな？　俺は騎士団の皆様方にフラれて激しく傷心中なんだが」

　そう言って俺はストレージから俺が今座っているのと同じ樽を俺の横に出し、着席を促す。

　青年騎士は少し迷った後、俺の横に腰掛けた。別に膝ひざを突き合わせて話す必要は無いだろう。俺は顔を横に向けて青年騎士の様子を窺うかがう。

「その、実は俺──自分は昔から勇者に憧あこがれていて、それで騎士になったクチなんです。その、どうですか？　勇者というのは」

「んー……」

　俺は青年騎士の言葉を反はん芻すうしながら勇者ということが発覚してからのことを思い出す。

　逃避行とか、暗殺者の襲撃とか、カレンディル王国との交渉とか武器作りとかそういったことをだ。

「役得なトコも多分にあるけど、それ以上に苦労が多い気がするな。正直、ずっとただの冒険者で居たかったと思うよ」

　あのまま冒険者を続けていても、どこかでどうしても人を殺さなきゃいけない場面ってのは出てきたとは思う。

　冒険者が相手にするのは何も魔物だけではない。賊と化した元冒険者の討伐なんかもあるらしい。

　だが、あの遺跡で俺が起こしてしまった殺さつ戮りく劇よりはマシな『童貞喪失』で済んだのではないかと思うこともある。

　こんなのはくだらない『たら・れば』であるのは理解できるが、そう思わずにはいられないこともある。今でもあの時の事を夢に見ることがあるからな。

「まぁ、うだうだ言っても始まらないとは思ってるけどな。勇者として見出された以上はできる限りの範囲で力を尽くすさ。最優先はマーリエル王女だけどな」

「そうですか……答えていただいてありがとうございます」

　その後、俺と青年騎士は取りとめの無い話を少ししてから別れた。彼も見回りの途中だったらしい。

　まぁ、騎士団の中にも俺に興味を持ってくれる人がいる。それがわかっただけでも収穫かね。

　再び天幕に戻って仮眠を取る。マールは幸せそうな顔で眠っていた。
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「斥せつ候こうからの報告では、奴らはこの先の平原に展開しているようです。数は百前後、密集陣形ですね」

　翌日、昼過ぎに盆地へと入った俺達はごく簡素な野戦陣地を築いて軍議を行なっていた。

　オークどもは既に俺達の襲撃を察していたようで、部隊を展開しているらしい。

　長大な槍やりと強固な鎧で身を固めた重装歩兵を前面に置き、その後ろには弓兵が展開しているようだ。

　オークは体格と膂りよ力りよくで優れるし、乱戦には滅法強い。正面からまともに突撃を仕掛けるのは無謀だろう。

　いくつかの隊に分けて多方から一撃離脱を繰り返し、敵陣を崩してから後衛を蹂じゆう躙りんする、といった作戦を考えているようである。

　そこで、俺は挙手をした。

「発言してもいいか」

「勇者殿、何か腹案が？」

「ああ、俺が単騎で突っ込んで敵を蹂躙し、混乱させたところに全軍で突っ込むというのはどうかね」

　俺の提案に誰かが失笑を漏らした。

　騎士団長の手が周辺の地図や彼我の戦力を示す駒の置かれた机を強く叩たたく。本陣がシンと静まり返る。

「勇者殿、相手はオークの軍団ですぞ。それも数は百にも届こうかというものです。幾ら勇者殿といえど、お一人でなんとかなるものではありません」

「何、その時は阿あ呆ほうな勇者が一人死ぬだけの話だろ。これでも腕にはそれなりに自信がある、敵陣を混乱させるくらいのことはしてみせるさ」

　俺の提案に騎士団長は眉み間けんに皺しわを寄せて考える。マールは俺の腕を引っ張り、心配げな視線を向けてきていた。

　実のところ、勝算があるからこんな提案をしているのだ。

　昨日結界魔法を使用して実感を得た。この接合剣は成功している。まぁ、最悪一当てして逃げてきても良いしな。

「無駄死にするつもりは無いよ。格好悪いがヤバかったら逃げてくるさ。ここは一つ、勇者の顔を立てて任せてみてはくれないか？」







「タイシさん……」

　軍議を終え、騎士達が三々五々散っていく。俺が突撃した後に臨機応変に対応するため、小隊を掌握しに行ったんだろう。

　マールは俺の腕を放さず、くっついている。今にも泣き出しそうな顔だ。

「心配するな。防具も新調してるし、俺に矢の類たぐいは届かない。俺の強さはわかってるだろ？　大丈夫だ」

　そう言ってマールの頭を撫なでてやる。

　実際の所、怖くないかというとそれは噓だ。

　今にも足が震えそうだが、それを言ったら今までの戦いだってそう変わらない。ゴブリンを倒した時だって、トロールを倒した時だって、暗殺者を相手にした時だって俺は戦えた。

　だから、今回も戦える。

「マーリエル王女、貴女の護衛は我々が致します」

　騎士が数名現れた。

　誰かと思えば、昨晩話をした青年騎士だった。

「騎士さん達に迷惑かけるんじゃないぞ」

「タイシさんっ……！」

「大丈夫だって、心配しすぎだ」

　そう言って俺はマールを騎士達に預け、踵きびすを返す。

　向かう先は、戦場だ。

　こちらの陣容は既に整っていた。騎乗した騎士達が戦列を組み、突撃の準備を終えている。

「ご武運を」

「んじゃ、行ってくる」

　騎士団長にそう言って、俺は歩き出した。

　オーク達の密集している場所までの距離は１ｋｍくらいだろうか？　もう少し短いかもしれない。

　魔力を集中し、風の防壁をイメージする。

「ウィンドシールド！」

　渦巻く風の防壁を展開し、俺は一人オークの群れへと駆け出した。

　足に魔力を込め、土を大きく抉えぐりながら突撃する。恐らく、騎馬の突撃をも上回る速度が出ていることだろう。

　慌てたようにオークの後衛から矢が放たれ、雨あられと降ってくる。

　しかし、一射目は俺の突撃速度に追いついていない。全て俺より後ろに突き刺さった。

　二射目、今度は何本かが俺に迫ってくる。風盾ウインドシールドに包まれているのにもかかわらず、危険察知が働く。

　俺に突き刺さるコースの矢だけを接合剣で切り払った。いくつかは風の防壁を突き抜けて俺の身体を掠かすめる。どういうことだ？

　三射目、飛んできた矢のうち一本を摑つかんで鏃やじりを見る。

「黒くろ鋼はがねか」

　オーク達は黒鋼の武具で身を固めているようだ。戦闘に魔力を行使せず、力任せに戦うのであれば最適な選択だ。

　魔力の干渉を防ぐ黒鋼を使えば風の防壁を突き破ってくるのも納得できる。

　俺は矢を圧へし折り、投げ捨てて走る。オーク達の戦列に肉薄した。オーク達が黒光りする穂先を構え、迎撃態勢を取る。

　走ってくる間ずっと魔力を込めていた接合剣は既に魔力容量の限界近くまで魔力を蓄え、眩まぶしいほどの光を放っていた。

「せぇい！」

　まだ間合いのずっと外だ。そんなことはわかっている。

　だが俺は踏み込み、接合剣を袈け裟さ懸がけに振り下ろした。




　次の瞬間、剣から放たれた膨大な魔力が衝撃波と化し、目の前の全てを薙なぎ払った。




　地面が大きく抉れ、槍と大盾を構えていたオークの重装歩兵が血と臓物を撒まき散らしながら突風に煽あおられた木の葉のように吹き飛ぶ。

　吹き飛んだオーク達は何が起こったのか判らなかっただろう。

　そして、遥はるか後方で様子を見ていた騎士団の面々にも何が起こったのか判らなかっただろう。

　俺が剣をたった一振りするだけでオーク軍の中央に展開していた重装歩兵、軽装歩兵、弓兵、合わせて三十体ほどのオークが消し飛んだのだ。

「なんだこれ！　なんだこれ!?」

　無論、俺にも何が起こっているのか判らなかった。

　剣を一振りしただけで広範囲の敵兵が消し飛んだ。何を言っているか判らないと思うが、俺にもよく判らない。

　精々最前列の重装歩兵が吹き飛ぶくらいだろうと思っていたらこれである。

　何はともあれチャンスなので、戦列に空いた穴に飛び込んで内部を蹂躙することにした。

「うおおぉぉぉぉぉっ！」

　常に接合剣に魔力を込め、切れ味を大幅に増加する『閃せん撃げき』を常時発動させた状態で暴れまくる。

　なんせ右も左も前も後ろも選り取りみどりのオークだらけだ。振ればザクザク倒せる。

　オーク達は単身突っ込んできた俺を慌てて押し潰つぶそうとするが、俺が接合剣を振るう度に武器ごと、そして鎧よろいごと真っ二つになった。

　放出される魔力が、刀身に触れる前に全てを切断する。

　周囲に血と臓物の臭いが充満している。吐きそうになるのを堪えながら、無心に剣を振るい続ける。

　少しするとオーク達は陣形を崩して散り散りに逃げ出し始めた。

「チャーーーージッ！」

　ここで騎士達の登場である。

　逃げるオーク達の背中に槍やりを突き刺し、サーベルで掬すくい上げるように斬りつけて敗走するオーク達を屠ほふっていく。

「勇者殿！」

「タイシさんッ！」

　青年騎士がマールを乗せた馬を引き連れて俺のすぐ傍へとやってきた。

　マールが馬から飛び降りて俺に抱きついてくる。

　俺は片手に接合剣を持ったまま、その頭を撫でてやった。

「今はゆっくりしてる暇は無いぞ、追撃だ」

「はいっ！」

　俺とマールは馬に乗り、敗走するオークの追撃を始めた。










　盆地にあったと言われる街は、オーク達によって補修され村落ではなく半ば砦とりでと化していた。

　しかし、先ほどの野戦に出てきていた戦力が砦の戦力の大半だったらしく、抵抗は散発的だ。

「おらぁっ！」

　閉じられた木製の城門を魔力を込めた接合剣の薙ぎ払いで文字通り消し飛ばし、俺達は易々と砦内へと侵入した。

　まだ年若いと思われるオーク達が武器を手に立ちはだかるが、よく訓練された騎士達の敵ではない。

　素早く間合いを詰めた騎士達が魔力を宿して微かに光を放つ槍や騎士剣を振るい、次々とオーク達を切り伏せていく。流石に一いち番ばん槍やりを任される騎士達は全員が魔力撃を扱えるようだ。

　俺はマールとペアを組んで砦内の残敵掃討を行なっていた。

「やぁっ！」

「グォァッ！」

　マールの放った斬撃がオークの腕を斬り飛ばし、返す刀で胴を深く斬り付ける。

　その一撃で絶命したのか、臓物を撒き散らしながらオークがどうと倒れた。マールはしっかりとその首を斬り、止めを刺す。

　俺がちゃんと止めを刺すように徹底したのだ。殺したと思って油断したところを攻撃されてはたまらない。

　砦内の残敵掃討では俺はマールの援護に回り、主にマールが前衛として戦っている。

　実戦経験を積み、レベルを上げるためだ。

　俺のレベルは一気に５つ上がって25に、マールは現時点で15に上がっている。

「そろそろでしょうか」

「かもな。戦いの音が随分小さくなってる」

　特にこれといった騒ぎも起こっていないし、この砦に残っている戦力では騎士団に歯が立たないだろう。

　あとは隠れているオーク達を掃討して終わりである。

　俺達は砦内を歩き回り、残敵を掃討した。




　そして、その先で見つけた。見つけてしまった。




「ウ、ウゥゥ……」




　肉厚の肉切り包丁のようなものを手に、オークの幼子達を庇かばうメスのオークだ。

　幼子とは言えオークはオーク。俺達人間の感覚から言えば醜い、豚もどきだ。

　オークのメスも同様で、乳房が大きく、他のオークよりも細身だからメスだとわかるだけで、やはり醜い。

　だが、目の前にあるのは紛れも無く幼子を守ろうとする母の姿であった。

「……殺るぞ」

「……はい」

　俺の言葉にマールは頷うなずき、一歩前に出た。そして剣を構える。

　静寂の一瞬。

　先に動いたのはオークのメスだった。

　鈍重そうな外見に反する素早い身のこなしでマールに肉薄し、肉切り包丁を振り上げる。

　だが、マールの速さはその先を行った。

　マールは身を低くしてオークのメスの脇を通り抜け、擦れ違いざまにその胴体をカットラスで切り裂いていた。

　続けてその場で素早く身を翻し、背中から心臓のある辺りに深々とカットラスを突き立てる。

　オークのメスはビクンと一瞬身を震わせ、崩れ落ちた。

　マールがカットラスをオークのメスから引き抜き、呟つぶやく。

「……これが、戦争なんですね」

「……ああ、そうだな」

　そして、俺とマールはオークの子供達に視線を向けた。

　殺さなければ、殺される。殺しておかなければ、誰かが死ぬ。俺達に選択肢など初めから存在しないのだ。
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「大勝利、ですな」

「ああ」

　俺とマールは砦の中央にある広場にいた。騎士団長も一緒だ。

　広場には武装解除されたオークの死体が次々と積み重ねられている。回収された武装は戦利品として持ち帰り、死体は集めて焼く予定だ。

　こういう死体を放置すると近隣に疫病を招きかねないし、下手をすると新たな魔物と化して人を襲ったりするらしい。動く死体、グールなどとも呼ばれるアンデッドとなってだ。

　積み重ねられた死体には、小さなものも含まれていた。

　マールはその光景を虚ろな瞳ひとみでじっと見ていて、俺はそれに付き合ってただじっと立っていた。

　慰めて、忘れさせることは出来るだろうと思う。だが、飲み込んで、乗り越えるのはマール自身にしか出来ない。

　気の利いたことを言えればその後押しを出来るんだろうが、残念ながら俺にはそういった言葉が浮かんでこなかった。

「あまりそう死者を見るものではありません。連れて行かれますぞ」

　死体を見つめるマールに騎士団長はそう言って言葉を続ける。

「これは戦で、そして相手は魔物だったのです。魔物どもには話し合いなど通じませんし、見逃せばまた誰かに牙きばを剝むきます。情けは不要、これは必要なことだったのです」

　大柄な彼は俺達の前に進み出ると、死体を運ぶ騎士達を指差した。

　そして笑みを浮かべる。

「死者ではなく、生者に目を向けてください。今はどいつもこいつも酷い顔をしておりますが、貴方あなた達は彼らの命と、彼らの家族の笑顔を守ったのです。今回は一人も死者がいません。これは誇るべきことですぞ」

　俺とマールは死体を運び、積み重ねる騎士達を見る。

　確かに、誰も彼も酷い顔だ。

　返り血と埃ほこりに塗れて白銀の鎧は見るも無残な状態だし、全員どこか目が虚ろで、表情が死んでる。

　だが、彼らは生きていた。一人も欠けず生き残っていた。

「そうですね、私達が沈んでちゃいけませんね」

　そう言ってマールは自分の頰を両手で叩たたき、顔を上げた。

「いいとこを騎士団長に取られちまった」

「はっはっは！　亀の甲より年の功です！　私とて新兵の頃は同じように悩みましたからな」

　そう言って騎士団長は感慨深げな表情をした。過去に思いを馳はせているのだろうか。

　マールは自作の回復薬が入った瓶を俺から受け取ると、怪我人を治療している騎士達のもとへと走っていった。

　その目にはしっかりとした意思の光が戻っていた。




　五分後、マールの薬を飲んだ騎士達の口から悲鳴が上がった。

　うん、それね。すっごいマズいんだよね。効くんだけど。










　広場に集めた死体は俺を含めた騎士数人の火魔法で焼き払い、骨も残さず灰にした。

　回収された武具や金品の類は持ち帰って戦利品とする。

　これらは王国によって処分され、俸給として騎士達に還元されるのだそうだ。

　オーク達に黙もく禱とうを捧ささげ、簡易ながらも供養をした。他ではどうか判らないが、王都騎士団は戦う相手がなんであれ慣習としてこれを行なっているらしい。

　それから数日かけ、野戦を行なった平原の死体も処理をして王都へと帰還する。

　死体を処理していた最初の二日は騎士団の面々も皆酷い表情だったが、帰路では少しずつ笑顔が出てきた。

　盆地を抜け、農村を通るたびに村人達に諸手を挙げて歓迎される。戦場から離れて生き残った、という実感が湧いて来たんだろう。







「キツかったですねー」

　王都に凱がい旋せんし、簡単な式典を経てやっと解放された俺とマールは屋敷の風ふ呂ろに入ってぐったりとしていた。

　二人で体中を丹念に洗いっこして、それ以上イチャイチャする元気も無くぐったりである。

　肉体的にも精神的にもキツかったが、得るものの多い経験だった。

　昨日はそうでもなかったが、マールは夜毎にうなされていた。あの砦での体験がやはりショックだったのだろう。

　うなされては目を覚まし、その度に俺が慰めては泣き疲れて寝る。そんな夜をいくつか明かしていた。

「今日明日はゆっくり休んで、明後日あさつてからまた頑張ろう」

　実のところそんなに悠長にしてる暇は無いのだが、根を詰めても効率が悪い。

　レベルアップして得たスキルポイントの使い道も考えなければならないし、マールのレベルはやはりもう少し上げたい。

　どうにもレベリングが難しいんだよな、この世界は。

　当たり前だが、手頃な敵が手頃な数ポンポン湧いてくるような場所は無い。

　俺のレベルアップをするのであればそこそこ強力な敵の出る依頼をこなしていけばいいんだが、マールをレベルアップさせるとなると極端に難しくなる。

　ゴブリン以上、オーク以下くらいの強さで数を狩れる敵がいないものだろうか。ううむ。

「タイシさん」

　そうやって考え事をしていると、マールが俺にしなだれかかってきた。

　俺が肩を抱くと、ぎゅっと抱きついてくる。

　今日は沢山慰めてやろう。いつかの借りを返さないとな。
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　翌日、俺は不機嫌だった。

　何故不機嫌かと言えば、いくつか理由がある。

　まず、今日は完全休養にしようと思っていたのに王城に呼び出された。

　しかもどうしても俺一人で来るようにということだったので、マールを連れて来る事が出来なかった。

　更に言えば、俺を呼び出したのはゾンタークでも国王でもなく、誰が呼び出したのか聞いても迎えの者は決して口にしようとしない。

　なら俺は行かんと言うと『困ったことになるのは貴方ですよ』と半ば脅しのような言葉を吐かれた。ここでもうブチ切れですよ。

　どうなろうと完全に叩きのめせるとは思ったが、どうせなら直接文句を言ってやろうと思って渋々ながら誘いに乗ることにした。




「貴方、私のものになりなさい！　光栄でしょう？」




　極めつけがこれである。

　冷静に目の前の物体を観察しよう。

　まず、髪の毛は輝くような金髪だ。頭の後ろで纏まとめているので、恐らく髪を下ろせばかなりの長髪だろうと思う。

　魔法兵のリネットちゃんも金髪だったが、やはり身分が身分だからかよく手入れされていてこちらのほうが髪の毛の先までよく輝いている。率直に言えば美しい金髪だ。

　そして顔立ち。

　化粧を施しているのだろうけれどそこまでケバケバしくないし、顔立ちも整っている。マールと良い勝負だと思う。

　何より勝気な印象を持つちょっとつり目気味の視線が実に嗜し虐ぎやく心しんをそそ──可愛らしい。

　身体つきを見ればマールよりもボリュームのある胸、それに形も良さそうだ。

　多少武術の心得があるのか、身体も引き締まっているように思う。ゾンタークが貴族の娘を相手にするときはコルセットとかの矯正具が作り出す偽プロポーションに注意しろとか言ってたが、これは本物っぽい。

　一言で表すと、まんま貴族のお嬢様といった具合の美少女である。まぁ、貴族じゃなくて王族なんだけども。

「またまたご冗談を、カリュネーラ王女」

　俺の目の前にいるこの物体の名前はカリュネーラ＝ザン＝カレンディル。年齢は十五歳。

　このカレンディル王国の第二王女で、国民の間では『我わが侭まま姫』と呼ばれている娘だ。

　ちなみに、二十歳の第一王女は既に隣国ミスクロニア王国の公爵家に嫁いでいる。おっとりとした包容力のある性格で国民にも人気の王女だったらしい。

　この王女の評判については国民からの呼び名でお察しである。

　やれ家庭教師が気に入らないからと、国内外で有名な学者や魔法使い、剣士をとっかえひっかえしてるだとか、お茶会で貴族の子女がつけていたアクセサリを欲しがって無理矢理譲らせたとか、突然『お花見がしたいわ』と言い出して市民の憩いの場となっている公園を占拠しただとか、そういった類のエピソードに事欠かない。

「それに、私めは既にマーリエル王女に身も心も捧げておりますので」

　この鼻っ柱を圧へし折って泣かせてやるのは実に楽しそうだが、相手が相手なのでそうもいかない。

　なんというかこういう手合いは泣かしてやりたくなるのだが、ここは穏便に済ませたほうが無難だろう。

「もっと気楽に話してくれても良くってよ？」

「そんな恐れ多い。ところで特にこれといって用が無いなら早々にお暇させていただきたいのですが。未婚の女性の部屋に男が上がり込むというのも不味まずいでしょうから」

「せっかちね。折角王城まで上がってきたのだから、お茶くらい飲んでいきなさいな。少し話すくらい良いでしょう？」

　カリュネーラ王女がそう言うと、傍で控えていた侍女がお茶を注いで俺とカリュネーラ王女の前に置いた。

　お茶が置かれたこのテーブルは、この世界では初めて見る透明なガラステーブルだ。ガラスじゃない足やフレーム部分には豪ごう奢しやな装飾がされている。

　ティーカップを手に取ったところで危険察知が反応した。香りを愉しむふりをしながらお茶を鑑定眼で視みてみる。

『最高級マウントバスティー（毒）　睡眠薬（最高品質）入り』

　ほう、眠らせてどうしようというのか。寝首を搔かくか？　それともそれ意外か？　まぁロクなことじゃ無いのは確かだろう。それにしても王族が直接とは恐れ入るな。どうあってもこの国は俺を害そうとするわけか、ふざけやがって。

「……最高級の茶に最高級の眠り薬か。俺を眠らせてどうするんだ？　寝首でも搔こうと思ったのか？」

「え、えっ？」

　狼狽うろたえるカリュネーラ王女に視線を向けながらティーカップをソーサーの上に置く。カチャン、という陶器のぶつかり合う音がいやに大きく聞こえた。

　俺だったから気づいたし、万一飲んでも効かなかったんだろうがこれがマールだったらと思うとぞっとする。昏こん倒とうしたマールがどんな目に遭うのか想像しただけでカッと頭が熱くなった。




　二度ならず三度までも。

　絶対に許さない。




「ふざけんなよ。暗殺者を差し向けた件に関しては大だい氾はん濫らんが来るからってことで水に流してやるっつったがな。その途端これか？　ええ？」

「ち、違……っ！　そんなつもりじゃ」

　この仕打ちは酷いよな。暗殺者に二度も襲われたのを水に流して高品質の武器をコツコツ作って納品して、国民の士気を向上させるためにマール共々客寄せパンダになって、まぁテストも兼ねていたとはいえオークの征伐に協力して疲れて帰って来て、さぁ休日だってとこで呼び出されて出てきた茶には睡眠薬だ。

「じゃあどういうつもり……ああいや、やっぱ言わなくていい。そっちがそのつもりならこっちもそれなりの対応をさせてもらうさ。大氾濫で俺を良いように使えると思うなよ。惜しくはあるが、屋敷なんて自分で金を貯めて買っても良いし、俺は身内だけ無事であれば良いんだからな。ただそこにいるだけで暗殺者に付け狙われたり毒を盛られたりする国なんざ糞くそ食くらえだ」

　俺は席を立ち、呆ぼう然ぜんとしているカリュネーラ王女とお付きの侍女を一いち瞥べつしてから早足で扉へと向かう。

　ドアノブに手を掛けた所で我に返ったお付きの侍女が俺の腕に縋すがり付いて来た。整った顔立ちを悲ひ愴そうに歪ゆがめている。何がここまで彼女を必死にさせるのか。

「お許しください勇者様！　悪いのはネーラ様ではなく薬を盛った私でございます！　私の事は如何いか様ようにも罰してくださって結構です。ですからどうかお許しを！」

　ん？　今『如何様にも』って言ったよね？
















　と乗るとでも思ったか。そうはいくかい。これでこの侍女に手を出したりしたら弱みになるじゃないか。

　そもそも俺にマールが居ることは知ってるだろうに。その上で身体を差し出しているのだとしたら、それこそ俺に対する侮辱だろう。俺のイラつきが更に加速する。

「きっとあんたは死ねと言えば死ぬんだろうし、股またを開けと言えば開くんだろうな。だが、俺はそういったことを求めているわけじゃない。不愉快だ」

　俺の言葉に侍女が絶望の表情を浮かべる。その隙に侍女の手を振り払い、扉を開いた。廊下に出た所で運悪く衛兵に遭遇してしまう。俺に振り払われてカーペットに跪ひざまずいている侍女と、蒼あおい顔でソファに座っているカリュネーラ王女を見て尋常ならざる事態だと察したのか衛兵が俺の進路を塞ふさぎ、胸元にぶら下げていた小さな笛を一吹きした。

　甲高い音が鳴り響き、にわかに城内の気配が慌ただしく動き始める。

「退どけよ」

　衛兵を睨にらみつけ、全身に魔力を行き渡らせて放出する。魔力眼を持たない者でもその目に見えるほどの魔力が俺の身体から噴き出した。怒気を込めた魔力波動に鋭く反応した衛兵は腰の剣に手を伸ばしかけ、なんとか踏みとどまった。

　命拾いしたな、剣の柄つかに手をかけでもしたらぶっ飛ばすところだった。

「勇者殿、我々は貴方あなたの敵ではない。どうか落ち着いて、怒りを収めて頂きたい」

　俺の威圧を真正面から受け止め、衛兵は一歩も引かない。そうしているうちに他の衛兵や白銀の鎧よろいを身に纏まとった近衛兵が駆けつけてきた。

　対応が早いな。流石に王城を警護する精鋭だ。

「落ち着けだと？　二度暗殺者を差し向けられ、それを許した後に毒を盛られてもなお怒るなってのか？　ふざけんなッ！」

　怒りの咆ほう哮こうで俺の周囲の石壁にヒビが入り、カーペットがめくれ上がり、近くに置いてあった花瓶が手を触れてもいないのに砕け散った。どうやら声に魔力が乗って破壊音波的な何かになってしまっているらしい。

　俺の真正面で対たい峙じしていた衛兵や近衛兵達は俺の咆哮でたたらを踏んで数歩後退った。怪我は無いようだが、苦しそうなところを見れば何か攻撃的な作用があったのかもしれない。

「退け、退かないならぶっ飛ばして押し通るぞ」

「我々は城内の安全を守るという使命があります。今の勇者様をお通しするわけには参りません」

　毅き然ぜんとした態度を取る衛兵達としばし睨み合う。ここで暴れるのは得策じゃないな。怒りに任せて衛兵をぶっ飛ばしても俺の立場が悪くなるだけだ。

「ゾンタークとマールを呼べ」

　充じゆう溢いつさせていた魔力を霧散させ、元の部屋に戻ってソファに腰掛けた。対面には蒼い顔をして俯うつむいたままのカリュネーラ王女がまだ座っていた。その横には先程俺を引き留めた侍女が寄り添っている。

　俺の後ろに二人、カリュネーラ王女と侍女の周りには四人の近衛兵が陣取った。俺が本気で暴れたら一瞬でこの部屋そのものが消し飛ぶから無駄だと思うけどな。

「勇者殿、一体何があったのですか？」

「誰でもいいからそこの茶を飲んでみろよ、それでわかる」

　俺が顎あごでガラステーブルの上の茶を指し示すと近衛兵は何度かアイコンタクトを交わしてからその中の一人がティーカップを手にし、決死の覚悟でその中身を口にした。

「特に変わった味……は？」

　茶を飲んだ近衛兵は数秒も経たぬうちに膝ひざから崩れ落ちた。ガシャン、と近衛兵の纏う鎧が音を立てる。転倒するようなかたちになっているわけだが、昏倒した近衛兵は起きる気配も見せない。

　昏倒した近衛兵の穏やかな寝息が響く中、部屋中の空気は氷点下まっしぐらである。凍りついた空気というのはまさにこのことを言うのだろう。

「これで俺の怒りの理由はわかったな？」

「は、はっ……しかし、これは何かの手違いでは」

「既にそこの侍女が自分が盛ったと自供してる。万が一手違いであったとしても、俺に供された茶に薬が盛られたことに違いはない。怒りを収める理由にはならないよな」

　近衛兵は俺の言葉にぐうの音も出ずに黙り込んでしまった。その顔には苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情がありありと浮かんでいる。

　まぁ、そう言いつつも俺も気勢を削がれて怒る気も失せてきてるんだけどな。もうひたすらめんどくさい。俺が一体何をしたって言うんだ。いや、色々やらかしてはいるか。降りかかる火の粉を払っただけなんだけどなー。

　そうして気まずい雰囲気のまま三十分ほども待った頃だろうか。覚えのある気配が凄すさまじいスピードで接近してきた。その後ろから何人かが早足くらいの速度で近づいてきている。

「タイシさんッ！　無事ですか!?」

　開け放たれたままの扉から普段着に愛剣二本を引っさげたマールが飛び込んできた。ソファに座る俺に近づくなりベタベタと身体中を触り、俺の安否を確かめている。

　頰を撫なでてきたマールの手を取り、俺は深くため息を吐いた。

　落ち着け、マールがいれば何も問題はない。自分自身にそう言い聞かせて心を落ち着かせる。そうして待っていると、程なくしてカレンディル国王とゾンタークをはじめとしたカレンディル王国の重鎮達が姿を現した。その顔色は一様に悪い。ゾンタークに至っては蒼そう白はくを通り越して土気色になっている。

「とりあえず……何があったのか教えてください。詳しい事情がわからないと、私達も何も判断できませんから」

「ああ……」

　マールの提案で俺は事情の説明を始める。語るべきことはそんなに多くない。

「朝っぱらから半ば脅しのような形で王城に呼び出された。で、案内されたこの部屋で待っていたのがカリュネーラ王女だった。カリュネーラ王女の物になれと命令されたが、俺はそれを拒否。辞去しようとしたところを茶の一杯くらい飲んでいけと引き留められ、出てきた茶には強力な睡眠薬が盛られていた。睡眠薬が入っていたことは近衛兵が問題の茶を飲んで昏倒したことによって証明されている。以上」

「タイシさんとしてはどう考えていますか？」

「問い詰めた際に侍女が庇かばい立てをしたことから、主犯がカリュネーラ王女であることは明白だ。俺を眠らせて何をしようとしたのか、目的はわからん。兎とにも角かくにも暗殺者を差し向けられたり、王族自らが毒を盛ってくる国になんか安心していられん。大氾濫が来ることなど知ったことか。俺はこの国から出て行こうと思っている」

　仏の顔も三度って言うしな。

「いや、勇者殿、それは」

「二度ならず三度までも命を狙っておいて助けてくださいってのはなんぼなんでも都合が良くないか？　俺だってあんたには義理を感じてはいるがな、それにしたって許容できることとできないことがある。俺だったからこそ無事だが、普通なら今頃意識を失って寝首を搔かれていたかもしれないんだぜ」

「それはわかる、わかるがどうかここは堪えてくれないか。勇者殿は最早このカレンディル王国の希望なのだ」

　ゾンタークが必死に食い下がってくるが、俺の心には全く響かない。張本人もその親もまだ俺に謝ってないんだぜ。王族たるものそう簡単に頭を下げられないのかもしれないけどな。

「僭せん越えつながら、これではいつまで経っても平行線だと思います。何より、カリュネーラ王女がどんな意図をもってタイシさんに睡眠薬を盛ったのかもわかっていません。タイシさんは寝首を搔かくつもりだったのだと思っているようですが、違う事情があるのかもしれません。なので、ここは一つ私がカリュネーラ王女から事情を聞き出してみようと思います。タイシさんもその間は短気を起こさず、大人しくしていてください。いいですね？」

「むぅ……」

　俺としては弁解の余地も交渉の余地もないと思っているが、マールがそう言うのなら仕方ない。ここはマールの顔を立てるとするか。

「わかった。大人しくしてる」

「はい、ありがとうございます。ではカリュネーラ王女と話をするので二人きりにしていただけますか？」










　俺をはじめとしてその場の全員がマールの言葉に従って部屋を出た。部屋の前にお付きの侍女と数名の近衛兵だけが残り、その他の人間は王様も含めてぞろぞろと少し離れたところにある応接間のような部屋に移動する。

　マールなら多分上手くやるだろう。カリュネーラ王女の意図を正確に聞き出して来てくれると思う。それで俺が矛を収めるかどうかはわからんけど。

「勇者殿、此こ度たびの件は誠に申し訳なかった。これも余の不徳の致すところだ」

　案内された応接間のソファに腰掛けるなりそう言ってカレンディル国王が頭を下げてきた。ちょっと予想外だ。このまま国王は頭を下げないんじゃないかと思っていた。

「恐れ多くも国王陛下自らの謝罪、痛み入ります。しかしながら私と致しましてはこう何度も命を狙われては安心して食事を取ることも、眠ることもできません。そのような心配を常にしながら生活をしたいとは思えないのです」

「それについては余も同意見だ。だが、どうかそこを曲げて堪えてはもらえんか。此度の件についてだけでなく、以前の件に関しても重ねて謝罪する。大だい氾はん濫らんに抗うには勇者殿の助けがどうしても必要なのだ」

　そう思うなら自分の娘の首に縄でもつけとけよ。というかなんなのこの空気。まるで俺が駄々捏こねてるみたいじゃないか。

「覆水盆に返らずという言葉はご存じでしょうか。一度ならず二度までも裏切っておいて、私にそれでもなおカレンディル王国を信じろと仰るので？」

「余が道理に合わぬことを言っていることは理解しておる。そなたが望むのならば、余にできる範囲のことであれば如何いか様ようにも取り計らうことを約束しよう。だからどうか、余の民達を守るために力を貸してくれまいか。この通りだ」

　国王が再び頭を下げ、重鎮達も同様に深く腰を折る。

　こう何度も国王に頭を下げられては半ば意固地になっている俺の気勢も削がれてしまう。

　よくよく考えてみれば目の前で俺に頭を下げているのはただのおっさんではなく、国家元首なのだ。王とその臣下である貴族が民を統治するカレンディル王国の国民にとって彼は神のような存在で、そんな存在が自らの臣下の前で俺に頭を下げている。これって実は尋常ではない事態ではなかろうか。

　目の前のおっさんは王族、つまりプライドの塊と言える貴族の親玉だ。

　ここで意固地になって突っぱねるのは逆に問題がありそうな気がしてきた。言わば相手のトップのメンツを丸まる潰つぶれにさせているに等しいこの状況、ここでこちらが折れなければ完全に決別せざるを得なくなる。

　俺とマールとフラムの三人だけなら何が来てもぶっ飛ばして逃げられるかもしれないが、そうなるとジャック氏やメイベルの身が危ない気がする。あるいはゾンタークも失脚しかねないか。それは俺の望む所ではない。

　これだけ圧力をかけたならもう十分だろうか。マールの意見を聞きたいが、残念ながらまだ戻ってくる気配がない。回答を保留させてもらえる雰囲気でもないし、致し方ない。

　なんだか権力と圧力に屈したようで格好悪いが、相手が提示してきている条件もよく考えてみれば悪くない、というかこれ以上望むべくも無い内容だ。

　これ以上突っ張っても得られるのは自分のプライドを守ったという自己満足以外の何物でもない。




　うーん、プライド、プライドかぁ。俺のプライドってそんなに高かったっけか。いや、んなことないな。




「……わかりました。国王陛下や王国の重鎮の皆様にそこまでされては私も意地を張ってはいられません」

　そう言って、俺は頭を上げたカレンディル国王の眼をしっかりと見据える。

　真正面からやりあえばどうにかなりそうな気がしないでも無いが、そうなればそもそも俺が求めている平穏な生活からは著しく遠ざかることになる。これは実によろしくない。

　相手に非があるのが明確だとしても、それを振りかざしてやり込めるだけでは賢い対応とは言えないだろう。どこかで妥協することは必要だ。

　第一、ここは以前まで住んでいた場所とは常識が違うのだ。あまり下手に突っぱねるとなりふり構わず一族郎党皆殺し、みたいな手を使ってくるかもしれない。

　そもそもこの国は一番初めに問答無用で殺しにかかってきた国だからな。向こうが頭を下げているうちに折れておくのが得策だろう、多分。

「カレンディル王国に力を貸すことをここに誓いましょう。無論、それなりの対価はいただきますが。その代わり、私は持てる力のすべてを用い、可能な限り多くのカレンディル王国の民を救います」

　俺の宣言に国王をはじめとした国の重鎮達の顔が明るくなる。

　うん。でもそれだけで終わらせるつもりは無いんだ、俺は。

　腹が立ったことは変わらないし、次は絶対に許さない。だから俺はもう一つ宣言をする。多少のことがあっても懐柔できると思われてはたまらないからな。

「ただし、次に裏切りがあればその力がどこに向かうのか、それをよく考えていただきたい。特にマーリエル王女や私の身内に何かがあれば──私は史上最悪の悪鬼と化す覚悟がある」




　　　　─☆★☆─




「それにしても滞在中は全く接触が無かったのに、なんでまた今更接触してきたのかね」

　国王達を凍りつかせた発言の後、マールと合流した俺は帰りの馬車の中でカリュネーラ王女のことを聞くことにした。

「この前のお披露目が切っ掛けだったみたいですよ。城に滞在していた頃に接触してこなかったのは、陛下や重鎮達がかなり苦労して情報を遮断していたからです。私も顔を合わせないように注意してましたしね」

「なんでまた。まぁ情報の遮断に関しては今回の件を踏まえて考えれば妥当だとは思うけど」

「あの子、他人のものを欲しがる悪癖があるんですよ」

　帰り道、馬車の中でマールはそう言った。

　俺はその言葉に首を傾げる。その悪癖と俺に睡眠薬を盛ることになんの関連性があるのだろうか。

「タイシさんを眠らせた後に侍女をけしかけて不貞の既成事実を作ろうとしたみたいですね。その様を記録結晶という魔ま動どう具ぐに記録して、それを材料にタイシさんを脅して私から奪い取ろうと思っていたようです」

「やることがえげつねぇ!?」

「まぁ今回は相手が悪かったですね。私とタイシさんの仲をその程度のことで引き裂くことなど不可能ですし。というかそこで自分の身を差し出せないような中途半端な覚悟でタイシさんをものにしようとかちゃんちゃらおかしいですね！」

　最近少し大きくなった胸をそらしてドヤ顔のマールさん。いやまぁうん、そんなことしてもその記録結晶とやらを奪い取ってしまえばいいしな。やりようはいくらでもあるだろうけどもさ。

「それよりも今回のタイシさんの対応ですね。なんとか自分から折れて丸く収めてくれたようですし、及第点です。陛下に頭を下げさせて、その上で突っぱねるとあっちも収まりがつかなくなりますからね」

「そっか、ならよかった。今後どう対応してくるかね」

「んー、そうですね。まず今回の一件は大きな貸しになりますね。少なくとも一度は大概の無茶を聞いてくれると思います」

　なるほど。確かに王様のできる範囲ならなんでも叶かなえる的なことを言ってたな。つっても何か特に思いつくようなことはないけども。

「あとはカリュネーラ王女のお付きの侍女を処分して、カリュネーラ王女を謹慎させるってとこでしょうか。もしかしたら修道院送りか、あるいは幽閉ってとこですね」

「処分って」

「まぁタイシさんは半ば国賓待遇ですし、私の婚約者でもあります。そんな人に薬を盛ってその貞操を奪おうとしたわけですから、まず間違いなく処刑でしょうね。縛り首や断頭台送りならまだましですけど、串くし刺ざしも有り得るかもしれません。王族に刃を向けたわけでは無いので、流石に八つ裂きの刑ということは無いでしょうが」

　マールの言葉を聞いて俺の頭にハンマーで殴られたような衝撃が走った。あの侍女が必死になって許しを請う理由は、あの絶望の表情の理由はこれだったのだ。

「ま、待て、それを指示した主犯はカリュネーラ王女だろう。そりゃ無罪放免とはいかないだろうが、命令されては断れなかったはずだ。情状酌量の余地はあるだろ？」

　嫌な汗がじっとりと滲にじんでくる。

　確かに今回やられたことは冗談じゃ済まされない暴挙ではあるが、だからってそんなことで人一人の命がそんな理不尽に散らされるなんてのは、嫌だ。

　狼狽うろたえる俺を見て心境を察したのか、マールは痛ましげな表情で俺の手を握ってきた。俺の手は冷や汗でじっとりと湿っている。

「王族は決して間違えないんです。もし、間違えた場合はそれを諌いさめ、止められなかった側近の責任です。だから、対外的にはカリュネーラ王女は間違いを、罪を犯しません。今回の場合はお付きの侍女がその責を全て負うことになります。責任者が処分され、カリュネーラ王女自身も謹慎とする。今回の騒動はこれで手打ちということになります」

　必死に縋すがり付いてくる侍女の姿が、絶望に染まるその顔が脳裏をよぎる。騒ぎ立てせず、なんでもない顔であの茶を飲み干すべきだっただろうか？　それとも策にかかったふりをして大人しく襲われておくべきだったか？

　どこで何を間違えたのだろうか。

「タイシさんが気に病むことはありません……と言うのが普通なんですが、タイシさんは気に病んじゃいますよね。だから既に手を打っておきました！」

「えっ」

　いつの間に。

「とりあえず二か月間カリュネーラ王女を謹慎させること、お付きの侍女や他の人員に関してはタイシさんの強い希望により死罪などの処分を行なわないこと。ただし、こちら側が希望した場合は隷属魔法を施した上で引き渡すこと。やりましたねタイシさん、カレンディル王国公認の性奴隷メイドが貰もらえますよ！」

「え、えぇー……」

　なんでこの娘は俺に自分以外の女の子を宛がおうとするんだろうか。実は嫌われているのか？　それとも夜の生活が大変だからか？

「あ、勘違いしないで欲しいんですけど、私は単にタイシさんの甲か斐い性しようを存分に発揮して欲しいだけですよ！　甲斐性のある男性は多くの女性を幸せにすべきです！」

「いや待て、その理屈はおかしい。別にマール一筋でもいいじゃないか」

「みんな幸せになれるならその方がいいじゃないですか！　というかおかしいのはタイシさんの考え方ですよ。だってその理屈だと一つの村に年頃の男が三人、女が五人いたら女が二人あぶれてしまうじゃないですか。子供が病気で死ぬことも、男が魔物と戦って死ぬことも珍しいことじゃないんですから、そんなんじゃ村はたちまち廃れてしまいますよ」

　マールにそう言われて思わず押し黙る。確かに高度な医療技術が無い上に魔物という脅威に日常的に晒さらされるこの世界ではそういうものなのかもしれない。魔法や魔法薬での治療は一部俺が居た世界の医療技術を凌りよう駕がしているが、使い手がそんなに多く無い上に高価だ。万人がその恩恵を受けられるわけではない。

　効率の面で考えれば複数の女性を相手取るというのは実に効率的だ。なんせ男は何人でも女に種を蒔まくことができるが、女がその腹に宿せるのは一人の男の種だけだからだ。

　複数の女と子供を養えるだけの甲斐性があるなら尚の事である。

「効率的なんだな、この世界の男女関係は」

「タイシさんの世界の男女関係が非効率的すぎるだけじゃないですか？」

　ううむ、だがマールの思想が特殊である可能性は否めない。侍女の件はとりあえず置いておいて、その辺の調査が必要な気が……ん？　待てよ？

「ちょっと待て、ならなんでカリュネーラ王女は今回の事件を起こしたんだよ。おかしいじゃないか」

　マールの考え方が普遍的なものであるならば、今回のカリュネーラ王女の行動は道理に合わない。俺に薬を盛るだなんていうリスキーな方法を取らなくても、もっと穏便に接触する方法がいくらでもあったはずだ。

「だから言ったじゃないですか、悪癖だって。完全に自分のものにしないと気が済まない性た質ちなんですよ、あの子。その癖飽きっぽいんです」

「じゃあ俺の言ってるマール一筋も認められても……」

「絶対に駄目とは言いませんけど、褒められたことではないですね。タイシさんくらいの立場の男性が、となるとかなり外聞が悪いです。諦あきらめてください」

　ニッコリと笑うマール。嫁が積極的に浮うわ気き、というか側室を勧めてくるとか新しすぎると思うんだがどうか。










「おかえりなさいませ、よくぞご無事で。お怪我や気分が悪いということなどはありませんか？」

　屋敷に戻ると、門の前でフラムが待ち構えていた。心配げな表情でこちらに駆け寄って良いものかどうか迷っているようだ。俺の隣でマールが頷うなずくとすぐに俺に駆け寄ってきて、先程のマールと同じようにまるで抱きつくかのように体の隅々まで撫なで回してきた。

　それだけでなく瞳ひとみをじっと覗のぞき込んだり、下瞼まぶたをめくってみたり、半ば無理矢理に口を開かせて口の中までチェックしてくる。真剣な表情だからされるがままにしたけども、なんなんだろうかこれは。

「毒を盛られたと聞きましたので。特に問題はないようで安心しました」

「基本俺に毒は効かないからな」

　どうやら毒の影響がないかを調べてくれていたらしい。元暗殺者だから毒には詳しいのかね。まぁ実際には睡眠薬入りのお茶は口にしていないし、問題ないのも当然っちゃ当然なんだけども。

「あまり無茶をなさらないでください。報せを聞いて心臓が止まるかと思いました」

　フラムがそっと俺を抱きしめ、胸元にその端整な顔を埋めてくる。うぬ、マールとは一線を画す大きさの柔らかいものが余すことなくその存在を主張してくる。

　ええい、煩悩退散煩悩退散！

「あっ……」

　何かに気づき、顔を赤くしたフラムが俺の顔を上目遣いで見上げてくる。

　おっぱいには勝てなかったよ……。

「ぐぬぬ」

　何故かマールが今にもハンカチでも嚙かみ始めそうな悔しげな表情を浮かべて地団駄を踏んでいる。いつもなら無理矢理割って入ってきそうなところなんだが、はて。なんだかマールとフラムの様子がおかしい気がするな。

　なんだろう、こう、マールが一歩引いてる感があるような。気のせいだろうか。

　妙な雰囲気のままフラムに手を引かれて屋敷に戻る。なんだかどっと疲れたので今日は昼飯食ったらとっとと風ふ呂ろに入ってだらだらするとしよう。
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　翌日、目が覚めてから身だしなみを整えて食堂に行くとフラムが待機していた。

「おはようございます。昨夜はお楽しみでしたね」

「お、おう……」

　フラムのような美人にこういうことを言われると反応に困る。開き直るのもなんか違う気がするしな。

　そんなことをモヤモヤと考えながらフラムの引いてくれた椅子に座り、テーブルに着く。

　ちなみにマールはまだベッドの中だ。昨晩はどこから入手してきたのかオークの睾こう丸がんを原料とする精力剤なんぞをベッドに持ち込んできたのだ。

　どうなったかって？　全開にした蛇口かよって感じだったよ。腰が抜けるかと思ったわ。マールは途中でとても人様に見せられないような状態で失神しちゃったしな。それでも収まらなくてそのまま頑張ってもらったけど。クセになりそうだった。

「マール様はどうしたんですか？　一緒に起きてこないのは珍しいですね」

「あー、ベッドでダウン中。どこからか入手してきた怪しげな薬のせいでな」

　俺の言葉にこくん、とフラムは首を傾げたが、すぐに何かに思い至ったのか手をポンと叩たたいた。なんじゃらほい、とこちらも首を傾げる。

「そう言えば昨日マール様がカリュネーラ王女から何か押収してきたと言っていました。多分それですね」

「あー……なるほど」

　そういやあのまま順調に俺が眠ってた場合、あのお付きの侍女に襲われる予定だったんだっけか。ああなるほど、よくよく思い出してみればあの子の髪の毛ってカリュネーラ王女と似た金髪だったし、背丈なんかも似通ってたもんな。おっぱいはカリュネーラ王女のが大きかったと思うけど。

　そうか、カリュネーラ王女は記録結晶でよく似た侍女と俺との映像を撮って勘違いさせるつもりだったんだな。うーむ、えげつない。

　ふとフラムに視線を向けると何故かこちらをじっと見ている彼女とバッチリ目が合ってしまった。なんだか昨日城から帰ってきてからフラムは俺のことをじっと見ていることが多いような気がする。

「どうしたんだ？　なんか昨日からじっと見られてる気がするんだが」

「……ご主人様は私を軽けい蔑べつしていますか？」

「は？　いや全然、いきなりどうしたの？」

「いえ、私は元暗殺者ですから……それで嫌われているのかと」

「俺だってフラムの仲間や王都で襲ってきた暗殺者を殺してる。そんなことで軽蔑したり嫌ったりなんかしないよ」

　むしろフラムに嫌われたり軽蔑されたりするのは俺の方だろう。

　殺さつ戮りくの記憶が脳裏を過り、思わずフラムから視線を逸らして眉まゆ根ねを寄せてしまう。同時に思い起こされるのはフラムに対して行なった尋問だ。

　あの時の俺は冷静ではなかったと思うが、しかし今の俺でも同じことが起きれば同じことをするだろうとも思う。大切なものを守るためであれば俺はそれ以外のもの、特に大切なものを脅かすものに対してはどこまでも冷酷になれる。

　俺はそういう人間だ。

「私もですよ、ご主人様。私もご主人様を嫌ったり、軽蔑なんてしてはいません」

　フラムにそう言われ、俺は再びフラムへと視線を向けた。フラムの目はしっかりと俺の目を見据えている。俺とよく似た黒い瞳には何か強い意志が込められているように感じられた。

「こんなに穏やかな生活なんて本当に小さな子供の頃以来です。朝起きて、ご主人様のお世話をさせていただいて、マール様やメイベル、ジャックさんとおしゃべりをして……そんな穏やかな日々をくれたのはご主人様なんです。辛い思いも確かにしました。でも結果的に殺し、殺され全身を血に染める日々から連れ出してくれたのはご主人様です。今なら分かります、あのままではいずれ私は身体と心を磨り減らしながら朽ちて行くだけだったでしょう。それ以外の未来は有り得なかったと思います」

　俺の目から視線を外さず、彼女はスッと間合いを詰めてきた。音も無く、影が動くようにスルリと。手を伸ばせばお互いに触れられる距離に。

　フラムの手が俺の頰に触れ、少しひんやりとしたその手が俺の頰をゆっくりと撫でた。背筋がくすぐったくなり、ゾクゾクする。急に胸の動どう悸きが激しくなり、顔が熱くなってきた。

　フラムの整った顔がそっと近づいてくる。

「もちろん恨みましたよ、最初は。でも、今は……」

　額に柔らかい感触が触れた。すぐに彼女は俺から身を離し、先程と同じように音も無く距離を空ける。

「朝食をお持ち致します」

　艶えん然ぜんとした微笑みを浮かべ、フラムは厨ちゆう房ぼうに続く扉へと消えて行った。一気に緊張が解け、テーブルに突っ伏す。

　可愛い系のマールと違って美人系のフラムにああやって迫られるとなんというか迫力が違う。

「やっべぇ、めっちゃドキドキした」

　マールとはまた違う意味で振り回されそうな予感に俺は戦せん慄りつせざるを得ない。

　そうしているとメイベルが朝食を載せたカートを押して食堂に入ってきた。テーブルに突っ伏している俺を見て一度だけ首を傾げたが、俺が復活するとそれ以上は特に気にする様子もなく俺の前に朝食を並べて行く。

　本日の朝食は焼きたての柔らかな白パンにスライスしたチーズと青トマトのサラダ、それにリンゴっぽい果物のジャムと茹ゆで卵たまごだ。これに牛乳のような何かの動物の乳が添えられている。

「いただきます」

　手を合わせてからパンにジャムを塗り、かぶりつく。程よい甘さと酸味、なにより瑞みず々みずしいリンゴっぽい香りが爽さわやかな風味を引き立てる。牛乳っぽい飲み物は濃厚で、かつよく冷えている。厨房にある魔力式の冷蔵庫で冷やしていたのだろう。

　茹で卵には下味がつけられており、塩を振る必要もない。これは剝むいてから味を染み込ませたのだろうか？　黄身は半熟で、舌の上でトロリと蕩とろける。美味い。

「おやかたさま、本日のご予定は？」

「特にないな。大規模な征伐の予定は無いかゾンタークに問い合わせて、無いようなら冒険者ギルドでなにか依頼を見繕うか、あるいは鍛か冶じ工房で何か作るか。単に屋敷でゆっくりするのもいいかもしれないな」

「わかりました。昨日はあまりよく休めていなかったようですし、本日は屋敷で骨休めをされてはいかがでしょうか？　マッサージも頑張ります！」

　君は俺を踏みたいだけではないかね、メイベル君。まぁいいけどね、実際メイベルの背中踏みマッサージは気持ち良いし。

「ん、そうだな。そうするか」

　特にメイベルの提案に反対する理由もない。昨日は結局例の怪しげな精力剤のせいでハッスルしちゃったしな。ゆっくりしてマールやフラムやメイベルとキャッキャウフフするのも悪くないだろう。
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　カリュネーラ王女の騒動から二週間と少し。大だい氾はん濫らん発生まで残りあと二週間程。

　徐々に大氾濫に対する気運が高まってきている。

　急ピッチで進められていた第四城壁の建築も大氾濫に間に合いそうだという目処が立ち、新市街では未み曾ぞ有うの建築ラッシュが起こっているらしい。

　壁外に建築されている雑多な建物の撤去や、陣地構築も進められている。

　そこに住んでいた人々にとっては大変迷惑な話ではあるが、どちらにせよ大氾濫で魔物達が大挙して押し寄せてくれば戦火に焼ける。

　概ね大きな混乱も無く、粛々と作業は進んでいるようだ。

　新市街にはそういった住居を失った難民や、防備が手薄な遠方の小さな農村の人々を収容するための巨大な集合住宅が次々と建てられているらしい。

　ただ、そういった集合住宅に入れるのは運の良い人々だ。

　新市街や壁外には、住居を求める難民達が溢あふれかえっている。

「ままならないねぇ……」

　俺はそんな人々を第四城壁の上から眺めながら苦々しげに呟つぶやくしかない。

　俺の屋敷にはまだまだ部屋が空いているが、ここに溢れる難民達全員を収容できるわけもない。

　難民達は新市街までしか立ち入りを認められていないのだが、最近は壁内にも住居を求める難民達が流入しつつある。

　まぁ、その殆ほとんどは見つかり次第摘み出されるのだが。

　しかし、新市街における難民の流入問題は深刻だ。

　治安の低下、衛生環境の悪化、物資の高騰など問題が山積している。

　幸い、麦などの基本的な食糧についてはカレンディル王国の食糧生産能力が高いために高騰などは免れているようである。

　肉なども王都騎士団が討伐してきた魔物を安値で市場に放出しているために比較的価格が落ち着いているらしい。

　俺が王都騎士団と一緒に出撃した時には食える魔物は全て持ち帰ってきているので、少しは助けになっているのかもしれない。

　俺とマールのレベルもあれから更に上がり、俺のレベルが31、マールのレベルが20に上がっている。

　ステータスをチェックする。





　【スキルポイント】21ポイント（スキルリセット可能）

　【名前】タイシ＝ミツバ　【レベル】31

　【ＨＰ】４０７　【ＭＰ】２３１７




　【ＳＴＲストレングス】８０５　【ＶＩＴバイタリテイ】８３０　【ＡＧＩアジリテイ】８０９

　【ＤＥＸデクスタリテイ】２４９　【ＰＯＷパワー】４９２




　【技能】剣術５　格闘５　長柄武器ポールウエポン５　弓術１　射撃１　魔闘術３




火魔法３　水魔法３　風魔法３　地魔法３　純粋魔法５　回復魔法５　始原魔法２

結界魔法３　生活魔法　身体強化５　魔力強化５　魔力回復５　交渉２　調理１

騎乗２　鍛冶５　気配察知３　危険察知３　鑑定眼　魔力眼　毒耐性３






　身体強化のレベルを最大にすることによってステータスがとんでもないことになった。魔力強化も最大まで上げてＭＰ総量もヤバい。

　後は武器スキルをレベル５に、純粋魔法と回復魔法をレベル５にしたのが大きな変更点だろうか。

　どれくらい凄すごくなったかというと、まず大の男が四人がかりで持ち上げるような石材を空のダンボールを持ち上げるかのようにひょいと持てるようになった。

　魔力強化も使わず普通に走って馬の全力疾走よりも速く走れるようになったし、そのペースで何時間走っても息切れもしない。なんかあれです、リアルでスーパーマンにでもなった感じ。

　あとは魔法か。

　純粋魔法はレベル３で光レ線イと魔力爆轟フオースデトネーシヨンの魔法、レベル４で魔砲レイキヤノンと爆裂光弾フラツシユ、レベル５で極大ヒユージ爆破エクスプロージヨンという魔法を覚えた。

　魔砲レイキヤノンは光レ線イの単発＆威力強化バージョン。ぶっといレーザー状に魔力を放出する。か○はめ波とか叫びたくなる。

　爆裂光弾フラツシユはロックオン式で飛んでいく魔弾マジツクミサイルの強化バージョンの魔法。

　ただ、『爆裂』とわざわざついているだけあって爆発力が段違い。一発で小さめの家屋なら吹き飛ぶレベル。

　極大爆破ヒユージエクスプロージヨンは長射程の光弾を発射する。着弾した地点には半径１００ｍくらいのクレーターができた。

　まさかそんな広範囲だと思わず50ｍ先に撃って死に掛けた。正直威力が高すぎて大氾濫で大挙する魔物にぶっ放す以外の利用法を思いつかない。

　本気で撃ったら城くらいは吹っ飛ばせるかもしれんね。

　回復魔法はより効果の高いヒールと、病気に対する治癒魔法、範囲回復魔法、部位欠損を修復する魔法といった内容だった。流石に蘇そ生せい魔法はないらしい。

　部位欠損の修復は千切れた腕とかがあれば魔力消費が少なく済むけど、無いなら無いで魔力を篭こめればにょきにょき生えてくる。軽くホラーだった。

　ただ、元通り動かすにはリハビリが必要だし、生やした場合には戦闘に耐えるほど元通りになるのに数か月から一年くらいはかかりそうだった。

　実験台は魔物討伐に同行した冒険者の皆さんである。

　やはり騎士に比べると実力で劣る者が多いため、負傷者が絶えなかった。ただ、何人か騎士を圧倒するレベルの猛も者さもいたけど。

　例えばＡランク冒険者のトリオ。三人ともレベル40以上で武器も魔法も使える魔法剣士だった。やっぱりああいう実力者はいるんだな。

　勿もち論ろん全員おっさんだった。現実は甘くない。

　マールも順調に成長し、剣術もレベル３になって、なんと二刀流スキルを覚えた。

　錬金術もレベル３になって生活魔法も覚え、水魔法と風魔法もレベル２に。魔力撃も覚えて魔闘術もレベル１に。

　ＨＰやＭＰが見られないのが残念だが、魔法や魔力撃、そして高品質の装備のおかげでそんじょそこらの騎士よりずっと強くなった。

　巷ちまたではバトルドレスの華麗な姿で目立ってる上に本物の王女だからというのもあって、『疾風の剣姫』とか呼ばれて人気らしい。聖女（笑）よりはマシなんじゃないだろうか。

　俺も最近は王都騎士団と一緒に征伐に出てはその度に大戦果を挙げてくるので、有名になってきた。

　元々『トロール砕き』だったのがオークの軍勢を一人で壊滅させたからと『破軍レギオンバスター』になり、調子に乗って極大爆破ヒユージエクスプロージヨンで魔物の群れを吹っ飛ばしたら『殲滅者アナイアレイター』だの『皆殺しスローター』だのと呼ばれるようになった。

　殲滅者とかはまだかっこいいから良いけど皆殺しはないだろう、皆殺しは。

「タイシさーん」

　新市街をぐるっと囲っている第四城壁の上をバトルドレス姿のマールが駆けてくる。

　どうやらずっと向こうまで行って街並みを眺めてきたらしい。マールの姿を認めた人々が城壁の下で歓声を上げる。

　マールはその声に笑顔で手を振って応えた。歓声がどっと沸く。アイドルかよ。

「えへへ、有名になっちゃいましたねぇ」

　そう言ってマールが俺の腕に抱きつく。城壁の下からブーイングが鳴る。

「うるせー！　マールは俺のだ！　絶対にやらんぞ！」

　俺が叫ぶと今度はブーイングに混じってどっと笑いが沸いた。

　何だかんだ言って俺もそんなに嫌われたりはしていないようだ。少しホッとする。中には本気でブーイングしてる奴もいそうだが。

　俺とマールは第四城壁を降りて騎士達と合流する。

　大氾濫発生時はまず俺が第四城壁上から広範囲を魔法で吹き飛ばすという手て筈はずとなっている。今日はその下見だ。

　マールを一目見ようと民衆が押し寄せて歓声を上げている。騎士団の人々はそれに対するガード役だ。ほんとアイドルみたいだな、こりゃ。

　騎士団にガードされながら新市街を突き進み、壁内に入る。

　壁内まで来ると流石におっかけもなりを潜める。この辺りは衛兵も多いし、騎士なんかも住んでいたりするので治安が良いのだ。

　それでも道行く人達が俺達を振り返ったり、注目したりはするけどな。










「お帰りなさいませ、ご主人様」

　屋敷に着くと、フラムが俺を出迎えてくれた。

　フラムを買ってからもう一か月以上経つ。この前の朝の件以来フラムは時折笑顔を見せてくれるようになった。お互いに喉のどにつっかえていたものが無くなったからだろう。

「今日もご無事で何よりです」

　フラムの手が俺の身体のいたるところを直接触れてチェックし、異常が無いことを確認して安心したように優しげな表情になる。その後にこうして軽く抱きついてくるのも睡眠薬を盛られたあの日から半ば習慣化していた。

「そんなに心配しなくても今日は護衛もついてたし、そもそも城壁の上を下見に行っただけだよ。心配ない」

「いいえ、油断してはいけません。小指の先程の魔晶石一つで人一人を火だるまにすることだって可能なんですから。用心には用心を重ねるべきです」

　今更俺が火だるまになるくらいで死ぬとは思えないが、他の皆にとっては致命的なことになりかねない。確かにチェックは必要か。そんなちょっかいかけてくるやつなんていないと思うけどな。

　そんなことを考えているうちにフラムはマールの全身のチェックも終えた。流石に抱きつきはしないが、それでもかなり仲良さげな様子だ。二人の仲が良いのは喜ばしいことだ。

「フラム、話があるからリビングに来てくれ」

「かしこまりました」

　鎧よろいをストレージに入れて身軽になる。

　自分が装備している鎧や服に関しては直接ストレージに入れることが出来るので、脱ぐのは非常に楽だ。着るのは普通に着なきゃならないから面倒だけど。

　マールは寝室で着替えてくるらしい。

　俺は一足先にリビングへと向かい、ついでにメイベルにお茶を淹いれてリビングに持ってくるよう言っておく。

　フラムはそのまま俺の後ろについてきた。

「座ってくれ」

「はい、失礼します」

　程なくしてメイベルがお茶とお菓子を載せたカートを押してきた。

　マールが来るまでしばしフラムと二人でお茶を飲んで待つ。すぐにマールが降りてきた。メイベルは部屋の入り口のあたりで控えている。

　全員が揃そろったところで俺から話を切り出した。

「まず一つ」

　そう言って俺は一振りの鋼鉄製の長剣を取り出し、鞘さやごとリビングのテーブルの上に置いた。

　フラムは一瞬長剣に目を落とし、俺の言葉を待つ。

「あと二週間ほどで大だい氾はん濫らんが来る。ここは壁内だから滅多な事は無いと思うが、何があるかわからない。火事場泥棒が押し入ってくるかもしれないしな。だから武器をフラムに渡しておく。これで俺が屋敷に不在の間、皆の身を守ってくれ」

　とは言ってもジャック氏は大丈夫だろうけども。あの人地味に剣術とか格闘とか隠密系スキル持ってるからな。

　フラムはテーブルの上の長剣を暫くの間じっと見つめてからその鞘を手に取った。重さを確かめるようにそのまま上下させ、鞘から剣を半ばまで抜いてその刀身を仔し細さいに眺める。

　それから音も無く刀身を鞘に収め、自らの膝ひざの上に鞘ごと剣を置いた。

「承りました。身命を賭としてこの屋敷をお守り致します」

「勘違いはしてくれるなよ、フラム自身も含めて人命優先だ。いざとなったら……いや、いざとならなくても館を捨てて命が拾える状況なら迷わず館を捨てて逃げてくれ。いいな？」

「はい、わかりました」

　素直に頷うなずくフラムに満足し、俺も一つ頷く。最近は壁内でも徐々に治安が悪化してきている。有事の際に武器があるかないか、その違いで選択肢の幅には大きな差が出るだろう。

　勿論渡した剣の品質は『超越的』な一品だ。シンプルで装飾の少ない普通の直剣にしてある。本当はミスリルか神銀にしようかとも思ったのだが、あまり高価な素材を使ったものだとフラムが遠慮するような気がしたからだ。それに目立ってしまうし。

「少々モノが良すぎる気がしますが」

「俺が作ったらそうなるんだ、我慢しろ。他に何か待遇の面とかで要望は無いか？　無理を押し付けた分、できることは叶かなえたいと思うが」

　フラムは俺の言葉に頷き、剣を鞘に収めて口を開いた。

　その顔には今まで見たこともないような満面の笑みが浮かんでいる。

「ご主人様にできることなら叶えていただけるんですね？」

「お、おう」

「二言はありませんね？」

「無いけどなんでそんなに確認すんの？　なんか怖いんですけど」

　俺の言葉に満足そうに頷いたフラムは席を立って俺の隣へと腰掛け、しなだれかかってきた。

　え？　なになに？　いきなりどうしたの？

「では、私にお慈悲を頂きたく思います」

「はい？」

「抱いてご主人様のものにしてください、と言っているんです」

　真剣な表情を真っ直ぐに向け、俺に迫りながらフラムはそう言い切ってきた。

　か、顔が近い！　しかもなんか凄すごいいい匂いが！

　俺はソファの上を後退しながら距離を空けようとするが、同じ速度でフラムは迫ってくる。ついに俺はソファの隅に追い詰められ、フラムに半ば押し倒されるような形で押さえつけられてしまった。

　むぉぉ、柔らかい部分が押し付けられてヤバい。

「待て待て、落ち着け。どうしてそうなる。待遇改善するって話なのに、なんでそうなる」

「あんなに誘っても抱いてくださらなかったじゃないですか。あの日以来この二週間、毎日のように抱きついてアピールしたのに。どれだけ勇気を振り絞ったと思っているんですか」
















「いや、だってお前、俺にはマールが」

「マール様自身が再三側室や妾めかけを増やすよう勧めているではないですか。というか、ご主人様はそんなに私を抱くのがお嫌なんですか……？」

　フラムの目め尻じりにじわりと涙が浮かんでくる。おいやめろ、女の涙は卑ひ怯きよう過ぎるでしょう？

「違う！　フラムほどの美人相手にそんなこと思うわけ無いだろ！　でも……」

「タイシさんも往生際が悪いですねー。私としてはＯＫですよ！　ズドンと行きましょう、ズドンと！」

「ええいそのハンドサインをやめろ、はしたない！」

　マールが横よこ槍やりを入れつつ人差し指と中指の間から親指を突き出して見せてくる。本当なんなのこの子、何がズドンだよ！

「じゃあタイシさんはフラムさんがおばあちゃんになってお墓に入るまで飼い殺すつもりですか？　それともどこかでタイミングを見て奴隷から解放して放り出しますか？　外道の所業ですよ、それは」

　ぐうの音も出ない。

　フラムは涙を溜ためた瞳ひとみで俺をじっと見つめている。ええい、ままよ。

「だぁもう！　わかった、覚悟を決めるよ！」

「良いですよー。でも正妻は私ですからね？　増やしても構いませんけど、私に話を通してくださいね」

　畜生この子動じない！

　あくまで余裕の態度を崩さないマールに内心で地団駄を踏む。くそう、いつか見返してやるんだからな、覚えてろよ。

　そうしていると服の裾すそを引っ張られた。先程の涙はまるで幻だったのではないか、と思えるような満面の笑みを浮かべたフラムだった。今泣いたカラスがもう笑ってるってのはこのことか。

　ああ、彼女の場合髪の毛も艶つややかな濡ぬれ羽ば色いろだし、烏ってのは実に似合ってるかもしれない。

「では、ご納得いただけたようなので早速参りましょうか」

　ずるずるとフラムに引っ張られてリビングから連れ出される俺。遠ざかるリビング、そして笑顔のまま手を振って俺を送り出すマール。

　脳裏に市場に売られて行く子牛を歌ったあの曲が流れる。










　日差しを見る限り、まだ夕方のようだ。

　俺の上ではフラムがその豊満な胸を俺の胸板に押し付けたまま艶かしい吐息を漏らして息を整えている。

　動きに合わせて弾むフラムのおっぱいは強敵だったが、マールを相手に幾度となく実戦を行なっている俺を圧倒することはできなかった。

　戦況は俺が優勢のまま推移している。

「二人でのお楽しみはそこまでです！」

　マールの叫び声と共にバァンと扉が開く。

　視線を向けるとそこには下着姿のマールがいた。

　ってアイエェェェェェ!?　ナンデ!?　下着姿ナンデ!?




「マール様、約束が違いますよ？」

「いいえ、約束は違たがえませんよ！　邪魔はしませんから！」

「ではどういうつもりで？」

「私も交ぜてください！」

　そう言ってベッドに突っ込んでくるマール。

　おいやめろ馬鹿。その手に持っているのはこの前の怪しげな薬じゃないですかやだー！

　結局その日は三人でロクに夕食も取らずに過ごした。

　しかしＶＩＴバイタリテイ８３０は伊達だてじゃない。勝ったのだ、俺は。










「どうしてこうなった……」

　目を覚まして呟つぶやく。

　左右ではフラムとマールが俺の腕を抱きながらすやすやと寝息を立てている。

　確かにこういうのは男の夢なのだが、なんとなく罪悪感がこみ上げて……いや、二人とも同意の上だからそんなに気にすることはないんだろうか？

　だが経緯を考えるとそう簡単には……などと考えつつフラムの方を覗のぞき見ると、ちょうどフラムと目が合った。どうやら起きてしまったらしい。

「ご主人様も男なら細かいことは気にしないことです。本当、根は小心者ですよね」

　そう言って微笑み、身を寄せてくる。

　マールとは比べようも無いぷるんぷるんの柔らかいものが押し付けられた。おおう、これはこれは。

「俺は根がダメ人間だからこう、一度箍たがが外れると溺おぼれそうでな」

「その時はマール様が発破をかけてくれるでしょうから、大丈夫ですよ」

　フラムは柔らかな笑みを浮かべ、啄ついばむようなキスをしてきた。なんだか照れ臭くなって俺はフラムから目を逸らしてしまう。美人すぎるのも問題だな、ドギマギしてしまうぜ。

「むしろご主人様はもう少し自堕落に過ごしても良いかもしれませんよ？　どこか生き急いでらっしゃるように見えますから」

「まるで堕落に誘う悪魔の囁ささやきのようだ。戻って来れなくなったらどうしてくれるんだ」

「ふふ、ご主人様と一緒ならどこまででもお付き合いしますよ？」

　そうやってマールが起きるまでフラムと喋しやべり続けた。

　こんなに彼女と話したのは初めてだったように思う。

　身体を近づけた分、心も近づいたのだろうか。なんだか微妙だが、悪い気分ではなかった。

　どこか、心につっかえていたものが落ちていった気がする。







　第四話　～大だい氾はん濫らんが始まりました～







　大氾濫発生日の前日、宵闇迫る王都アルフェンは熱気に包まれていた。あちこちで酒や料理が振舞われ、人々は踊り、熱狂している。

　壁外の人間が全員新市街に入って人口密度が高くなっているのも一因か。

　明日あしたからの大氾濫を生きて乗り越えることが出来るかはわからない。

　その不安を前に人々は今生の最後の宴と言わんばかりに熱狂し、恋人達は愛を育む。

　事実、大氾濫の発生が発表されてから冒険者ギルド等の避妊魔法を施術できる施設にはその解除に訪れるカップルが押し寄せていた。

　多くの男達が明日からの大氾濫で武器を手に戦うからだ。

　この二か月間で今まで武器を手にしたことの無かったような男達も、武器を手に訓練に励んだ。

　大氾濫で戦う義勇兵として志願した者には家族も含め衣食住が提供されたというのも大きいだろう。

「凄すごい騒ぎだな」

「なんせ大氾濫ですからね」

　俺とマールは第四城壁上に設けられた俺達専用の詰め所からその光景を見ていた。

　詰め所、というか城壁の上に造られた見張り小屋のようなものだ。ここからは城門から先の壁外と内側の新市街を見渡すことが出来るようになっている。

　部屋にあるのはちょっと大き目のベッドと簡素なテーブル、あとはそんなに大きくない棚が一つきり。

　なんだかクロスロードで泊まっていた灼しやく熱ねつの金かな床とこ亭ていを思い出すような内装だ。

　俺とマールはラフな格好でそんな人々をぼんやりと眺めている。

　今日一日は緊急事態が起きない限り誰もこの詰め所に近づかないように言ってある。俺とマールは二人きりでただ静かに過ごしていた。

「タイシさんは、何故大氾濫で戦うんですか？」

　唐突なマールの言葉に俺は首を傾げた。

　俺の態度を見てマールは言葉を続ける。

「タイシさんはこのカレンディル王国の国民ではありませんし、そもそもこのエリアルドの人間でもないじゃないですか。タイシさんがわざわざ先頭に立って、一番危ないところで戦う理由は無いんじゃないでしょうか。逃げ回っていればきっと誰かが大氾濫を止めてくれますよ」

　マールの突然のネガティブな発言に内心首を傾げながらも考える。

「そう言われればそうかもしれんなぁ。でも、色々と俺なりに理由はあるぞ。自分の力を試したいとか、カレンディル王国から報酬をぶん取ってやろうとか、色々な」

　俺の言葉にマールは今ひとつ納得していないようで、眉まゆ根ねに皺しわを寄せている。

　前日になっていきなりどうしたんだろうか？　今まで何も言わなかったのに。

「あとは、俺が戦うことによってマールや、屋敷の人間を守れるだろ。ま、皆のヒーローになりたいっていう英雄願望が全く無い、と言うと噓だな」

　男の子と英雄願望というのは切っても切れない関係なのだ。

　小さな子供からお年寄りまで、男ならば心のどこかに必ず存在する願望だと思う。

　それを満たせる機会と、それを為す力を持っているのに、それを満たさないなんてことは俺には出来ない。

「死んじゃうかもしれないんですよ？」

「その可能性はゼロではないな。俺は強いという自覚があるが、それを上回る相手が出てこないとも限らないし」

　或あるいは数の暴力で押し潰つぶされるかもしれない。戦いは数だよ、なんていうあの方の言葉もあるからな。

　だが、俺はただの一兵卒ではない。単身で魔物の群れを消し飛ばすことのできる勇者だ。

「心配するな、死にそうな時にはちゃんと逃げるから」

　きっとマールも不安なのだろうと思う。全部投げ出して俺と二人で逃げてしまいたいのかもしれない。

「ここで逃げたら俺はずっと後悔し続ける事になると思うんだよ。これは確信を持って言える」

　きっと多くの人を見殺しにしたという罪悪感がずっとついて回るだろうなと思う。それだけの力があると思ってるしな。

　しかしこの話はアレだな、うん。

「やめやめ、この話は不毛だ！　それよりも腹ごしらえをしよう。よーし、久々に腕を振るっちゃうぞー」

　俺はそう言って立ち上がり、詰め所の扉へと向かう。

　だって不毛なんだもの。今更ぐちぐち言ったって仕方ないじゃない！

「ちょ、タイシさん……もう、真面目な話をしてるんですよ！」

「はっはっは、そんなに不安に思ってると胃が痛くなるぞ。なんとかなるなる」

　俺はぶーたれるマールを宥なだめながら久々に自分で料理を作った。

　食材はストレージに沢山入っているし、調理道具も突っ込んだままだから第四城壁の上で料理をするのは実に容易い。

　刻んだ野菜とスモールボアの肉を炒いためてから鍋なべで煮てスープを作り、更にスモールボアの肉を塩と香辛料で味付けしてステーキを作る。

　それにストレージから出した焼きたてのパンを添えれば立派な夕食の完成だ。大雑把だけど。

「今更理屈を捏こねたって仕方ないさ。腹いっぱい食ってしっかり寝て明日に備えようぜ！　あ、でも少しだけ怖いから今晩はぎゅっとして寝てくださいお願いします」

「はいはい」

　ちょっと呆あきれた様子ながらも、マールは笑みを浮かべてくれた。

　うん、やっぱマールには笑顔で居て欲しいからな。生き残ろう。




　　　　─☆★☆─




　マールとたっぷりいちゃついて夜を明かした翌日。日も上らない未明に俺はふと目を覚ました。

　何か予感がする。

　俺はマールを揺り起こす。

「うぅん……どうしたんですか？」

「起きて装備を整えろ、何か感じる」

　明かりの魔法を付与したライトダガーを鞘さやから抜いてテーブルの上に置く。詰め所の中が着替えるのに十分な光に照らされた。

　マールも素早くベッドから飛び起きて身支度を整え始める。

　俺もほぼ素っ裸なので急いで服や鎧よろいを身に着けた。接合剣とハンターナイフを腰に差し、詰め所の外に出る。

「まだ何も起きてないみたいですね」

「どうかな」

　第四城壁の外側に目を凝らしながらそう言うマールに朝食代わりの果物をストレージから出して渡す。

　多分危険察知が俺を起こしたんだと思う。寝ていたから絶対とは言い切れないが、多分そうだろう。

　果物を齧かじりながら俺は魔力眼で第四城壁の外に視線を巡らせる。

　不自然な点は……あった。

　南西方向の上空に魔力反応が沢山視みえる。

　距離はまだかなりあるようだが、飛行型の魔物となるとすぐ来てもおかしくない。

「南西方向の空に魔力反応多数発見だ。すまんがマール、騎士団長のところに報告に行ってくれ」

「わかりました。タイシさん、気をつけてください」

「任せておけ。ついでに皆を叩たたき起こしてやろう」

　俺は接合剣を鞘から抜き、高く掲げて魔力を集中し始める。

　接合剣の剣芯しんであるクリスタルが青い光を迸ほとばしらせ、神銀の刀身も眩まばゆい光を放ち始めた。

　剣を掲げた先に拳こぶし大の真っ白い輝きを放つ光弾が発生する。

「そぉいっ！」

　掲げた接合剣を振り下ろすと同時に眩く輝く光弾が南西の空に奔はしっていった。

　光の尾を引き、時間が経つごとに更に光が強くなっていく。




　着弾。




　まるで昼間になったかのように明るく大地を照らす爆発が南西の空で発生した。

　遅れて轟ごう音おんと衝撃波が到達する。

　爆発に巻き込まれた魔力反応は消滅、そうでない反応も衝撃波で全て墜落したようだ。

　それなりの高さだったから幾ら魔物とはいえ生きてはいまい。

　あ、レベルが三つも上がってる。ラッキー。

　光か轟音に気付いたのだろう、新市街が騒がしくなり始める。

　すぐに王都アルフェンの防衛準備は整うだろう。

　この日の為に綿密な連絡網も構築されているし、なによりマールがすぐに王都騎士団の騎士団長に報告に行ったからな。

　さぁ、初手は闇夜に紛れた飛行型の魔物による奇襲。俺ならそれで混乱しているところに大兵力をぶつけて一気に蹂じゆう躙りんするが。

　と、そういう風に考えていると王都から遠く離れた南東の森から多数の魔力反応が現れた。

　その数は次第に増え、視界の一部を覆いつくさんという勢いだ。

「ありゃちょっと遠いなぁ」

　さっきの飛行型の魔物よりずっと遠い位置であるため、流石に長射程の極大爆破ヒユージエクスプロージヨンでも届かない。

　見る見るうちに魔力反応の数は増え、王都アルフェンを包囲するかのように横に広がり始める。

　一体何匹いるのか数える気にもならない。

「どれだけ減らせるかねぇ」

　こうして大氾濫が始まった。










　迫り来る魔物の群れ。

　その数およそ二万。

　対する王都アルフェンの防衛戦力は騎士団をはじめとするカレンディル王国の正規兵が約四千人。

　これに冒険者が約一千人、市民兵が約三千人、正規兵と併せて約八千人というのが王都アルフェンの戦力だ。

　魔物の数はこちらの二倍強。防壁があることを考えれば決して分の悪い戦いではないが、目の前にいる魔物が敵戦力の全てとは限らない。

　当然、厳しい戦いが予想される……のだが。










「はーっはっはっは！　魔物がゴミのようだ！」

　俺の頭上から複数の光弾が飛ひ翔しようし、魔物の群れに突き刺さって大爆発を起こす。

　弾け飛ぶ魔物達、舞い上がる肉片と臓物、後に残される半径１００ｍの多数のクレーター。

　魔物の群れに遠距離砲撃を行なう→当然多数の魔物が吹っ飛ぶ→経験値ウマー。

　遠距離砲撃美味しいです。どんどんレベルが上がる。

　まるで生いけ簀すに満杯になっている魚を網でガボガボ乱獲している気分だ。

　無論、俺の極大爆破ヒユージエクスプロージヨンのみで全ての魔物が片付くわけではない。極大爆破ヒユージエクスプロージヨンの間隙を突いて魔物は突破してくる。

「騎兵隊抜剣！　突撃ー！」

「構えぇ！　ってぇー！」

「オラオラ野郎ども！　槍やりを構えろ！　盾をかざして戦友を守れ!!」

「イヤッハー！　稼ぎ時だぜぇ！」

　爆発の余波で傷つき、フラフラの魔物達がカレンディル王国軍や市民兵、冒険者達に蹂躙されていく。彼らの士気は既に限界突破状態だ。

　軽騎兵の抜剣突撃で蹂躙され、市民兵部隊の放つクロスボウのボルトの雨を浴び、それすらも突破したところで冒険者や正規兵の槍や剣を突きこまれる。

　油断して負傷したり、調子に乗って前に出すぎて死ぬ者も居るようだが流石にそこまでは俺の手の届く範囲ではない。

　俺の役目は大群に極大爆破ヒユージエクスプロージヨンを撃ちまくることである。

　とは言え、俺の魔力も無限ではない。

「タイシさん、魔力は大丈夫ですか？」

「うーん、半分切ったくらいかな」

　極大爆破ヒユージエクスプロージヨンは最上級魔法なだけあって、消費魔力が大きい。魔力当たりの効率は凄すごいけども。

　一発当たりの消費魔力は何の発動体も持たない状態で２００、発動体を使用することによって二割から三割カットになるのだが、接合剣の場合は二割半カットになって１５０になる。

　今現在の俺はバリバリ上がってレベルが50、最大ＭＰが３５２８とか凄いことになっている。

　で、有り余るスキルポイントで魔力回復を最大のレベル５まで上げたのだが、一分当たり８から９ほど回復している。単純計算で一時間当たり５００くらい回復する計算だ。

　一時間に三発分は回復するのである。

　ひっきりなしに撃っているわけではないので、まだまだ戦えそうだ。

　魔物の勢いも衰えてきているし。

　というか、魔物のこの行動の目的が本当によくわからない。

　俺の魔法でアレだけ吹き飛ばされれば魔物も怖気づいて逃げそうなものなのだが、愚直にこちらへと突っ込んでくる。

　まるで死ぬために突っ込んできているようにすら見える。

　そんなことを考えながら戦場を見ていると、ゾクリと急に背筋が震えた。

「ん？」

「どうしました？」

「いや、なんか嫌な予感が」

　俺がそう言った直後、戦場に黒い球体が現れた。

　いや、球体？　円？　それとも穴か？

　よくわからない、突如として夜空のような黒い闇のようなものが現れた。危険察知がビンビンとアレが危ないものだと伝えてくる。

「何だあれ、すっごい嫌な雰囲気なんだが」

「わかりません……確かに、よろしくない雰囲気ですね」

　そう話しているうちに黒い闇から赤黒い『手』が飛び出してきた。

　それは血塗れの腐肉に覆われて、ところどころ肉が削げ落ちて骨も見えているような、おぞましい『手』だ。

『手』は黒い闇を押し広げるように闇の縁に手をかける。闇がたわみ、拡大する。

　何かがその黒い闇から出てこようとしているのは明白だった。










「極大爆破ヒユージエクスプロージヨンを相手のゴールにシュゥゥゥ！」




　俺は正義のヒーローの変身シーンを優しく見守る悪役のような寛大な心は持ち合わせていないので、容赦なく何かが出てこようとしている黒い闇に極大爆破ヒユージエクスプロージヨンをぶち込んだ。

　それも一発ではない、合計五発だ。

　闇の奥から極大爆破ヒユージエクスプロージヨンが炸さく裂れつしたような轟音が連続で響いた。五回。

　赤黒い巨大な『手』が力を失って闇からぽとりと落ちてくる。手首から先が吹っ飛んでいるようだった。

　ちなみに『手』の下にいた結構な数、魔物が押し潰つぶされていた。なんということでしょう。

「超！　エキサイティン！」

　念のため、ぼとりと戦場に落ちた『手』も極大爆破ヒユージエクスプロージヨンで跡形もなく吹き飛ばしておく。

　手だけ動き出したら困るからね。

「えーっと……」

「悪は滅びた。さぁ、大だい氾はん濫らんはまだまだ始まったばかりだぞ」

　残念ながら俺はわざわざ強敵を出現させて喜ぶドＭではない。

　あっ、あいつ一匹でレベルが一気に３も上がってる。
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「死者、行方不明者は併せて五十と二名。カレンディル王国史上類を見ない大勝利ですな」

　あの謎のデカブツを仕留めてからプッツリと魔物の増援が途絶え、昼前には王都アルフェンの大氾濫は収束した。

　どうやらあのデカブツが王都アルフェンに押し寄せた魔物達を生み出していたか、率いていたかしていたらしい。

　俺はというと国王やゾンターク、王都騎士団の騎士団長等のカレンディル王国の重鎮達が集まる会議に出席している。マールも俺の横に控えてもらっている。

「ただ、依然として王国内の各所では魔物の動きが活発です。テレスコ、グロウディス、ベルリオン、クロスロードには今現在も魔物が押し寄せています」

「部隊の編成はどうなっておる？」

「ハッ、機動力の高い軽騎兵を中心に正規兵二千五百を救援部隊として再編成を進めております。あと四半刻ほどで編成は終了する予定です」

「冒険者や市民兵にも救援部隊への参加希望者を募っておりますが、こちらの編成は少々時間がかかるかと」

　他の街では未だ魔物の襲撃が続いているということは、あのデカブツが大氾濫の大本の原因ではないということだ。

　アレが母体なのか指揮官なのかはわからないが、あのデカブツと同等の存在が同時に世界中で活動を活発化させるのが大氾濫という現象なのではないだろうか。

　この会議の議題はどの街にどれだけの戦力を振り分けるかというものだ。

　先ほど会話に出てきた街はどれも立派な城壁を備えている城じよう塞さい都市で、過去の大氾濫のデータに基いて考えれば最低でも一週間から二週間、最長で一か月は魔物の襲撃に耐えられるはずだ。

　ただ、救援部隊を動かすのにはどうしても時間がかかる。

　また、転戦を繰り返せば消耗も激しくなるため、いつ、どこに、どれだけ戦力を振り分けるかを考えなければならない。

　今の所比較的余裕があるのはクロスロードとテレスコの二つ。

　グロウディスとベルリオンは押し寄せる魔物の質が高く、旗色があまりよろしくないらしい。

　大まかな位置関係はクロスロードが王都の南西、テレスコが東、グロウディスとベルリオンはそれぞれ北西と西に位置している。

　劣勢のグロウディスとベルリオンには北西にあるドワーフ達の王国、マウントバスより強力な魔物が押し寄せているのだとか。

「やはりグロウディスとベルリオンを最優先と考えて事に当たるべきでしょうな。あの二つが落ちればマウントバスとの交易や、山岳地帯から流入する魔物の対応に影響が出ます」

「問題は戦力の振り分けだ。匙さじ加減を間違えれば押し潰される」

「それに……」

　俺に視線が集まる。

　そんなに見るなよ、照れるだろ。

　というかこの流れは屋敷にも帰らずこのまま転戦する流れですよね、わかります。

　休ませる気無いだろ、お前ら。

「勇者殿をどこに投入するか、ですな」

　俺の存在はもはや戦略兵器扱いである。

　さもありなん、単身で一個騎士団どころか一個軍団を凌りよう駕がするであろう戦果を挙げたのだから、当然と言えば当然だ。

　今回の戦いで国王を含め、カレンディル王国の全ての人間が俺という存在がどういうものなのかを正しく認識したことだろう。

　これで今後の俺の平穏な生活はほぼ約束されたと考えて良いと思う。

「俺は単身でも構わんけどな」

　正直、今となってはその方がずっと効率が良いと思う。

　俺が一人で走っていって魔物を蹴け散ちらすのが一番手っ取り早い。馬より速いしね、俺。下手に手勢を連れて行って乱戦になってしまうと俺の力が十全に振るえないからな。

　ただ、カレンディル王国としてはそうも行かないだろう。

　それなりの数の増援を出さなければ地方都市を治める太守に面目が立たない。

　幾ら俺が現在カレンディル王国が動かせる中での最大戦力とは言え、所しよ詮せん俺は根無し草の部外者なのだ。

「軽騎兵の精鋭五百と勇者殿にベルリオンへと向かってもらい、残りの二千をグロウディスに送るという形でどうだろうか？」

　妥当な判断だ、と会議に参加している全員が思ったのだろう。

　反対意見は出なかった。
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「うおー、すげぇ。あれ見ろよマール、ドラゴンだよドラゴン」

　王都アルフェンを出て数日。

　王都の西に位置するベルリオンが見えてきた頃、同時に目に入ってきたドラゴンに俺は思わず歓声を上げた。

　ドラゴンと言えばファンタジー界の顔役、スター、王様だ。

　リアルで遭遇して心躍らない男がいるだろうか？　いや、いない。

「よ、余裕ですね、タイシさん」

「空飛ぶ火噴きトカゲが怖くて勇者やってられるかい」

　そう言って俺は馬から下り、軽くストレッチをする。

　そうしている間に軽騎兵大隊を率いる大隊長が俺に馬を寄せてきた。

「ゆ、勇者殿、どうされますか？」

「とりあえずあのドラゴンを叩たたき落としてから俺が突っ込んで敵を粉砕する。残敵の掃討は任せる。あと俺を誤射しないように防衛部隊に連絡しておいてくれ」

　接合剣を抜き、ステータスを確認する。うん、ＭＰは全快だ。問題ないな。

「マールは絶対に無理をするなよ。無理矢理付いてきたのに、こんなところで死んだら許さんからな」

「わかりました。タイシさんも気をつけてくださいね？」

「はっはっは、楽勝楽勝」

　笑いながら俺は十歩ほど歩き、マール達と距離を取ってから走り始める。

　最初は軽く、徐々にスピードを上げながら魔力を両足に篭こめる。蹴けった地面が爆発でもしたかのように土砂を巻き上げた。

「ウィンドシールド！」

　風の防壁を展開し、空気抵抗を減衰させる。更に加速して暫く進むとベルリオンを囲む魔物の群れが見えてきた。

　どうやらベルリオンの守備隊は堅実に篭ろう城じようしているようだ。

　とは言えあのドラゴンに上空から攻撃されているようなので、厳しい戦いを強いられていることだろう。空からの攻撃には強固な防壁も意味を成さないからな。

　走りながら極大爆破ヒユージエクスプロージヨンを発動させ、遥はるか前方に展開している魔物の群れに発射する。

　着弾、閃せん光こう。

　衝撃波と一緒に土砂やら魔物の死し骸がいやらが飛んでくるが、ウィンドシールドがそれらを吹き飛ばす。

　ドラゴンが俺の存在に気付いた。

　城壁への攻撃を中断し、こちらに向かって滑空してくる。




　良い度胸だ、気に入った。




　俺は接合剣と左手の中指に嵌はめている発動体の指輪に魔力を込め、滑空してくるドラゴンと相対するように地面を蹴る。

　ドラゴンが顎あごを開いた。

　喉のどの奥が光り、火炎が俺に向かって噴出してくる。




「おらぁっ！」

　それに対して俺は魔力をめいっぱい込めた接合剣を真横に薙なぎ払った。

　剣を振ると同時に刀身から解放された魔力が衝撃波と化し、ドラゴンのブレスを吹き散らす。

　だが、ドラゴンはそのまま俺を丸まる吞のみにしようと顎を開いたまま迫ってきた。

　俺はその口内に左手を向ける。

「かかったな阿あ呆ほうが！」

　左手から発射された爆裂光弾フラツシユがドラゴンの口内に突き刺さり、喉の辺りで大爆発した。

　ドラゴンの頭部があさっての方向に飛んでいく。

　ふははは、その程度予想できないと思ったか。

「勝ったッ！　仕留めたッ！　ベルリオン編完ッ！　ってギャーッ!?」

　ドラゴンは倒したが、それでその巨体の持つ運動エネルギーが消えるわけではない。つまり滑空してきたドラゴンの身体は頭が吹っ飛ばされても俺に突っ込んでくるわけだ。

　俺はドラゴンの死体に吹っ飛ばされて宙を舞った。










「やー、死ぬかと思ったわー。マジ死ぬかと思ったわー」

　ぺっと口に入った土を唾つばと一緒に吐き出しながら起き上がる。

　元々農地だったから土が柔らかかったのか、それとも極大爆破ヒユージエクスプロージヨンで地面を耕したからか、あるいは四桁けたを超えたＶＩＴバイタリテイのお陰か地面に人型の穴をこさえるだけで済んだ。

　ステータスを確認すると思ったよりＨＰが減っていない。ＶＩＴによるダメージ減少補正でも働いているんだろうか。




　身体についた土を軽く払ってあちこちを確かめる。

　なんということでしょう、ミスリル製のプレートアーマーの一部がひしゃげてるっていうか千切れてます。

　自分で買ったものじゃないからいいけどね。

　とりあえずドラゴンの巨大な死体と、少し遠くに半ば埋まっているドラゴンの頭部をストレージに回収しておく。

　これでドラゴン素材の武具が作れる。胸が熱くなるな。
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「もう！　ホントに心配したんですよ!?」

「正直すまんかった」

　縦横無尽に暴れ回り大だい氾はん濫らんの魔物達をあらかた蹴散らした俺は今、ベルリオンの城門前で正座をしたままマールに説教を受けている。

　ドラゴンと相打ちになったかのように吹っ飛ばされた俺を見て心臓が止まりそうになったとのことだ。

　うん、俺が逆の立場なら失神するかもしれん。

　その後何も無かったかのように立ち上がって高笑いしながら魔物を蹂じゆう躙りんしているのを見て、なんか腹が立ったらしい。サーセン。

「今度からはあんな無茶はしないで下さいね？」

「前向きに検討させていただきます」

「し　な　い　で　く　だ　さ　い　ね　？」

「イエス！　マム！」

　にっこり笑いながら極彩色に輝く液体が入ったポーション瓶を振り上げるのはやめてくれませんかねぇ、マジ震えてきやがりますんで。

　ていうかなんなんですか、その物体Ｘは。なんか『懲罰用』ってラベルが貼ってあるように見えるんですけど。

　とりあえず俺の回答に満足してくれたようなので、立ち上がって辺りを見る。

　今は戦場に残っている魔物達を王都からきた騎兵隊とベルリオンの騎馬部隊が共同で掃討している。

　俺の説教される姿は城壁上で警戒を続けている兵達にバッチリ見られていた。

　何見てんだよ金取るぞ。

「ここにはあのでっかい手は出てきませんでしたね」

「そうだな、何か出現条件があるのかもしれん」

　ゲーム的に考えれば人間側の犠牲者が一定以下で、かつ一定以上の魔物が撃破された場合に出現するとか。

　うーん、そんなゲームのイベントみたくなってるもんかねぇ？

　検証するための情報が少なすぎてなんとも言えないな。よし、次の目標はこの辺りの謎の解明にしようか。人跡未踏の秘境探索とかでもいいけど。










　魔物の掃討は日が暮れるまで行なわれ、俺とマールはベルリオンに一晩の宿を取ることになった。

　宿泊先はベルリオンを治める太守の館である。




　夕食を共にした太守が言うには、真っ先に唯一の空の敵への対抗手段と言って良い弩ど砲ほうがドラゴンによって根こそぎ焼き払われてしまってジリ貧になっていたのだとか。

　あのドラゴンは今朝早くにマウントバスのある山岳方向から飛来したらしい。

　そこに颯さつ爽そうと現れた俺がドラゴンをかっこよく討伐したというわけだ。




　異論は認める。




　この後は明日あした一日休息を取り、明後日あさつてにはグロウディスに転戦するとのこと。

　今日の定時連絡によると、まだなんとか防戦できているそうな。

　ベルリオンのほうが王都から近いらしく、グロウディスにはまだ王都からの増援が到着していないのだそうだ。

　うーん、大丈夫だろうか。明日はマールを説得して俺一人先行してみようかね。










「というわけで、明日は俺一人先行しようと思うのだがどうか」

「ダメです」

　即答だった。

「タイシさん鎧よろい壊れてたじゃないですか。あんな状態の鎧を着て戦いにいくつもりですか？　今日の戦い方もそうでしたけど、タイシさん大氾濫が始まってからちょっと調子に乗りすぎです」

「ごめんなさい」

　自覚もあるので素直に謝る。

　だって仕方ないじゃない。レベルがぽんぽこぽんと上がりまくってステータスがインフレしてきたんだもの。

　ちょっと無理をしたくなるお年頃なんです。

「明日はお休みと、タイシさんの鎧の調達です。異論は認めません、いいですね？」

「はい」

　マールには逆らえない。

　マールは俺を心配してこう言ってくれているのだから、無下にするわけにはいかないしね。

　確かに最近調子に乗りすぎだ、自重しよう。幾ら強くなったとは言え、過信は禁物だ。










「修理できるみたいで良かったですね」

「うむ、マウントバスが近いからかドワーフの職人さんが多いよな」

　朝一番に職人街でミスリルアーマーを修理に出し、俺とマールはベルリオンの街をブラブラと歩いていた。

　二人とも目立たないようにいたって普通の衣装にしてある。前にクロスロードの古着屋で買った品だ。

　俺が腰に差しているのはハンターナイフだけ。マールもミスリルショートソードだけなので、道行く人々は俺達が勇者だとは気付かない。

　盛大にお披露目を行なった王都ではともかくとして、意外と俺とマールの顔そのものは広まっていないのかもしれない。昨日説教されてたときは二人とも目立つ鎧を着ていたから、単に地味な格好をしているせいで気づかれていないのかもしれないけど。

「タイシさんは大氾濫が終わったあと、どうするんですか？」

「んー、まずはマールの実家にご挨あい拶さつに行こうかな。その後は大氾濫について調べたり、人跡未踏の秘境に挑んだりしようかなと思ってる」

「ああ、それは楽しそうですね！」

「食い倒れグルメ旅とかもいいよなぁ」

　他愛の無い話をしながら街をぶらついて適当に露店を冷やかしたり、屋敷で待っているフラムやメイベル、ジャック氏へのお土産を買ったりする。

　久々に普通のデートをしてリフレッシュできた気がする。

　ご休憩？　勿もち論ろん致しましたとも。
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　翌日、修理の終わったミスリルアーマーを身に纏まとった俺はマールと一緒に軽騎兵大隊の隊長と打ち合わせをしていた。

「クロスロードと、えーと……」

「テレスコですね」

「そう、テレスコの戦況はどうなんだ？」

「今朝一番の通信によると、どちらも順調に魔物を撃退しているようです。ただ、グロウディスの方は状況が良くないようですね。飛行型の魔物が多いらしく、苦戦しているようです」

　飛行型の魔物が相手だと強固な防壁が意味を為さないからなぁ。

　直接防御の薄い後衛を狙われる恐れも高いし、そりゃ厄介だろう。

「やっぱりグロウディスに向かうのが良さそうだな。急ごう」

「はっ！」

　一日休んで、兵達もリフレッシュできたようだ。

　王都アルフェンの防衛戦終了後、休む間もなく部隊を再編成してベルリオンに来たからな。

　ＶＩＴバイタリテイおばけの俺はともかく、いくらタフな騎士の方々とは言えキツかっただろう。

　馬も休ませたり、場合によっては交換したりしなきゃいけないしな。

「やっぱり少し減りましたね……」

「いくら残敵の掃討がメインとは言え、魔物が相手だからな」

　軽騎兵大隊も昨日の戦闘で軽微ながらも被害を受けた。

　幸い、死者は出なかったようだが重傷者が十数名出て、戦線を離脱している。

　いくら回復魔法で傷は治ったとしても、元通り動けるようになるまでは数日から一週間、下手をすれば数か月単位で療養が必要になる場合もあるのだ。

　以前トロール退治で腕を負傷した槍やり使いのおっさんは今頃どうしてるかね。
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　ベルリオンから馬で走って三日、目の前で繰り広げられている大乱戦に俺は思わず呻うめき声を漏らした。

　ドラゴンよりは随分小さいが、翼のようなものが生えた竜みたいな魔物が目の前の城じよう塞さい都市の上空を舞っている。

　それだけではなく、昆虫型の魔物とか羽の生えたライオンみたいなヤツとか、多数の魔物が城壁上の兵を襲撃しているようだ。

　地上は地上で城壁に張り付き、よじ登っていく魔物だの棍こん棒ぼうみたいなものでガンガンと城壁を叩たたいている巨人みたいな奴だのがわんさかいる。

　王都からの増援である二千の救援旅団も圧倒的な数の魔物相手に防戦を強いられているようだ。あの様子だと死傷者もかなりの数が出てそうだな。




「勇者殿……如何いかが致しますか？」




　優先順位をつけなければならない。

　軽騎兵大隊はマールを連れて救援旅団に合流してもらった方がいいだろう。

　俺は最優先で城門を攻撃している魔物を蹴け散ちらす必要がある。城門が破られればグロウディスの市民に甚大な被害が出るだろうし。

　その後は上空を掃除して、残敵を掃討か。行きがけの駄賃に進路上の魔物を可能な限り蹴散らしていくとしようかね。

「俺が活路を開くから、軽騎兵大隊は俺に続いて救援旅団と合流してくれ。マールも救援旅団に合流しろ、無理はするなよ。その後俺は敵陣を突破して城門を攻撃している魔物を叩く。機を見て反撃に出るよう旅団長には伝えてくれ」

「はっ！」

「わかりました。タイシさん、無理をしないで下さいね」

「善処する。行くぞ！　俺の後に続け！」

　馬を下り、接合剣を掲げて魔力を篭こめながら疾走を開始する。

　後ろから鬨ときの声が聞こえてきた、轟とどろく馬ば蹄ていの音が頼もしい。

「吹き飛べ！」

　接合剣から放出された魔力が複数の爆裂光弾フラツシユと化して進路上の魔物の群れに突き刺さった。

　次々と起こる爆発、ギャグ漫画か何かのように吹っ飛んでいく魔物達。いや、色々千切れ飛んでるからギャグ漫画って言うのは無理があるか。

　射線上に味方がいると大変なので光レ線イや魔砲レイキヤノンは使えない。極大爆破ヒユージエクスプロージヨンは味方ごと吹き飛ばしかねないから、乱戦でのメイン魔法は爆裂光弾フラツシユになる。

　これも気をつけて使わないと味方を巻き込みかねないけどな。

「おらおら退けろ雑ざ魚こどもーッ！」

　進路上を塞ふさぐ魔物どもを魔力を篭めた接合剣を振り回して消し飛ばす。

　なんというかこうなってくると剣術レベル５とか関係ないね。だって振れば消し飛ぶし。

　俺はドＭのバトルマニアじゃないから強武器の使用はやめないけどな！　命懸かってるんですよ、こちとら。

　時折ジャンプして飛び上がり、救援旅団と戦っていたり軽騎兵大隊の進路上を塞いでいたりする魔物を爆裂光弾フラツシユで吹き飛ばす。

　空中に静止したり飛んだりできる魔法があれば楽なんだけどなぁ。飛行するための魔法が風魔法にあるだろうか？

　昨日のうちに試しておけばよかったな。スキルポイントは有り余ってるし。

　そうして戦っているうちに救援旅団のすぐ傍に到着した。

「来た！　勇者殿が到着したぞ！」

「これで勝てる！」

　と、大歓迎状態だった。

　若干言葉が違うが、どこか聞いたことのあるフレーズだ。

　軽騎兵隊の合流まで周辺の魔物を掃討する。マールも無事のようだ。

「城門の掃除に行ってくる。無理するなよ！」

「はい、タイシさんも気をつけてください！」

　無事マールが救援旅団と合流したのを見届け、俺は救援旅団の正面に展開している魔物の群れに突っ込んだ。

　ゴブリンやオークなどの見覚えのあるヤツから、なんかデカいカマキリみたいなのとか、腕が六本ある二足歩行のクマみたいのとか見覚えのないやつまで選り取りみどりだ。

　ゴブリンを蹴けり飛ばして木っ端微み塵じんにし、オークは左手に展開していた光弾の魔法で頭を吹き飛ばした。カマキリの鎌を避け、逆袈け裟さに接合剣を閃ひらめかせて消し飛ばす。クマみたいなものも一緒に吹っ飛んでいった。

　時に接合剣、時に魔法、或あるいは己の肉体から繰り出す蹴りや拳こぶしで魔物を蹴散らしながら魔物の群れを切り裂いてゆく。

　十分に救援旅団との距離は稼いだ。周りは三百六十度魔物だらけだ。




「はーっはっは！　吹き飛べぇい！」




　身体全体に魔力を集中し、爆発させる。俺を中心に閃せん光こうと爆発が発生し、周りの敵を吹き飛ばした。魔力爆轟フオースデトネーシヨンの魔法は実に爽そう快かいである。

　すかさず城門に向けて走る、走る。

　魔力爆轟フオースデトネーシヨンの余波でふらついているトロールを蹴り飛ばし、更に反動で空中から進路上に爆裂光弾フラツシユをばら蒔き、接合剣を振り回して襲い掛かってくる魔物を消し飛ばす。

　俺の通り道には屍し山ざん血けつ河がが築かれていた。

「うおおぉぉぉぉっ！」

　城壁に近づくにつれて大型のモンスターが増えてきた。

　馬鹿でかいキマイラのような魔物が目の前に立ち塞がる。

　身体は鱗うろこのびっしり生えたライオンか何かのようで、蛇とワニとカメレオンみたいな頭がついていた。爬は虫ちゆう類るい系キマイラだな。

『キシャァァァァッ！』

　蛇のような頭が威嚇音と共に紫色の毒霧のようなものを吐いてきた。

　残念、俺には完全な毒耐性があるのでした。

「無駄ァ！」

　俺は構わず毒霧に突っ込んで接合剣を袈裟懸けに振り下ろす。

　爬虫類キマイラの上半身が消し飛んだ。おお、アワレアワレ。

　とは言え特殊攻撃は少々怖いな。

「ウィンドシールド！」

　細かい飛び道具やら破片やらブレスやらを防げる上に、空気抵抗まで減衰してくれる風盾ウインドシールドさんは良魔法やでぇ。

　再び城門への突撃を開始する。

「そぉいやぁ！」

　城門近くにたむろしている筋肉ムキムキマッチョマンな巨人っぽい魔物の横腹に飛び蹴りを食らわせる。二匹ほど巻き込んで横に吹っ飛んでいった。

　接合剣を鞘さやに収め、両拳を握りこむ。接合剣を下手に振ると城壁をぶっ壊しかねないので、ここはステゴロで行かせてもらう。

『ゴォァ！』

「おらぁ！」

　巨人っぽいやつが巨木から削りだしたと思われる棍棒を叩きつけてきたので、魔力を篭めた素手でぶん殴って粉砕してやった。

　おお、こいつ一つ目じゃないか。サイクロプスとかかね。

「ふんっ！」

　棍棒を粉砕されてポカンとしているサイクロプスを魔力を篭めたローキックで強制的に転ばせ、その足を抱え込む。

　脳裏にプロレスの登場シーンとかで流れるあの音楽が流れ始めた。

「ヒャァァァッハァ！」

　自分の数倍どころじゃきかない巨体を豪快にジャイアントスイングし、城門に張り付いているのを含めサイクロプス達を薙なぎ倒す。

　そのまま魔物の群れにサイクロプスを放り投げてやった。魔物達の悲鳴と鈍い落下音が響いた。なんということでしょう。

　城門前を占拠した俺は両手を左右に向ける。

　魔力収束、発動。




「せめて痛みを知らず安らかに　死　ぬ　が　よ　い　！」




　両手から極太の輝く帯が伸び、城壁に肉薄していた魔物達を消し飛ばした。

　周りに誰も居ない戦場ならこれでローリングしてやるところなんだがな。

　とりあえず上空の敵も掃除しなければならないので、城門の上に一気にジャンプする。

「あ、なっ!?　えぇっ!?」

「落ち着きたまえ。王都から救援に来た勇者だ。上空の敵を片付けるぞ」

　うろたえる兵士を無視して俺は接合剣を抜き放ち、上空を旋回する飛行型の魔物を睨にらみつけた。
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「ふぅ……」

　作業や通行の邪魔になる魔物の死体を一通りストレージに収納し、俺は溜ため息いきを吐いた。

　今回も勝った。しかし、空中から激しい攻撃に晒さらされていたため、グロウディスの防衛戦力にはかなりの被害が出ていた。

　圧倒的な数の魔物と野戦をせざるをえなかった救援旅団にも少なくない被害が出ている。

「お疲れ様です、タイシさん」

「マール！　休んでろって言っただろ」

「大丈夫ですよ、これくらいかすり傷です」

　マールはそう言って左腕を動かして見せた。

　彼女が身に纏まとっているバトルドレスの左腕部分、ミスリル製の糸を編みこんで作ったミスリルメッシュが破れ、素肌を晒している。

　先ほどの戦闘でマールは回復薬を駆使して後方で負傷兵の治療をしていたらしいのだが、そこにカマキリ型の魔物が前線を飛び越えて突っ込んできたらしい。

　マールはそのカマキリ型の魔物を周りの兵士と協力して倒しはしたものの、負傷したのだ。

　幸いマールの言うようにかすり傷だったようだが、マールが負傷したと聞いた時は思わず取り乱した。

「それを修理するとなると、王都に戻らなきゃならないな」

「うっ……そうですね」

　ベルリオンで鎧よろいの補修を理由に俺を休ませた手前、マールも俺には反論できまい。

　救援旅団は一いつ旦たん王都に戻り、再編成をする予定だそうだ。マールにはそれに随行して王都に戻ってもらうことになっていた。

「大丈夫だ、俺の規格外さは十分見ただろ？」

「そうなんですけど……心配ですよ」

「そりゃ俺だってそうだよ。目の届かないところにマールが行くのは不安だ。でも、それが一番安全だからな。本当は一緒に行け……れば」

　ふと思い出す。

　そう言えば、空間魔法ってのがあったじゃないか。

　あれでテレポート的な事はできないんだろうか？

「ちょっと待ってくれ」

　今の俺のレベルは61、流石にレベルアップが鈍化してきた。

　身体強化の効くＳＴＲストレングス、ＶＩＴバイタリテイ、ＡＧＩアジリテイは揃そろって１５００を突破しているし、何のブーストもかかっていないＤＥＸデクスタリテイでも４４６、ＰＯＷパワーも８８４、ＭＰなんて４０００を超えている。

　そして最近スキルポイントを全く使っていなかったので、２３９ポイントも余っている。

　一気に空間魔法を最大まで取ると、空間魔法のスキル欄に使える魔法が表示された。宝箱、短距離転移、空間結界、空間切断、長距離転移、空間振動、空間拡張、転移門。

　あるある、あるじゃないですか。長距離転移とか転移門とか使えそうなのが！

「ぴこーん、タイシは空間魔法を閃いた！」

　そう言いながらマールの背後に短距離転移で回り込む。この短距離転移というのは大体目で見える範囲に転移することが可能なようだ。

「何言ってるんで……えっ？」

「わっ！」

「きゃあ!?」

　びっくりするマールに背後から抱きついてやる。

　すぐに俺だと気付いたらしく、マールは呆あきれたような溜息を吐いた。

「もう！　何するんですか！　びっくりしましたよ！」

「まだまだ驚くのは早い、ぞっ！」

　今度は長距離転移を試してみる。

　鮮明に思い出せる場所になら転移できるようなので、王都アルフェンの城壁の上にある詰め所に転移してみた。

「へっ？　こ、ここ、王都の……？」

「うむ、大だい氾はん濫らんの日に過ごした見張り小屋というか詰め所だな」

　マールの手を引いて詰め所の外に出る。

　そこにはもはや見慣れた王都アルフェンの光景が広がっていた。

　俺は王都の外にある俺が作ったクレーターの一つを脳裏に刻み込む。

「大成功だ」

「え、ええ？　何ですかコレ……幻かなにかじゃないですよね？」

「空間魔法だよ。一瞬で離れた場所に行ける魔法だな」

　もう一度グロウディスの先ほどまでいた場所に転移する。

　短距離転移は一回当たりの消費ＭＰが20、長距離転移は１００みたいだな。

「どんどん人間離れしていきますね」

「だってホラ、勇者だし」

「そういう問題ですか？」

「便利でいいじゃないか。馬に乗ってお尻しり痛くならなくて済むし」

「それは確かに」

　そんな話をしながら、俺とマールは救援旅団長のもとへと向かった。

　無論、転移門を使って部隊を迅速に移動するためである。大部隊をほぼタイムラグなしで送れるのは大変なアドバンテージだ。

　特に、今のような状況では。
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「転移門、ですか」

「ええ、空間魔法というものなんですがね。短時間で大量の人員や物資を俺の行った事のある場所に送れます」

「それは願ったり叶かなったりですが……」

　旅団長が言葉を濁す。

　恐らく突飛な話過ぎて信用できないんだろう。

「では我こそは、という人を集めてください。実験をしましょう」

　俺の一言で転移門による転移実験が決まり、すぐに歩兵六名と下士官一名からなる分隊が抽出されてきた。

　士官を含め、全員が叩たたき上げの歴戦の勇士といった風ふう貌ぼうである。

「では、転移門を開きます。場所は王都アルフェンのすぐ近く、俺がこさえたクレーターの一つですね」

　そう言って俺は転移門を作る。消費ＭＰ２００、効果時間十分、任意で消せる、と。

　俺が魔法を発動すると、一辺３ｍほどの正方形の黒いガラスのような膜が出来上がった。これが転移門なんだろう。

「どれどれ」

　俺は徐おもむろに近づき、膜に向かって右手を突き出す。ズブリと向こうに突き抜けた。

「裏側には突き抜けてませんね」

　横から見ていたマールが声を上げる。問題なさそうなのでそのまま進んでみた。

　問題なく目標のクレーターに辿たどり着くことが出来た。俺が引き返して問題ないことを告げると、ぞろぞろと実験分隊が俺について門を抜けてくる。

「これは……間違いなく王都ですな」

「すげぇなこりゃ。重い荷物を背負ってえっちらおっちら歩かなくて済むようになるぜ」

「足腰が鈍なまっちまうなぁこりゃ」

　兵達は軽口を叩きながらも素早く散開し、槍やりを構えながら周辺の確認をする。

　どうやら問題ないようだ。

「一度戻りましょうか」

「はっ！　戻るぞ！」

　全員で今入ってきた転移門を引き返し、元の場所に戻る。

　この魔法の問題は消費ＭＰと効果時間だ。ここに居る正規兵全員を送るとなると、どれだけの時間が掛かることか。

　今の時間当たりのＭＰ回復量が約６００。一時間で三回分──いや、消費ＭＰ軽減も考えれば四回分は回復するわけだから、ＭＰ的には何の問題も無いか。

　実験の成功を受けて旅団長と話し合った結果、負傷していない兵士をこのままここグロウディスに七百人残し、その中からベルリオンに三百五十人を送って防衛力の維持を行なう。

　同時に戦死者や負傷者を含めた残り約千八百人弱を王都アルフェンに送るという事になった。

「マールも王都に戻れ」

「タイシさんはどうするんですか？」

「クロスロードに行く」

　戦況は悪くないらしいが、決して予断を許す状況ではないだろう。

　救援は早ければ早いほど良い筈はずだ。あそこには知り合いも多いし、できるだけ早く助けに行きたい。

　本当なら今すぐにでも飛んで行きたいところだ。だが、流石にこの場を放り出して行くわけにもいかないだろう。

「いいえ、勇者殿。勇者殿にも一度アルフェンまで戻っていただきたいと思います」

　旅団長の言葉に俺は思わず眉まゆを顰ひそめる。いや、ここで感情的になっても仕方が無い。

　俺は頭を振って一度深呼吸し、旅団長に続く言葉を促した。

「王都で冒険者や市民兵等の義勇兵を含めた救援部隊第二波の編成が終わっているようです。正規兵の補充要員の編成も急がせておりますので、そちらの手勢を引き連れて向かっていただきたいとのことです」

「了解だ、すまない」

　俺一人で戦場の敵を掃討できるわけではない。

　俺ができるのは敵主力を引き裂き、ぼろぼろに痛めつけることだけだ。

　散り散りになった魔物を残らず掃討するにはどうしても人手が要る。

　自うぬ惚ぼれてはいけない。俺は確かに強力な力を持ってはいるが、俺一人では戦えないのだ。










　複数開いた転移門に続々と兵達が消えていく。

　主な人員は負傷兵や輜し重ちよう部隊、騎兵だ。グロウディスには歩兵をメインに残していく形となった。

　残していくうち半数の三百五十人はグロウディスにある馬車や馬を徴発してベルリオンに送るらしい。

　グロウディスでは住人達も駆り出され、魔物の死体の処理を急ピッチで進めていた。

　早めに処理をしてしまわないと疫病の原因となったり、最悪アンデッドになったりする恐れすらあるからだ。

　まぁ、暫くグロウディスでは肉料理に困ることはなくなるだろうな。毒持ちも居るから食中毒に気をつけなくちゃならないだろうけど。

　とりあえずこうやって転移門で兵を移動させている間は何もすることが無い。

　十分ごとに張り直さなければならないし、転移中に効果時間が切れてとんでもないことになったりしたら困るので、各ゲートの残り時間をしっかり確認しておかないとならないのだ。

　兵に見られている手前、あんまだらだらしてるわけにも行かないしな。実に暇である。

　なので辺りを見ているしかない。

「退屈そうですね」

「実際暇だからな」

　マールがくれた魔力回復ポーションを口に含む。

　苦い。苦いとしか言いようが無い。コーヒーとかお茶とかピーマンとかの許せる苦さじゃなく苦い。冒ぼう瀆とく的な苦さと言わざるをえない。

「マールさんや、もう少し美味おいしく作れないものかね」

「良薬口に苦し、って言うじゃないですか」

「そこで諦あきらめず美味しく作るのは重要だと思うんだ」

「うーん、前向きに検討します」

　そう言って難しい顔で考え事を始めるマール。錬金術のレベルも３になって一人前だ。

　そろそろ性能だけでなく味も追求して欲しいと切に願うばかりである。

　苦い。泣きそう。

　王都へと部隊を送り終わった俺は、マールと一緒に第四城壁の外、元々『壁外』と呼ばれていた場所に留まっていた。

　元々壁外と呼ばれる区域があった場所には多くの天幕が張られ、王国軍や義勇兵達の野営地と化しているのだ。当然、グロウディスから転移してきたばかりの俺達もそこに留め置かれることになった。

　俺達が地方に救援に行っている間にかなりの数の廃はい墟きよや残ざん骸がいが撤去されたらしく、均ならされた広大な土地に吹く風がどことなく冷たく感じる。

「タイシさん、魔力はどうですか？」

「半分と少しって所だな」

　同時に複数の転移門を作ったりして移動効率を高めたのだが、そのせいで魔力消費が激しくなってしまった。

　これからすぐにクロスロードまで戦力を移動させたら結構カツカツになってしまいそうだ。

「とにかく、マールは防具を修理してこい。慣れない防具を調達して無理についてこようとしてもダメだからな」

「トロールハイドアーマーもありますし……」

「ミスリルメッシュとミスリルチェインの重ね着でも傷を負ったんだぞ。トロールハイドアーマーだったら腕が落とされていたかもしれん。却下だ」

　ついてこようとするマールの言葉を却下する。

　どちらにしろもうカレンディル王国の大だい氾はん濫らんは終わるだろうし、マールが無理に危険を負う必要は無い。

　俺はズルいから自分のことは棚に上げるけどな、経験値欲しいし。

「まずは現地の偵察に行ってくる。部隊の展開地点も決めなきゃならんしな」

「はい、気をつけてくださいよ」

　俺は頷うなずき、接合剣を掲げて長距離転移を発動する。移動先は……冒険者ギルドで良いか。

　フッと視界が歪ゆがみ、少し懐かしいクロスロードの冒険者ギルドの光景が目に入ってきた。

　ギルド内に人はまばらだ。恐らく魔物討伐に駆り出されているんだろう。

　突然現れた俺にギルドカウンターの人がぎょっとしている。ウーツのおっさんはいないみたいだな。

「よう、久しぶり。ウーツのおっさんかクロスロード騎士団のトワニング団長、あるいは一番隊のワルツ隊長に会いたいんだけど、どこに行ったら会える？」




　　　　─☆★☆─




　トワニング団長には西門周辺に行けば会えるということなので、俺はすぐに取り次いでもらえるよう緊急伝令の腕章を借りてさっさと西門へと向かった。

　西門付近には武装した冒険者や兵士達、炊き出しをしているおばちゃんや怪我人を治療している聖職者や錬金術師達でごった返していた。

　俺はそこら辺の兵士を捕まえ、緊急伝令だと告げてトワニング団長のもとに案内してもらう。

「誰かと思えば……久しぶりだな、タイシ殿。いや、今は勇者殿と呼んだ方が良いかな？」

「好きなほうで呼んでくれ。状況はどうなんだ？」

「悪くはないが、良くもないな」

　トワニング団長が言うには魔物の質はともかく、数が多すぎて対処に苦労しているのだそうだ。

　数の圧力が高いから野戦を仕掛けることもできず、かと言って城壁上からの攻撃ではなかなか敵の数を減らせない。

　一日に数度、羽の生えた赤い魔物が大挙して押し寄せてくるのもよろしくない。こいつらだけは質も高いうえに飛んでいるので厄介らしい。

　実際、負傷者の殆ほとんどはその赤い魔物にやられているらしい。すぐに戦線が崩壊する程ではないが、日ごとに負傷者が増えてジリジリと消耗しているとのことだ。

「赤い魔物ねぇ」

　俺が今まで戦ってきたモンスターの種類なんてものは大した数じゃない。

『大氾濫』だし普段出てこないような魔物も出てくるんだろう、と考えていたのだが今まで全く見たことのない魔物が湧いてくるとなるとそいつらは一体何処から来るんだろうか？

　思いつくのは王都で見たあの黒い闇だ。恐らく転移門の一種だろうということは想像に難くない。

　アレがどこか街の近くに開いて次々と魔物を吐き出しているんじゃないだろうか？

　あの闇の奥がどこに繫つながっていて、何がいるのかっていうのはあまり想像したくないけど。

　ただ、デカブツを倒したら王都の事態が収束したことを考えれば、あの闇の奥に大氾濫を引き起こす何かが居るんだろう。

　うーん、魔物という存在とか起源について調べていけば良いんだろうか。

　何はともあれ、まずは大氾濫を乗り越えなければ話にならない。










　城壁の上から展開場所の目安をつけた俺は再び王都へと引き返した。

　混成軍の指揮官との検討を重ね、クロスロードの外側にある丘の上に展開することになった。

　クロスロードの街中に戦力を送る案も出たが、クロスロードの城壁は王都の第四城壁に比べて展開できる戦力が限られているため、大部隊を展開することができず増援の意味があまり無い。

　魔物の質の低さを考えると、俺の突撃で敵を減らした後に野戦で片付けるのが良いだろうと判断された。

　再び暇な部隊輸送を開始する。

　正規兵と義勇兵から構成される混成軍は併せて約二千人程も居る上に、義勇兵は正規兵に比べて行軍速度が今ひとつなのでなかなか部隊展開が進まない。

　全ての部隊が展開を終えるまでに残りＭＰが１０００を切ってしまった。

「さて、どうしたもんかね」

　丘の上に展開した正規兵・義勇兵混成軍を見て溜ため息いきを吐く。

　野戦に備えて布陣を開始しているようで、武器を手に兵達が動き始めている。

　日が落ちるまでは一刻ほどか。

　それまでに片付けられるだろうか？　今までのペースを考えれば不可能ではない。

　魔力が少々心配だが、魔力消費が比較的少ない接合剣での攻撃や魔力爆轟フオースデトネーシヨンを多用すればやれないことはないだろう。

　魔力の回復を待ち、明日あしたの朝になってから戦う方が確実ではある。

　その分クロスロードの防衛戦力、及び今しがたこちらに転送してきた混成軍の被害が大きくなる恐れも大なわけで……判断が難しい。

　夜になれば魔物の攻撃は確実に活発化する。この夜を越せない人が何人いるだろうか。

「んー……」

　俺は難しく考えるのをやめた。下手の考え休むに似たり、こういうときは身体を動かすに限る。

　そもそも考えても結論の出ない問題だ。

　やらない後悔よりもやる後悔をここは取っていこうと思う。

　俺が動くと動かざるとに関係なく魔物はクロスロードを襲い続けるわけで、それなら俺が一匹でも多く減らした方が被害は少なかろうし。

　俺一人なら逃げるのもなんとでもなるしな、うん。そもそも俺が突っ込んで戦って注意を引いたほうが防衛戦力にせよ混成軍にせよ被害は少なく済むだろう。

　よし、決めた。

　俺は混成軍の指揮官に突撃する旨を伝え、機を見て魔物の掃討に移るよう伝えておく。

　今回の混成軍の指揮官は王都での俺の戦いしか見ていなかったため了解を得るのに多少苦労したが、グロウディスでの俺の戦いを見ていた仕官の口添えもあってなんとか了承を得ることが出来た。

「くれぐれも気をつけてください、貴方あなたが倒れれば士気に大きな影響が出ます」

「大丈夫だ、ヤバくなったら逃げるからな。吶とつ喊かんするぞ！」

　そう叫んで俺は混成軍の頭の上を跳び越すように大ジャンプし、魔物の集団に突撃を開始する。

　敵軍の中核戦力はゴブリンで、中にはトロール等の中型の魔物も居るが強力な個体は殆ど居ない。

　グロウディスを襲っていた魔物に比べれば魔物の質は月とスッポン、とまでは行かないがかなりの開きがある。

　接合剣を振り回して雑ざ魚こを蹴け散ちらしつつ群れの中心へと進んでいく。

　上空からもしこの光景を見ていれば、魔物の群れを切り裂いていく俺の姿を見ることが出来るんじゃないだろうか。

　立ちはだかったトロールを飛び蹴げりで吹っ飛ばし、巻き込まれたゴブリン達が悲鳴を上げる。

　退路は既に大量の魔物達が塞ふさぎ、全周囲を囲まれたような状態だ。群れの中心まで吶喊した俺に魔物達の視線が集まる。

　そんなに見つめるなよ、照れるじゃないか。

　飛び掛かってきたゴブリンを裏うら拳けんで粉砕し、別方向から飛び掛かってきた大型の狼のような魔物を後ろ回し蹴りでミンチにする。

　魔物の密度が更に高まってきた。そろそろ頃合か。

　魔力を体内で循環させ、加速し、圧縮する。

「クロスロードよ！　私は帰ってきた！」

　通常よりもかなり多めの魔力を圧縮し、全周囲に解放して全力全開の魔力爆轟フオースデトネーシヨンを発動させた。

　範囲面積当たりの魔力効率は魔力爆轟フオースデトネーシヨンの方が極大爆破ヒユージエクスプロージヨンよりも上だ。使い勝手は、と言うとわざわざ突っ込まなくても良い極大爆破ヒユージエクスプロージヨンのが上だけども。

　目論見通り、広範囲の魔物が俺を中心に発生した衝撃波で吹き飛ぶ。

　よし、あとは適当に──ん？

　王都で感じたのと似たような寒気を背筋に感じた次の瞬間、頭上に王都で見たような黒い闇が発生した。

　マズい、アレが来るのか？　今残りＭＰが８００くらいしか無いぞ。ええい、ままよ。

「極[image: ]　大[image: ]　爆[image: ]　破ヒユージエクスプロージヨン！」

　頭上に四発の光弾を発生させ、黒い闇に向かって発射する。

　光弾が空気を引き裂くような音を立てながら闇に突き刺さり、そして爆発音が一回、二回……二回!?

　闇が降りて、いや噴出してくる。

　漆黒の闇から黒い闇が瘴気のように噴出し、俺の視界を閉ざそうとする。

　危険察知がガンガンと頭の奥で警鐘を鳴らす。

　魔力を足に篭こめ全力でその場を離脱、何かが今まで俺の立っていた場所を抉えぐった。

　後頭部がチリつくので咄とつ嗟さにしゃがむ、何かが今まで俺の後頭部があった場所を薙なぎ払った。

　この黒い闇の中はヤバい。次々と襲ってくる正体不明の攻撃を無様に避けながら何とか黒い闇の中から脱出する。

「いよっしゃあぁぁ!?　うおぉ!?」

　と思ったら抜け出した闇から鋭い何かが飛び出して俺に向かってきた。

　咄嗟に黒い槍やりのようなものを接合剣で切り払い、消し飛ばす。

　よく見たらミスリルプレートのあちこちに斬られたような跡がついている。ちゃんと修理してなかったら怪我してたかもしれん。

『スキャン──魔力パターン、ユニット３４３を破壊した者と一致。魔力量、ダブルエックス』

　壊れたスピーカーのような不快な声が黒い闇から聞こえてくる。

　なんだこいつは、まるでロボットか何かみたいな感じだな。

『司令部より抹殺命令を受信、排除する』

「おいおいなんだよそれ、一方的過ぎるだろう」

　闇が収縮し、一つの形を取る。

　それは赤く光る目を持つ漆黒の獅し子しだった。

　たてがみの一部と脇腹が欠けているのは極大爆破ヒユージエクスプロージヨンを受けたからだろうか。

『予定されている調和を乱す者は排除されねばならない』

　黒獅子が無音で飛び掛かってくる。

　予想外のスピードと奇妙な感覚のズレが俺の行動を一瞬遅らせた。

　そして、その一瞬は獅子の攻撃を俺に届かせるのに十分な時間だった。

「うごぁっ!?」

　黒獅子の巨体による体当たりをまともに受けて吹っ飛ばされる。

　何かがミスリルプレートを突き破り、俺の胴体に沢山の刃物が突き立ったかのような痛みが走った。

　吹っ飛ばされる俺の視界に赤いものが映る、血だ。

　何だこいつ、身体から刃物でも出すのか？

「げはっ……くそがはっ！　げほっ」

　息が苦しい、だらだらと血が地面に落ちる。咳せきをすると一緒に血が出る。

　刺し傷が肺か気道を傷つけているのか？

　意識が遠くなりそうになるがなんとか回復魔法を発動。頭上に危険を察知、咄嗟に横に転がる。

　漆黒の塊が音も無く俺が今まで居た場所を押し潰つぶし……音が無い？

「げふっ、タイミングが、ずれたのは、それのせいか」

　こいつの動作には一切音が無い。しかもよくよく見れば地面を蹴っても土煙の一つも上がらない。

　これがさっき違和感を感じた正体か。タネが割れれば対処はできるな。

　起き上がりながら黒獅子が追撃の為に振るってきた尻しつ尾ぽを接合剣で斬りつけてやる。

　太い尻尾が中ほどから千切れて宙に舞った。攻撃は通る、ならなんとかなるか？

　回復魔法が効いてきたからか、呼吸が楽になってくる。ＨＰは八割方回復していた。
















　黒獅子に向かって斬りかかろうとしたところで背後から危険を察知したため咄嗟に伏せる。

『グオォォォォォォッ！』

　黒獅子に無数のボルトが突き刺さる。

　黒獅子と戦っている間に混成軍が前進を開始したらしい。

　どうやら俺の戦っている黒獅子に向かって市民兵がクロスボウで援護射撃をしてくれたようだ。

　三発くらい俺の背中に当たるボルトがあったっぽいけどな。おのれ混成軍、俺をこっそり亡き者にするつもりか。まぁ悪気は無いんだろうけど。

　俺は黒獅子が怯ひるんでいる隙に懐に飛び込み、胸の辺りを斬り付ける。同時に魔力の収束開始。

　ごっそりと黒獅子の胸部分が消滅し、反撃とばかりに黒獅子の胸から漆黒の槍が無数に飛び出してきた。発動。

　一瞬視界がブレて３ｍほど横にずれた場所に俺は短距離転移する。

　それに反応して黒獅子の胴体から俺に向かって更に漆黒の槍が伸びてきた。




「しゃらくせぇ！」




　魔力を篭こめた接合剣の一振りで向かってきた槍を消し飛ばし、再度肉薄する。

　俺の接合剣の間合いから逃れようと黒獅子はサイドステップで大きく跳んだ。巨きよ軀くが音も無く10ｍ以上跳ねる。

　だが、今の俺には間合いなど意味は無い。

　黒獅子が跳んで稼いだ距離を短距離転移で『跳んで』詰める。黒獅子の赤い目が一瞬見開かれた。

　袈け裟さ懸がけ、踏み込んで横よこ薙なぎ、黒槍が伸びてくる、摑つかんで振り回し、黒獅子を地面に叩たたきつける、音は無い。




「！」




　黒獅子が起き上がろうとする前に滅多切りにしてやる。

　接合剣の触れた場所がごっそりと消滅し、巨軀だった黒獅子がどんどん小さくなる。

　せめてもの抵抗か、黒獅子の一部だった黒い塊が槍を伸ばしてくるが、タネが割れればどうということはない。

　伸びてくる槍も接合剣を振って消し飛ばす。

　黒獅子の大半が既に消滅し、残っているのは頭部の一部のみだ。

　こんな状態でも攻撃してくるって事はこいつ、不定形生物なのかね。

「おいコラ答えろ。お前はなんなんだ？　司令部や予定されている調和ってのはどういうことだ？」

『戦闘ログを送信……機能停止』

　黒獅子だったものは俺の質問に答えず、どろりと溶けて地面に染み込んだ。

　後で復活して来ても困るので染み込んだ地面を爆裂光弾フラツシユで吹っ飛ばしておく。










　辺りを見ると、いつの間にか魔物の数が随分と減っていた。

　俺が黒獅子と戦っている間に混成軍が野戦で魔物を掃討したらしい。

　改めて鎧よろいを見るとミスリルアーマーはズタズタの穴だらけになっていた。傷口から出た血も固まりかけている。

　よくこんな傷を負って生きているもんだな、これが四桁けたのＶＩＴバイタリテイおばけの為せる業なのだろうか。

　冷静に考えると内臓どころか心臓や肺もズタズタにされて即死してそうなもんだが。

「しかしなんともすっきりしないなぁ」

　もう戦闘は収束に向かっている。

　俺は接合剣を鞘さやに収めて黒獅子の発言を考える。

　確か俺の『魔力パターン』が『ユニット３４３』を破壊したのと一致、と言っていたな。

　魔力パターンってのはよくわからんが、指紋みたいなユニークな情報だと推測は出来る。黒獅子がそれを知っていたって事は、王都に現れた『手』と黒獅子は情報を共有しているということだよな。

　それに『司令部』って言葉も出てきてた。つまり『手』と『黒獅子』は同じ『司令部』の指示で動いている『ユニット』ってわけだ。

　で、周りの状況を見る限り『ユニット』ってのは地区ごとの大だい氾はん濫らんを指揮・統括している存在と考えられる。

「予定されている調和ねぇ……」

『司令部』はなんらかの目的を持って大氾濫を起こしている。

　目的は『予定されている調和』なんだろうが、その手段が大氾濫ってことだよな。

　大氾濫で各国を攻撃し、人間を減らすことによって達成される『予定されている調和』ねぇ。いや、減ってるのは人間だけじゃなく魔物もか。

　人間と魔物、双方の勢力を削って得る調和。

「人間同士の戦争を防止するためとか？」

　安易な推測ではあるが、それくらいしか思いつかない。

　定期的に魔物が大量発生するんじゃおちおち侵略戦争なんてする暇無いだろうしな。

　しかしそれで犠牲になる方はたまったもんじゃないよなぁ。他に何か理由があるんだろうか。

「まぁいいか、今は疲れた」

　ＭＰが２００くらいしかない上に重傷を回復魔法で無理矢理治したからなのか、身体がすごくダルい。

　あっ!?　あの黒獅子野郎苦労した割に素材の一つも落としてないじゃないか！　レベルは二つ上がったが……ギギギ。

　くそう、ベルリオンで手に入れたドラゴンが最大の収穫か。










　ダルい身体を引きずってクロスロードに戻ると大歓迎状態で迎えられた。

　俺が大量の敵を魔法で吹っ飛ばしたり黒獅子と死闘を繰り広げたりしていたのを固かた唾ずを吞のんで見守っていたらしい。

「凄すごい怪我してるじゃないか!?　おい、診療所に運べ！」

「おいやめろ、怪我なんてしてない」

「怪我人はそう言うんだよ！　大丈夫だ、任せろ！」

　半ば強制連行状態で野戦病院じみた場所に担ぎ込まれ、屈強な男達に鎧を剝はぎ取られる。

　大丈夫大丈夫、痛くないからとか言って俺を押さえつけるな、おいやめろ、俺はノンケだ。胸板を触るな！

「あれ？　見た目の割に傷らしい傷がありませんね？」

　ちょっと本気で抵抗しようかと思っていたら胸板を触っているのはリネットだった。

　どうやら俺の姿を見て重傷を負っていると勘違いされ、運び込まれたようだった。

「自前の回復魔法で治したんだよ」

「血だらけだから勘違いされたんですよ」

　そう言ってリネットは苦笑しながら俺の胸板にもう一度触れた。俺の全身の汚れが一気に綺き麗れいになる。

　そういえば生活魔法に浄化とかあったよな、すっかり戦闘脳になって忘れてたわ。

「一番隊は無事なのか？」

「ワルツ隊長が怪我をしましたけど、命に別状はありませんね。全体で見ても死者は出てなかったと思いますよ」

「そりゃ良かった……あー、疲れた腹減った」

　とりあえず脱がされたボロボロのミスリルプレートアーマーはストレージに仕舞い込み、普通の服を着る。

　部分鎧も全部ストレージに入れてしまおう、今日はもう戦いたくないぜ。

「なんだかつい何か月か前に一緒にトロール退治に行っていたのに、凄い人になっちゃいましたね。あの時から大概凄かったですけど」

　俺が強制的に寝かされたベッドから起きるのを手伝いながらリネットがしみじみとそんなことを言う。

「周りが騒いでるだけで俺はそんなに変わってないけどな、まぁ確かに強くはなったかもしれんけど。ああ、それと金持ちにもなったぞ。げっへっへ、リネットを金の力でいいようにしてやろうか」

「何言ってるんですか、マールさんに刺されますよ？」

「ですよねー！　最近マールも剣の腕が上がってきてるからな、アホなことやってると背後からブスリとやられるかもしれん」

　クスクス笑うリネットにそう返して俺も笑う。

　そうしているうちに混成軍の怪我人が運ばれて来たので俺はその場を後にした。

　ウーツのおっさんはどうでもいいな、灼しやく熱ねつの金かな床とこ亭ていに行くか。

「いらっしゃいませ……おや、お久しぶりです。活躍の噂はクロスロードにも届いていますよ」

　灼熱の金床亭を訪ねると初めて訪れた時と同じように亭主が迎えてくれた。

　そういや亭主の名前を聞いていない気がする。不便でもないから良いけど。

「今も外で大活躍してきたところだよ。食堂でメシ食えるか？」

「まだ仕込み中ですからねぇ、おおいピニャ！」

　亭主がピニャの名を呼びながら食堂へと向かったので、俺もその後についていく。

　食堂に入ると、そこには何かの内臓を下処理しているピニャの姿があった。どうやらタレか何かに漬け込んでいるらしい。

「何さ？　今仕込みの途中……ってタイシじゃない。久しぶり、マールちゃんはどうしたの？」

「マールは王都でお留守番、俺はクロスロードに出張して勇者業だよ」

　俺がそう言いながらカウンターに腰掛けると亭主が厨ちゆう房ぼうからエールを一杯持ってきてくれた。

　ああ、疲れた身体にエールが沁しみる。

　まだ色々な処理で忙しいからかそれとも単純に仕込み時間だからか、俺のほかに客は居ない。

「あら？　じゃあ外の魔物はいなくなったの？」

「おう、半分くらいは俺が倒したと思うぞ。というわけでメシ食わせてくれ、腹減った」

「はいはい、銅貨５枚ね」

　俺を労う態度の見えないピニャに嘆きながら俺は銅貨５枚をカウンターに置いて突っ伏す。

　暫くして出てきた食事は宿を取っていた時に出たものとは比べ物にならないくらい大盛りだった。

　何の肉かはわからないがじゅうじゅうと音を立てる肉厚のステーキに、野菜のたっぷり入ったポトフ。大盛りのパスタに果物までついている。

「大サービスだよ」

「ピニャさんマジ天使」

「はいはい」

　笑いながら厨房に戻っていくピニャの小さな後姿に両手を合わせて拝んでから肉厚のステーキにナイフを入れる。じゅわっと肉汁がしみでてきた。

　表面はよく焼けているが、絶妙なミディアムレア。ただ焼いただけでなくしっかりと肉に下味がつけてあるし、ちょっとピリ辛のソースが実によく合う。

　ポトフにはごろんとした食い応えのあるニンジンやジャガイモのような野菜やしっかり味のしみたキャベツなどが入っており、塩味は若干控えめでさっぱりとした印象。

　大盛りのパスタはニンニクと塩味の利いたペペロンチーノっぽい。俺が知っている唐辛子は赤いが、この世界のは緑色らしい。そういやトマトも緑だったな。

　全体的に濃い味で辛め、正直ジャックさんの作る料理の方が上品で繊細だ。

　だがガッツリ食いたいこんな時にはこういう味付けが至高だと俺は思う。実に満足だ。

「あー、食った食った」

「良い食いっぷりだったね。今日はウチに泊まっていくのかい？」

「いんや、帰るよ。また今度マールと一緒にメシ食いに来るわ」

　たらふく食ってひと心地ついた俺はそう言って席を立った。

　ＭＰもある程度回復したし、トワニング団長に挨あい拶さつして帰るとするかね。




　　　　─☆★☆─




「いやぁ、大氾濫は強敵でしたね」

「お前は一体何を言っているんだ」

　俺の言葉にゾンタークが真顔で突っ込んできた。

　まぁ今回は完全に俺一人でテレスコを襲ってた魔物を殲せん滅めつしたからね。

　戦場は満遍なくクレーターだの岩がん槍そう隆起だの焦土だので滅茶苦茶だ。あちこちに魔物の肉片だの消し炭だのも転がっている。

　自重せず極大爆破ヒユージエクスプロージヨンや各属性の最強魔法で蹂じゆう躙りんした結果がこれである。反省はしていない。




　　　　─☆★☆─




　王都に戻った俺は一晩だけ休み、翌日の朝には鎧よろいを新調してクロスロードに戻ることにした。

　マールのミスリルメッシュはまだ修復できていなかったのでお留守番だ。

　俺の鎧は素材こそミスリルだけれども、普通と言えば普通の鎧なのでピッカピカの勇者仕様に拘こだわらなければ王都には在庫があったのだ。

「気をつけてくださいね？　本当に気をつけてくださいね？」

「大丈夫だ。自重せず本気でやってくるから」

　ぶっちゃけ軍の大量輸送のせいでＭＰが枯渇していなければあの黒くろ獅じ子しも余裕で蹂躙していただろう。痛い目に遭ったのは兵員の大量輸送にＭＰを費やしてしまったからである。

　空間魔法を修得する前は普通に軍に同行していたので残敵の掃討を軍にしてもらった方が魔力コスト的に良かったのだが、軍に同行してもらうために魔力を大量消費するんじゃ本末転倒だということが昨日の黒獅子戦で身に沁みた。

　それなら俺一人で転移して広範囲を更地にしてでも魔物を殲滅した方がよっぽど安全である。俺の命が。

　よって、今回テレスコには一人で突っ込もうと決めていた。

　俺はさっさとクロスロードの冒険者ギルドに長距離転移を行なう。

「おーっす、ウーツのおっさん久しぶり」

「うおっ!?　今どこから湧いた!?」

「人をボウフラか何かみたいに言うなよ。テレスコへの道を教えてくれ」

　突如現れた俺に驚くウーツのおっさんだったが、すぐにテレスコへの道順を伝えるべく地図を持ってきてくれた。

　クロスロードの西門から出て北への街道を道なりに行けば辿たどり着けるらしい。

　馬で急げば三日くらいらしいが、俺が本気で走れば多分今日中に着くな。またレベル上がってステータスがわけわからんことになってるし。

「じゃ、俺一人でテレスコに行って魔物ぶっ飛ばしてくるから。各所に連絡よろしく」

「は？　おいちょっとまて──」

　ウーツのおっさんに一方的にそう告げてクロスロードの西門へと走る。人にぶつかるのもめんどいので建物の屋根伝いに。

　なんというか本気でジャンプすると二階建ての建物の屋根とかに余裕で飛び乗れるようになってきた。完全に人間やめてきてるな、俺。

　城壁近くの家の屋根から城壁へと飛び上がり、そのまま飛び降りて走り出す。

　なんか城壁で兵士が騒いでいる気がしたが、無視した。とっとと大氾濫を収束させて屋敷で休みたい。マールといちゃついたり新しい武器を作ったりしてのんびりと過ごしたいのだ。

　接合剣があれば十分だろうって？　実はそうでもない。

　接合剣は強力だがちょっと魔力篭こめて振り回すだけで大破壊を引き起こすので、大氾濫みたいな対多数の戦闘にはともかく通常の戦闘には使い難すぎる。




　神銀棍は接合剣のせいで折角作ったのに出番が無いしな！




　単に神銀で作っただけの剣とか用意するべきか。大物用に刀身のデカい大剣も作ろうかな。

　ああ、時間があるなら大剣はオリハルコン製にするのも良いかもしれない。大剣なら重い方が良いだろうし。

　手加減用にお手軽簡単な射撃武器も欲しいな。俺の魔力だと魔法とか使ったら色々と消し飛ばしてしまいそうだし。

　元の世界ではチームに分かれてお互いに銃で撃ち合う所謂いわゆる『ＦＰＳファーストパーソンシューティング』もやりこんでたからね、自分とかマール用に銃とか作りたい。完全に趣味の領域だけど。

　拳けん銃じゆうに関しては割とリアルな感じに分解できるガスガンとかも持っていたので、構造はなんとなく思い出せる。

　でも普通に銃を作っても面白くないな。折角のファンタジーだし魔法を撃ち出す銃とかにしてみるか。

　しかしそれはそれでファンタジー通り越してＳＦになりそうな気がしないでもない。レーザーガンでＺＡＰＺＡＰＺＡＰとか。

　鞭むちとか蛇腹剣とかパイルバンカーとかドリルとか浪ろ漫まんな武器も作りたいな。問題は素材とか作動原理とか色々あるけど。

　そんなことを考えながら俺はテレスコに向かって全力疾走する。風除けのために風盾ウインドシールドも展開済みだ。

　比べるものが無いから今ひとつよくわからないが、新幹線並みのスピードが出てるかもしれん。

　走り始めて三時間ほどでテレスコに辿り着いた。途中で小さめの魔物の群れをいくつか見つけたので消し飛ばしておいたが、なかなかの速度だったと思う。







　テレスコの街の城壁はクロスロードよりも堅けん牢ろうで、厚みがあるようだった。

　ゲッペルス王国との国境に近い街だからだろうか？　理由はどうでも良いか。

　厚みがあるために兵力の展開をしやすいようで、クロスロードよりも多くの戦力を城壁上に配置できるようである。

　今も弩ど砲ほうや投石器などの大型兵器や城壁上に展開した弓兵が街に群がる魔物達に激しい攻撃を加えているようだった。

　魔物の主力は二足歩行する獣のような奴らだ。粗末な武器で武装しているようだが、中には石を投とう擲てきしているやつもいる。

　他には数が少ないながらも飛行型の魔物やサイクロプスのような大型の魔物もいる。

　ただ、激しい抵抗によって大型の魔物や飛行型の魔物は城壁に近づけないでいるようである。サイクロプスなんて弩砲の良い的だろうしな。

　魔物達は城壁から少々距離を取った場所で右往左往している。絶好の砲撃チャンスだった。




　　　　─☆★☆─




「で、朝からいないと思ったらお前はこんなことをやらかしてくれていたわけか」

「なんか文句あるのか？」

　俺の言葉にゾンタークは溜ため息いきを吐きながらこめかみを押さえた。カレンディル王国の面子とか色々あるんだろうけども面倒くさくなったんだもの、仕方ないじゃない。

　今回はボスっぽいのも出てこなかったし、右から左へと順番に極大爆破ヒユージエクスプロージヨンや属性魔法で隙間無く吹き飛ばすだけで全てが終わった。

　地、水、火、風、四属性魔法のレベルも最大の５まで上げて試し撃ちをしたのだ。

　地の最強魔法は広範囲に岩槍が隆起する、という言葉は生温いか。爆発的に発生する魔法だった。

　激しい土煙を上げて次々と地面から突き出てくる岩槍、粉々になって吹き飛ぶ魔物達。まるで地面が牙きばを剝むいて広範囲を咀そ嚼しやくするかのような魔法だ。

　水の最強魔法はバスケットボールほどの水球を生み出すものだ。実に地味である、発生した直後だけは。

　この水球を魔物の群れの中央に撃ち込んでみたところ、一瞬で蒸発するかのように水が消え去った。首を傾げた瞬間、これまた広範囲の魔物が一瞬で全身を凍らせて砕け散った。

　よくわからないが、広範囲のモノを瞬間冷却して粉砕する魔法らしい。恐ろしい。

　火の最強魔法は極大爆破ヒユージエクスプロージヨンによく似た魔法だった。広範囲を焼き尽くす握にぎり拳こぶし大の火球を発射するものだ。

　極大爆破ヒユージエクスプロージヨンと違うのは、爆発した後もその場に高温の炎が荒れ狂う部分である。極大爆破ヒユージエクスプロージヨンは爆発して範囲内の対象を吹き飛ばしたら綺き麗れいさっぱり効果が消える。

　というか燃えているうちに上昇気流が発生したのか火炎旋風が発生して更に広範囲の魔物を焼き払っていた。こっちの方が極大爆破ヒユージエクスプロージヨンより恐ろしい魔法のような気がしないでもない。

　風の最強魔法は一番エグかった。広範囲の敵を巻き込みながら切り刻む突風を発生させるのだ。

　不可視、かつ広範囲。幅十数ｍ、奥行き１００ｍくらいの空間が丸ごとミキサーにでもかけたかのような惨状だ。率直にグロい。

　他の属性の最強魔法に比べると比較的容易に範囲を絞ることが可能だ。殺傷能力が高く、回避も困難で範囲の調整も可能、とかなり使い勝手が良い。

　ああ、あと風魔法レベル４でついに念願の『飛行』の魔法を覚えた。速度とかいまいちだったので、練習とか工夫をしてジェット機くらいの速度で飛べるようになろうと思う。

　そんなわけで俺は極大爆破ヒユージエクスプロージヨンや各種属性魔法の『試射』という名の蹂躙で魔物どもを吹き飛ばし、さっさと王都に帰ってゾンタークに報告をしたのである。

　そして俺の報告を受けたゾンタークは溜息を吐きながら事後処理のための人員を手配し、俺の転移門を使ってテレスコまで飛んで来たわけだ。

　何故ゾンターク自らがついてきたのかと俺も首を捻ひねったのだが、ゾンタークの妹がテレスコの太守に嫁いでいるのだとか。

　早い話がゾンタークはテレスコの太守の義兄にあたるわけだ。なるほど、色々と話を通すなら適任だろう。

「で、俺帰ってもいい？」

「……一応太守に挨あい拶さつがあるのでついてきてくれると嬉うれしいんだが」

「それ、お前の義弟だって話じゃないか。というか魔物を掃討しただけで十分だろ？　いつまでもこんなところに居られるか！　俺は帰るぞ！　あ、報酬は後日適当によろしくな。なんなら鉱石とか錬金素材の現物払いでも構わんぞ。ケチったら暴れるけど」

「はぁ……わかった、今更勇者殿を敵に回すような根性は我が国には無いから心配するな。暫くは国内の掌握に時間がかかるだろうから、報酬に関しては時間がかかるぞ」










　胃の辺りを押さえるゾンタークと別れ、俺は早々にテレスコを後にした。今度ゾンタークにはマール謹製のよく効くポーションを贈ってやろう。すっごいまずいの。

　最早我が家として定着した王都アルフェンの屋敷の門前へと長距離転移し、玄関へと歩きながら鎧や接合剣などの装備をストレージに放り込む。

「お帰りなさいませ、ご主人様」

　ちょうど階段の手すりを拭ふいていたフラムが俺に気付いて出迎えてくれた。

　艶つやのある黒髪、凛りんとした意志の強そうな顔つき、しっかりと隙無く着込んだメイド服。いつの間にかすっかりメイドが板についているな。

　俺が預けた剣は流石に帯剣していないか。メイド服のまま腰に下げるわけにもいかないだろうし、仕方ないかね。

　何か上手い方法でも考えてみるとしよう。

「ただいま、マールは？」

「錬金工房に行ってみたり、リビングに行ってみたり、寝室に行ってみたりと落ち着かない様子でウロウロしてますよ。今はリビングで寛いでいるかと」

「そうか、ありがとう」

「どういたしまして」

　自然に笑みを浮かべるフラムに一瞬どきりとする。あの晩以来フラムはたまにこういう自然な笑みを浮かべるようになった。

　経緯はどうあれ、結果としてああいう笑みを浮かべてくれるようになったなら、俺とフラムの出会いそのものは悪いものではなかったのだと思う。

「どうしたんですか？」

「いや、なんでもないよ。ありがとうな」

　もう一度そう言って俺はフラムと別れ、リビングへと向かう。

　そこには落ち着かなげにお茶を飲んでいるマールがいた。俺の顔を見るなりマールの顔が輝く。

「ただい──」

「おかえりなさい！　怪我は無いですか!?　無事ですか!?」

「大丈夫です心配いらな痛い痛い」

　突撃してきたマールが俺の全身をくまなく調べてくれる。

　マールさんや、怪我していなくても痛いボディチェックはどうかと思うんだよ。それって怪我してたら超痛いってことやん？

「これでカレンディル王国は一段落ついたが……ミスクロニア王国は無事なのかね。すぐに向かうか？」

「それは多分大丈夫だと思います。ミスクロニア王国には勇者が三人いますから」

　俺の言葉にマールはあっけらかんとした様子でそう答えた。

　三人も勇者がいるのか。

　俺と同じくらい強かったりするんだろうか？　もしそうなら余裕だろうな。

「どんなヤツなんだ？」

「私の父と、有力貴族の長男と、元冒険者の女性ですね」

「えっ？　マールのお父さんがなんだって？」

「私の父も勇者です」

　嫌な予感しかしない。

　ミスクロニア王国に行ったら『娘を嫁にしたくば俺を倒してみろ！』みたいなことにならないだろうか。いや、なる。何故か確信を持てる。

　接合剣みたいな凶悪すぎるヤツじゃなく普通の剣も作っておこう。今まで敬遠していたが、防具も作っておくべきかもしれない。

「なんとなくタイシさんの考えていることはわかりますけど、大丈夫だと思いますよ。母が許さないでしょうから」

「恐妻家なのか」

「はい、父は母に頭が上がりません」

　勇者で王族といえどもやはり夫婦の力関係とかは一般家庭と変わらないのかね。

　とりあえず俺もソファへと腰を落ち着ける。マールはよほど心配していたのか俺にぴったりくっついている。愛ういやつめ。

　そうしているとメイベルがお茶を持ってきてくれた。

「お帰りなさいませ。ご無事で何よりです」

「おう、無事に終わったよ。今晩は米とご飯の進むおかずを頼む。あと、風ふ呂ろ入ったあとマッサージも頼むわ」

「わかりました！」

　嬉しそうですねメイベルさん。まぁいいんだけどさ、気持ちいいし。

　あとはもうひたすらマールといちゃついて過ごす。

　膝ひざ枕まくらしてもらったり耳みみ搔かきしてもらったりキャッキャウフフしたりしているうちに晩御飯になった。

「こ、これは……！」

　紛まごう事なきとろろ昆布が食卓に出てきた。

　しかも白米を三角に握り、それに巻きつけた──そう、そこにはとろろ昆布おにぎりがあったのだ。

　今日のスープにもとろろ昆布が入っている。

「遂に完成いたしました。これは実に良い物ですな」

「完かん璧ぺきだ、ジャックさん」

　ちなみに白米は白米で別に出てきている。おかずはアジっぽい魚の干物を焼いたモノだ。温野菜のサラダもある。

　まずとろろ昆布おにぎりをいただく。

　まだ温かいおにぎりを手に取り、かぶりつく。

　とろろ昆布だけではなくちゃんと適度に塩もまぶしてあった。温かいご飯ととろろ昆布の旨み、程よい塩気が口の中に広がる。

　ああ、やはりおにぎりは日本人のソウルフードだ。少し涙が出そうになった。

　醬しよう油ゆや味み噌そ、海苔のりや納豆なんかも無いだろうか。

　確か昆布はゲッペルス王国からの輸入品だという話だったな。もしかしてゲッペルス王国には和食っぽい文化があるんだろうか。是非調査しよう。

「気に入っていただけたようで何よりです」

　ジャック氏の言葉にハッとする。いつの間にか二つ目のとろろ昆布おにぎりに手をつけていた。

　いかんいかん、感動のあまり我を忘れかけていた。

「ああ、素晴らしい出来だ。ありがとう」

　俺の言葉にジャック氏は執事の鑑のような完璧な礼をして応えた。

　とろろ昆布おにぎりはマールも気に入ったらしく、夢中になって食べていた。なんとなく小動物っぽくて可愛い。

　とろろ昆布入りのスープや魚の干物も実に良かった。

　まぁスープの方はどことなくコレジャナイ感が漂っていなくもなかったが、美味かった。







　食事を終えてマールと一緒に風呂に入る。

　一応この後に使用人達にも入ってもらう予定なので致すまでは至らなかったが、存分に洗いっこをしていちゃついた。

　勿もち論ろんその後は身体を拭くのもそこそこに二階の寝室に直行した。こんなにゆっくりゆったりとした気分で致すのは数日振りである。

　今回は始原魔法を一切使わずにしようと事前に決めていたが、どちらからともなく結局使ってしまった。

　なんと言えばいいのだろうか。始原魔法には心と身体だけでなく、魂までも一つになるような快感がある。流石に基礎体力に差が出ているので、どうしてもマールが先に参ってしまうのだけれども。

　半ば失神するような感じで寝てしまったマールの頭を撫なでながら、久々にマールのステータスを確認してみる。





　名前：マール（偽名）　マーリエル＝ブラン＝ミスクロニア




　レベル：25

　スキル：礼儀作法２　詐術１　危険察知３　演奏１　懐柔３　射撃２　剣術３　始原魔法３　錬金術３　生活魔法　水魔法２　風魔法２　魔闘術１　二刀流　王族のカリスマ（信）




　称号：疾風の剣姫　フェンサー　錬金術師　聖女（笑）　勇者の恋人　勇者の従者　淫いん魔ま　初級魔術師　初級錬金術師　ベテラン冒険者　冒険者　剣士　ダメ男製造機　駆け出し冒険者　家出娘　ミスクロニア王国第一王女（王位継承権二位）

　賞罰：なし






　出会った時はたったのレベル２だったのにいつの間にかレベル25だ。

　剣術のレベルがこの短期間に３まで上がったのは普段の努力の賜物だろう。いや、魔闘術や二刀流まで覚えるとなると、勇者の父親から素質を受け継いでいるのかもしれんけど。

　錬金術や魔法は正に素質があったんじゃないだろうか。始原魔法の修得から入るという裏技を使ったにしても驚異的な速さだと思う。

　レベル３の技能を持っている人材というのは、大体その道のプロとかエリートと呼ばれる人々だ。そう考えるとレベル３の技能を複数持っているマールはやはりとんでもない逸材なんだろうと思う。

　そういえばミスクロニア王国は昔から勇者を厚遇していて、貴族や王族にはその血が混ざっているって話だったか。これが王族の血というやつなのかね。

　称号欄のカオスさには突っ込まない。突っ込まないったら突っ込まない。

　ついでに自分のステータスも確認してみるか。





　【スキルポイント】１７７ポイント（スキルリセット可能）

　【名前】タイシ＝ミツバ　【レベル】64

　【ＨＰ】８１３　【ＭＰ】４４３８

　【ＳＴＲストレングス】１６８７　【ＶＩＴバイタリテイ】１６５６　【ＡＧＩアジリテイ】１５６５

　【ＤＥＸデクスタリテイ】４６１　　【ＰＯＷパワー】９２８




　【技能】剣術５　格闘５　長柄武器ポールウエポン５　弓術１　投とう擲てき５　射撃１　魔闘術３




火魔法５　水魔法５　風魔法５　地魔法５　純粋魔法５　回復魔法５　始原魔法２

結界魔法３　空間魔法５　生活魔法　身体強化５　魔力強化５　魔力回復５　交渉２　調理１

騎乗５　鍛か冶じ５　気配察知５　危険察知５　鑑定眼　魔力眼　毒耐性３






　見事なインフレ具合である。

　ＳＴＲ、ＡＧＩ、ＶＩＴが異常に高いのは身体強化レベル５の効果だろう。１レベルごとに50％ずつ対応した能力値が上がるようなので、今の俺のＳＴＲ、ＡＧＩ、ＶＩＴは３・５倍になっているのだ。

　逆算してみればＳＴＲもＡＧＩもＶＩＴも５００弱くらいだということがわかる。補正のかかってないＤＥＸとほぼ同じくらいだな。

　初期のＤＥＸが確か30くらいだったはずだから、63回のレベルアップで上昇したのは約４３０、ＰＯＷ以外の能力値も多少のばらつきはあるけどほぼ同じような感じと考えて良いだろう。

　平均上昇値は１レベルごとに７くらいだろうか。平均７、この数字には実は覚えがある。

「サイコロ二個振った時の平均値か……？」

　多少のばらつきはある。大雑把に暗算しただけだが、大体あってるように思う。

　しかしＰＯＷの伸びはこの仮説に当てはまらない。他の四つに比べると異常な伸びだ、確か初期値も高かったけど。

　確か初期値で１３０くらいあったと記憶している。63回の成長で７９０くらい上昇してるのか。単純に割れば大体１レベルあたり13弱。

　サイコロの数が増えてるのか？　単純にサイコロが倍になれば平均値は14くらいのはず。ちょっと低いな。うーむ、わからん。

　わざわざ別の法則を使うとは考え難いから何か補正のようなものがついて──ああ、そうか！　もしかしたらサイコロ二個に補正がついているんじゃないか？

　サイコロ二個の平均値が７ということならプラス６すればほぼＰＯＷパワーの平均上昇値と等しくなる。よし、なんかスッキリした。

　後はこの有り余ったスキルポイントをどうするか。

　スキルリセットとか必要ない勢いでスキルポイントが溜たまったからなぁ。

　四属性魔法の他にも騎乗とか気配察知、危険察知も５にしたし、投擲を新たに取って５にした。

　何故射撃じゃなくて投擲なのかというと、俺のこのＳＴＲストレングスとＡＧＩアジリテイを考えれば直接ぶん投げる投擲のほうがダメージが高そうだと思ったからだ。乱戦で魔物をぶん投げて群れを倒すのにも役立った。

　しかしそんなに使ったのにもかかわらずまだ１７７ポイントもスキルポイントが余っている。

　喫緊の問題も無いし、次に取るべきスキルをゆっくり吟味していこうと思う。

　流石にレベルアップも鈍化してきたし、今後大だい氾はん濫らんと同じように大量の魔物と戦うような事態もそうそう起きないだろうからレベルアップは暫く打ち止めと考えても良いと思う。

　つまり、このスキルポイントを使い切ったら終わり。それくらいの気持ちで居た方が良い。人跡未踏の秘境に行けばなんかすごい魔物とかも居るのかもしれないけど。

　自分のステータス欄にも称号メニューがあるので、開いてみる。





　【称号】

　異邦人　魔術師　剣士　拳けん士し　駆け出し冒険者　期待の星　純粋魔術師　武術士　トロール砕きクラツシヤー　冒険者　勇者　中級魔術師　結界師

　ベテラン冒険者　尋問官　処刑者　カレンディル王国公認勇者　剣聖　拳聖　武聖　淫魔　駆け出し鍛冶師　鍛冶師　上級鍛冶師　鍛冶匠　至高の鍛冶匠

　神銀の創出者　魔剣匠　上級魔術師　破軍勇者　英雄　剣神　拳神　武神　殲滅者アナイアレイター　極大魔術師　魔王　防波堤　魔王殺し　竜殺し　空間魔術師

　轟ごう地ちの魔術師　煌こう水すいの魔術師　爆火の魔術師　豪風の魔術師　エレメントマスター






　なんか凄すごいことになっていた。よく見れば取得順に並んでいるようである。

　スキル取得で得るもの、功績などにより得るもの、誰かからつけられたものなど結構まちまちっぽい。

　称号がステータスとかに及ぼす影響とかはなさげなので、これは放っておこう。称号コンプリートとか目指すわけじゃないし。

　しかし勇者や魔王殺しはわかるが、魔王の称号があるのはどういうことだ？

　あの闇から出てこようとしたモノが魔王ってのは判るが……いや、称号取得の時系列的にアレを殲せん滅めつする前に魔王になってるよな、俺。

　レベルか……？　確か最初の魔物の群れを殲滅したあたりでレベル50になってた気がする。レベル50になったら称号的に『魔王』になるってことかもしれん。

　あの闇から出てこようとしていたのはレベル50以上の何かだったから、魔王殺しがついたってことか？

　説明が出ないかと称号を押してみたら新しいウィンドウが表示された。


　【魔王】：レベル50達成で獲得。大量の魂を喰らい、その魂を肥大化させた者。

　【魔王殺し】：レベル50以上に達した『魔王』を倒すと獲得。

　【淫魔】：身体的接触により他者から魔力を吸収することによって獲得。

　【処刑者】：罪状のついた人間を五人以上殺害で獲得。

　【防波堤】：『大氾濫』を押し止めた者に贈られる称号。

　【エレメントマスター】：四大属性魔法を極めることによって獲得。混こん沌とん魔法の取得が可能となる。



　なるほどなー。

　称号については判ったけども、大氾濫の原因究明に関して役立つ情報ではないな。

　この混沌魔法ってのは気になるけど。スキル欄にはそんなものはない。つまりこの混沌魔法とかいうのは魔闘術と同じで自分で修得しなきゃならん技術ってことなのか。

　ちなみに最初からスキル取得欄になかったスキルはスキルポイントでレベルを上げることが出来ない。俺の魔闘術が３のままなのもそのせいである。

　ううむ、混沌魔法に関しては今後考えていこう。なんとなく複数の属性魔法を合成して放つような感じじゃないかとは思うけどな。火と地で溶岩の魔法とか、風と水で雷の魔法とか使えるかもしれん。

　寝よう、明日あしたからまた色々しなきゃならないし。

　あ、メイベルにマッサージしてもらうの忘れてた。










「じゃあ、行ってきますねー」

「おう、気をつけてな」

　バトルドレスを着込み、俺の作ったミスリル製の双剣を腰に差した疾風の剣姫スタイルでマールが馬車の中から手を振る。

　俺はと言うと、普段着のまま手を振ってそれを見送りだ。行き先は王城だし、ことここに至ってカレンディル王国の連中がマールに向かって妙なことをしでかして俺の怒りを買うような真似はしないだろう。むしろ俺やミスクロニア王国の機嫌を損ねないようにこれ以上無い待遇と警備が行なわれることが予想出来るので安心して送り出すことが出来る。

　そもそも、今のマールは下手すれば近衛騎士とも切り結べるレベルに達しているから街中、それも王城で滅多なことにはなるまい。

　リビングに戻り、メイベルの淹いれてくれたお茶を飲む。







　今日、マールが王城に行ったのは情報収集と今後の俺達の待遇に関する交渉のためである。

　情報収集というのは主にミスクロニア王国の情勢に関してだ。

　数は少ないながらも長距離通信を行なえる魔ま動どう具ぐは存在しており、カレンディル王国はミスクロニア王国との間にホットラインを設けている。あわよくばそのホットラインを使ってミスクロニア王国の家族、というか王家と連絡を取るつもりらしい。

　使用許可が下りなかったとしても必要最低限の情報交換は行なっているはずなので、最低でも現在の情勢くらいは聞きだしてこようということだ。

　今後の俺達の待遇というのは、大氾濫での俺の活躍に対する報酬の交渉などを含んだ話だ。

　実の所、要求する報酬というのが今の所思いついていなかったりする。

　名声は既にこれ以上ないくらいに高まっているようだし、金銭面に関しては俺が剣なり槍やりなりを打って売り捌さばくだけで左ひだり団扇うちわなのだ。

　名声、金と来れば次は女だけれども、俺にはマールもいるしマール公認の側室としてフラムも居る。なのでこれ以上は必要ないというか、カリュネーラ王女とか押し付けられても困るしいらない。

　勿もち論ろん男としては様々な容姿の美女をとっかえひっかえの酒池肉林というものにロマンを感じないでもないが、そういう爛ただれた肉欲を満たすなら高級娼館にでも行ってお大尽すればなんとでもなりそうだし。何となくだが、マールも正直に言えば許してくれそうな気がする。いや、刺されるかもしれない。でも絶対バレるだろうし、もしそういうのを味わいたくなったら正直に言ってみよう。うん。




　思考が逸れてしまった。




　とりあえずそんな感じで報酬というか待遇についてはこちらからの要望がそんなに無いという現状なので、逆にカレンディル王国が『どれだけ出すつもりか』というラインをマールに見極めて貰もらおうというわけだ。

　何で俺が行かないのかって？　手玉に取られていいようにされる未来が見えるからだよ。こういう交渉事はマールの方が二枚も三枚も上手なので、任せることにしたのだ。

　俺とマールの中ではミスクロニア王国に帰った際にスムーズに結婚できるよう『実績』を確固としたモノにしておきたいという思惑もある。

　現時点での俺とマールの名声だけでも十分な気はするのだが、マール曰いわくもう少しミスクロニア王国に寄与できるような『実績』があった方がミスクロニア王家としても認めやすくなるだろうということだ。

　とは言っても俺にはどういったものがそれに当たるのかさっぱりである。

　鉱山の採掘権とか領土の割譲とかが思い浮かびはするが、そんなところだろうか。領土とか貰っても別に嬉うれしくないんだけども。

　爵位を得て領地を貰うとかいうのも微妙である。爵位を得るってことはつまりカレンディル王国の貴族になるということだからね。

　つまるところカレンディル王国を会社、国王を社長、領地を部署と置き換えれば、爵位を得て領地を貰うってのはヘッドハンティングされて部長とか課長に任命され、一部署を任されるみたいなもんだろう。

　勿論俺はカレンディル王国株式会社（いや、株式会社ではないだろうが）に入社することになるし、上司と部下みたいなしがらみもできるわけだ。自由を満喫したい俺としてはそれは勘弁願いたい。

　今の俺の立場はやたらと腕の立つ派遣社員みたいなもんだろうか。

　仕事は超できるので会社としては抱え込みたい。でもこっそり社内に入り込んで働いてた上得意様の取引先の令嬢と結婚を前提とした良い仲で、社長の愛娘を使って篭ろう絡らくしようにも致命的に一度やらかしたので不可能。

　強硬手段に出ようものなら寧ろ返り討ちで会社が焼け野原。そのくせしっかりと給料だけは要求してくる。要求してきたのを突っぱねるとやっぱり焼け野原。

　取引先の令嬢をどうにかしようものなら焼け野原だけでなく上得意様と戦争確定。というか一回どうにかしようとして返り討ちにされてる。

　あれ？　俺とマールってば超めんどくさいヤツじゃね？　というかゾンタークの立場って超板ばさみな中間管理職だよね。

　あまりぞんざいに扱って無茶を言い続けたらゾンタークに本気で刺されるかもしれん。

「ちょっと出かけてくる」

　何故か俺に熱い視線を送ってウズウズしていたメイベルにそう告げ、俺はリビングのソファから立ち上がった。なんですかメイベルさん、その露骨にがっかりした顔は。そんなに踏みたいんですか、踏みたいんですね。

「うん、今晩こそは風ふ呂ろ上がりに頼むからな」

「はい！」

　喜色満面とはこのことか。メイベルの輝くような笑顔に思わず温かい気持ちになりそうになる。しかしこの娘の笑顔の理由が俺を踏むことだと思うとなんとも言えない微妙な気分だ。

「……完全に特殊な性癖に目覚めてしまっておりますな」

　リビングを出たところに待機していたジャック氏が珍しく非難がましい視線を俺に向けてくる。

　俺は悪くねぇっ！




　　　　─☆★☆─




　第三城壁を抜け、壁内から新市街へと足を向ける。

　今の俺はミスリルチェインにトロールハイドアーマーというどこにでもいそうな冒険者の格好だ。

　腰に提げているのは贈答用に作ってあったミスリルソードである。デザイン的にはクロスロードで買ったような実用一辺倒の無骨なものにしてあるので、これもまた目立ちにくい一品と言える。

　結果として即座に俺が今話題の勇者であると看破されるようなこともなく、ブラブラと新市街を歩けているわけだ。

　たまに俺に視線を向けてくるような人も居るが、まさか勇者が地味な革かわ鎧よろいを着てこんなところをぶらついているとは思わなかったのか、他人の空似とでも思ってくれているようだ。

　新市街を行き交う人々を見ていると、やはり周辺の農村から疎開してきたと思われる人々が多い。

　一応はカレンディル王国から大だい氾はん濫らんの収束宣言もあり、壁外の復興も始まっているからか大氾濫直前あたりのピリピリとしたような空気はかなり薄まっている。

　行き交う人々の会話や、露店の傍で話している人達の会話等を総合してみると未だ疎開者の殆ほとんどは王都アルフェンに留まっているらしい。

　村に帰って復興するにも生き残りの魔物の危険があり、また村の状況がどうなっているのかもわからないとなると中々帰ることもできないということだ。

　今は壁外を復興するための労働力として働き、生活資金を貯ためている人が多いようだ。

　各農村から疎開してきた人々は離散しないようにカレンディル王国がしっかりと管理しており、王都周辺の復興が終わり次第順次農村の復興をしていくらしい。

　その時には農民だけで農村に帰すのではなく、兵もそれなりの数をつけて護衛と復興の手伝いをするのだとか。

　今回の大氾濫は勇者の大活躍によって短期間で主要な魔物の集団が駆逐されたため、村に戻るのもそんなに時間がかからないだろうということだ。

　前回の大氾濫では王都でも多数の犠牲者が出たせいで復興が遅れ、結局村に帰れなかった人々も多かったらしい。

　そんな話を聞いているうちに、俺は一人の老人のことを思い出す。クロスボウを手に笑っていた彼は、今どうしているんだろうか。

　村を最期まで守って死ぬ。そう言ってはいたが、もしかしたら王都に避難してきて無事ではないだろうか。

　思い出すと、気になり始めてしまった。確かあの村はビエット村という名前だったはずだが、さて。

　避難してきているということであれば、先ほど聞いた話から考えてどこかに固まって疎開しているはずだ。

　しかしこの広い王都の、それも多くの地域から疎開してきている農民達の中から彼を見つけ出すのは難しそうだ。国が管理しているのだからゾンターク辺りに言えば調べてくれるかもしれないが、こういうことで彼の手を煩わせるのは流石にまずいだろう。

「いらっしゃいま──しぇっ!?」

「おう、ちょっと依頼をしたいんだが」

　何故か涙目でカタカタと震えているアルフェン冒険者ギルドの受付嬢にビエット村の人々の疎開先調査の依頼を出す。

　報酬は銀貨５枚。恐らく足で探すことになるだろうし、数日かかる仕事になるだろうということで少し多めに張りこんでおく。期限は一週間としておいた。

　基本的に危険のない調査系のクエストなので、恐らく駆け出しの冒険者が請けることになるだろう。

「ええと、前に貴方あなたが依頼を受けた村ですよね？」

「ああ、どうしているか気になってな。別に過剰に肩入れするつもりはないが、袖そで振ふり合あうも多生の縁と言うし」

　受付嬢は納得したのか頷うなずき、依頼票を発行してくれた。判明次第、壁内の館に連絡をくれるということだ。

　俺は受付嬢に礼を言って冒険者ギルドを後にする。

　他に打てる手となると、直接行ってみるってのもアリだな。うん、そうしよう。

　俺は人気のない路地に入り込み、周囲に人が居ないのを確認して長距離転移を発動する。

　一度行った場所であれば基本的にいつでもすぐに移動できるのは便利の一言だよな。風情とか色々なものが失われる気はするけど。

「うわぁ……」

　ビエット村はほぼ壊滅していた。

　多くの魔物が押し寄せたのだろう。畑は踏み荒らされ、家屋も大半が半壊している。

　しかし、見る限り戦闘痕こんらしきものは見当たらない。魔物の死体も、人間の死体も見当たらないのだ。いや、もしかしたら魔物の餌になったのかもしれないが。

　ストレージから神銀棍を取り出し、荒れ果てた村を歩き回る。

　戦闘痕らしきものはやはり見つからず、踏み荒らされた農地では生き残った作物がたくましく実っている。中には熟れすぎて落ちてしまっているトマトのような野菜もあるが。

　村人達とビッグホーネット料理を食べた広場へと足を向ける。

　広場の中心にあった井戸は破壊されて半ば埋まってしまっていた。ここから見える家屋の殆どはやはり半壊している。

　歩き回っていると、地面に何かが落ちているのを見つけた。

「これは……」

　見覚えのある、壊れたクロスボウだった。

　弓床の部分には血らしきどす黒いしみがある。弦は切れていたが、板ばねは無事だ。

　バイソン氏はここで最期まで戦ったのだろうか？　しかしそれにしては戦闘痕が無い。跡形も無く痕こん跡せきが踏み荒らされ、死体は食い尽くされたのか。

　とりあえず壊れたクロスボウをストレージに回収する。

　いくつかの半壊した家を覗のぞいてみたが、気になる点は特に無かった。めぼしい金目のものや食糧の類たぐいが見当たらないのは疎開の際に持ち出したからだろうと予測はつく。

　それにしても生活雑貨の類が綺き麗れいさっぱりなかったり、タンスなどが開けられて中身がやはり綺麗さっぱりなかったりするのは多少違和感を覚えないでもない。

　盗賊の類がまだ魔物が居るかもしれないビエット村に来て火事場泥棒を働くとも思えないし、魔物がそういったものを略奪していくとも思えない。

　その後に何となく農地をよく見てみると、明らかに最近収穫されたような痕跡があることに気がつく。意味がわからない。

「うーん……？」

　農村の状況調査に来た冒険者やカレンディル王国兵の仕業だろうか？　それにしては足跡が何か変な気がする。

　この足跡を見る限り、たぶん素足なのである。冒険者や王国兵が素足という事はあるまい。

　更に言うと足跡がどうも人間っぽくない。なんというか、肉球があるように見える。やはり意味がわからない。

「わけがわからんなぁ……」

　とりあえず現時点でバイソン氏の生死に関しては調査結果待ちだろうか。

　そろそろ昼食時になってきたので広場に面した適当な家の軒先に腰を落ち着けてストレージを展開する。

「どーれにしよっかなー」

　食肉として使える魔物の部位や市場で買い込んだ保存食や果物の類、他にも冒険時にアツアツの状態ですぐ食べられるように露店で買った串くし焼やきだの焼きたてパンだのがストレージには入っていたりする。

　野営時に残った料理とかもある。主にスープとかポトフ的な煮込みとかだけど。

　とりあえず残り物のスープと露店で買ったモリトカゲの肉の串焼き、焼きたてパンと水を取り出してもしゃもしゃと食べ始める。

　魔物の気配もない、人の気配もない。完全に無人かつ何のイベントもなさそうなビエット村のお昼である。

　気配察知も５とかになってくると、かなり広範囲の気配を詳細に把握することが出来る。

　あまり気合を入れて限界範囲まで気配を探ったことは無いが、現状で半径３ｋｍくらいの範囲で把握している。

　何故限界範囲まで探ったことが無いのかと言うと、王都でやろうとしたらあまりに詳細がわかりすぎて気持ち悪くなったのだ。情報量が多すぎて情報酔いをしたとでも言えばいいのか。

　一応察知対象を絞り込んだりもできるようなので、おいおい練習していきたいと思う。

　能力に感覚が追いついていかない辺り、スキルポイントで一気にスキルアップした時の弊害と言えるかもしれない。性能に振り回される。

　そんなことを考えながら気配察知の範囲を広げたり対象の絞り込みをしてみたりと練習していると、半径３ｋｍの気配察知圏内に人間らしき反応が引っかかった。

　それも一人や二人ではない、その数なんと八人だ。

　しかし近づいてくる方向が妙である。以前俺とマールがビッグホーネットを倒したのとは別方向ではあるが、森の深部の方向からだ。

　確かあっちには村とかそういう類のものは無かったように思う。

　それに人員構成が妙だ。確かに全員人間っぽいのだが、微妙に違う。あと子供っぽいのもいる。

　有り体に言うと、クロスロードや王都アルフェンでは殆ほとんど見かけない獣人達である。それが八人もビエット村に接近してきている。

　俺は別にケモナーとかネコミミ萌もえとかではないのであまり気にかけていなかったが、獣人を街で見かけることは殆ど無い。

　ドワーフはよく見るし、エルフなんかもそこそこ居るのだけれども。俺が見た限り、獣人の殆どは奴隷だったように思う。唯一の例外はクロスロードの武器店の猫店主くらいじゃないだろうか。

　一口に獣人と言っても結構色んな人達が居るのは知っている。猫店主のように二足歩行の動物そのまんまみたいなのも居れば、人間にネコミミとかウサミミとかの獣のパーツが生えているようなのも居る。

　俺が見たことあるのはクロスロードの猫店主、狼男みたいなやつ、アルフェンの奴隷市場では猫店主と同じ猫人間、小柄な二足歩行の犬っぽいコボルド的なやつ、二足歩行のウサギっぽいのとかミノタウロスっぽいのとか。あとは爆乳牛耳つきお姉さんとかネコミミ娘とかウサミミ娘。これくらいか。

　ネコミミ娘ウサミミ娘辺りには多少興味が湧いたけれど、節操無くそういうのもどうかと思ったので手を出す気にはならなかった。買った以上責任持って養わないといけないし、俺にはマールもフラムもいるしね。

　自分ではそう思っていないつもりだけれども、意外と本能的なところとか深層心理的なところで奴隷売買に抵抗があるのかもしれない。

　色々と今更なんだがなぁ、もう人も殺してるわけだし。

　ああ、なんかこんなことを考えていると気が滅入ってきた。とりあえず今は接近してくる獣人達のことを考えよう。

　とりあえずそこらのものを利用して座れるものでも用意しておくか。










　二十分くらいで獣人達はビエット村に到着した。人間の歩く速度は時速ほぼ５ｋｍくらいだったと思うので、子供も含めてなかなかの健脚であるらしい。

　村の手前で数分停止し、大人と思われる数人が散開してゆっくりと村の様子を窺うかがい始めた。こっちが風上だから、もしかしたら俺の匂いを嗅かぎつけたのかもしれない。

　用意した木箱に腰掛けたまま待つこと数分、広場の様子を窺いに来た獣人に手を振ってみる。

　俺と目が合った獣人はぎょっとした顔でこちらを見て、すぐに引っ込んでいった。アレは狼男っぽい感じだったな。

　気配察知が獣人達の様子をリアルタイムで伝えてくる。どうやら集合して話し合っているようだ。

　対応が決まったのか、五人の大人の獣人達が一塊になって広場へと入ってくる。子供らしき獣人二人と大人一人は広場から見えない場所に待機しているようだ。

　獣人達は身体の要所だけ守るような、言うなれば粗末な革の鎧よろいを着込み、手には剣や槍やりなどの武器を携えている。

　剣を抜いていないところを見ると、どうやら話し合いの通じる相手らしい。

「よう、こんにちは。とりあえず座って」

「……ああ、こんにちは」

　集団の代表っぽい狼獣人が一瞬ぎょっとした顔をしたが、気を取り直して挨あい拶さつを返してきた。うむ、摑つかみはおっけー。

「俺はタイシ、タイシ＝ミツバ。カレンディル王国の首都アルフェンに滞在している冒険者だ。そっちは？」

　獣人達は顔を見合わせ、肩を竦すくめたり頷うなずいたりしながら俺の用意した木箱だの椅子だのに腰掛けた。

　武器は手放さないあたり用心深い。

「俺はソーン、住んでる場所は言えない。こいつらは俺の住む村の衆だ」

　狼獣人のソーンがこの集団のリーダーらしい。

　大柄な牛獣人がマルクス、小柄な兎獣人がパメラ、瘦そう軀くの豹ひよう獣人がレリクス、もう一人の狼獣人はブレイクとそれぞれ名乗った。

　全員ガチの獣人というか二足歩行の獣って感じだ。二足歩行はしているものの、身体の構造的には人間というよりは獣に近い。獣のように四肢を使って走ることが出来るんじゃないだろうか。

「獣人が珍しい？」

　兎獣人のパメラがそう言って耳をピクピクと動かす。ちなみに彼、ではなく彼女である。声は見た目に反してハスキーな大人の女性という感じだ。ギャップがはんぱない。

「ああ、実は山奥で暮らしていた期間が長くてな。所謂いわゆる一般常識ってのには疎いんだ。気を悪くしたなら謝る」

　そう言って軽く頭を下げると獣人達から訝いぶかしむような雰囲気が伝わってきた。

「獣人に頭を下げるなんて、変わり者だなアンタ」

「どういう意味だ？　悪いと思ったら謝るのは普通だろ？」

　俺の言葉に獣人達は顔を見合わせる。どうやら彼らの常識と俺の常識に激しい乖かい離りがあるようだ。

「人間ってのは俺達獣人を魔物の同類か、奴隷としてしか見ないもんだろ」

「えっ、何それ怖い」

　よくよく話を聞いてみると、世間一般の常識では獣人は被差別種族なのだそうだ。

　特にカレンディル王国とゲッペルス王国ではその傾向が強いらしい。ドワーフの王国であるマウントバスと隣国であるミスクロニア王国では一応人権が認められているのだとか。

　カレンディル王国では一般的に国民として認められておらず、辺境の農村の片隅で細々と暮らしているか、ソーン達の集落のように獣人達が寄り集まって人里離れた場所で暮らしているそうだ。

　この人種差別の起こりはソーン達も知らないらしい。勿もち論ろん俺も知らない。

　ただ、事実としてそういう扱いを受けているという事実は厳然としてある。そう言えば冒険者ギルドの依頼で奴隷狩りとかいうのがあった気がする。スルーしてたけど。

　獣人を街中で殆ど見かけず、見かけたとしても奴隷ばかりというのもつまりそういうことなんだろう。

　むむ、これはマールとかフラムとかジャック氏あたりに詳しく聞いてみるべきだな。さっきの獣人差別の件についてもソーンの情報は口伝らしいから、正確かどうかわからんし。

「知らなかった。確かに街では殆ど見ないし、見たとしても殆どが奴隷だったな。クロスロードって街の武器店の主人が猫の獣人だったから、そういう差別とかがあると思ってなかったぜ」

「猫の獣人っていうと、これくらいの大きさのヤツか？」

　そう言ってソーンはあの猫店長の身長くらいの大きさを手で示す。俺がそれに頷くとソーンは苦笑した。多分。

　いや、表情がわかりにくいんだよね。

「それは俺達のような獣人とはちょっと違う、ケットシー族だ。大陸北西の大森林や海の向こうの砂漠の大陸に住む妖よう精せい族の一種だよ。どっちかというとエルフやドワーフに近い」

　本当の猫獣人はレリクスに近い姿形をしているそうだ。なんとややこしい。

「なるほど、色々とよくわかった。教えてくれてありがとう」

「ああ、それでお前はここで何をしていたんだ？」

「この村はちょっと縁のある村でな。大だい氾はん濫らんの後どうなったか気になって見に来てたんだ。あんたらは？」

「わかるだろ？」

「まぁな。俺は別に咎とがめるつもりは無い。どうせここに彼らが帰ってくるのはまだまだ先の話だろうし、色々と雨ざらしでダメになるんだろうから有効に使った方がいいだろ」

　俺の言葉にソーン達はどこかほっとしたような雰囲気だ。俺も別に事を荒立てたいとは思わないし、どうせダメになるなら役に立った方が良いだろ。

　そもそも、ここに置いていかれているのはビエット村の人々が持っていく必要はないと判断した品々だろうし。

　倫理的にはどうかと思わないことも無いが、彼らも生活がかかっているのだ。話を聞く限り、まともな商取引ができるとも思えないから自給自足で生活しているんだろう。

　わざわざこんなところまで足を延ばしている理由も察しがつく。

「カレンディル王国の大氾濫はほぼ収束してるが、やはり被害は酷かったのか？」

「ああ……大人の半数以上がやられた。死んだ者はそう多くないが、重傷者が少なくない」

「大群が襲ってきたんだろ？　むしろ全滅しなかったことが驚きなんだが」

「俺達獣人は人間よりも力も強いし、俊敏だからな。それに森のことは知り尽くしてる。子供や老人は洞どう窟くつに隠れてなんとかやり過ごしたんだ」

「ということは食糧と医療品か」

　俺の言葉にソーンは頷いた。

　ビエット村には多少作物が残っているようだから、食糧はいくらか手に入るだろう。

　しかし医療品となると厳しい。恐らく包帯などに使える布などを探しにきているんだろう。

「俺を村に案内してくれるなら解決できるが」

「……どういうことだ？」

「俺はこう見えて腕の良い魔法使いなんだ。回復魔法も使えるし、実はトレジャーボックスに山ほど食糧を溜ため込んでる。味は悪いが、回復薬もあるぜ」

　そう言って俺は保存食や果物、マール謹製の回復薬をストレージから取り出して見せた。

　俺の取り出した品々にソーン達は目を剝むいて驚き、そして不審なものを見るような目を向けてくる。

「ありがたいが、返せるものは何も無いぞ。お前は何を狙っているんだ？　俺達を奴隷として捕らえて売り払うつもりか？」

　うん、そう思うよな。俺も逆の立場だったらそう思う。

　しかし俺はソーン達の話を聞いて思いついたことがあったのだ。色々と解決しなきゃならない問題とか調べなきゃいけないこととかあるわけだが、折角の俺ＴＵＥＥＥＥＥＥＥ状態なんだから色々とやってみたいよな。

「いや、そういうわけじゃない。もっと大それたことを考えている」

「……どういう意味だ」

　ソーンが牙きばを剝き、グルルと唸うなる。良い表情だ、感動的だな。

　しかしお前は次に「は？」と言う。

「お前ら、俺の国の国民にならない？」

「……は？」







　あとがき







　このたびは本書を手に取っていただきありがとうございます！

　はい、リュートです。

　試される大地でクマをやっております。




　二巻を手に取って下さってありがとうございます！

　二巻も素晴らしい挿絵に加え、追加エピソードを入れさせていただいております。




　さて、今回のあとがきは何を書きましょうか。

　作者の近況……は興味ありませんよね！　簡単に言うとかなり忙しいです。

　書くことに集中したいなぁ、うふふ。

　では愛犬の可愛らしさについて……え？　いらない？　そんな馬鹿な。

　今も隣で身体を伸ばしてすやすやと眠っています。可愛いです。




　ふざけていないで真面目にあとがきを書きましょう、はい。

　こうしている間にも何度も書き直しています。あとがき難しい（苦く悶もん）。

　あまり本巻の内容についてだらだらと書くのも何か違いますよね。サクッと書きましょう。

　本巻は一度は命を狙われた国に頼み込まれ、和解を経て大量の魔物が襲ってくる緊急イベントを鼻歌歌いながら一いつ蹴しゆうするお話です。

　ついでに恩を売りまくっていきます。

　しまった、すぐに終わってしまった！

　あ、あとあれです！　ヒロインといちゃいちゃしたりいちゃいちゃしたりいちゃいちゃしたりします！

　しまった！　割といつも通りだ！

　元の世界で培った常識と新しい世界との常識の齟そ齬ごに悩んだりもします。所が変われば常識も変わりますからね。カルチャーショックですね。

　異世界には魔法があり、こちらの世界とは異なる動植物があり、そしてそれに基づいた歴史や文化が形成されます。こちらの常識があちらの非常識、なんてのは地球でも外国に行けばいくらでもあるわけですから、異世界ともなればそれはもうたくさんあることでしょう。

　やはりこういう異世界ギャップこそが異世界モノの醍だい醐ご味みで。異世界なのに同じものが!?　というのも一つの醍醐味ですけれども。

　こういったポイントを押さえつつ、今後も「気軽に読める異世界冒険譚」を目指して日々精進していきたいと思います。

　それにしても書く時間がもっと欲しい！　身体が二つ欲しいですね、切実に。頑張ります。




　最後に担当のＨ氏、富士見書房の皆様、イラストを担当してくださった桑くわ島しま黎音れいんさん、本書の発刊に関わってくださった全ての方々に感謝です！

　ありがとうございます！

　そして読者の皆様、最後まで読んでいただきありがとうございます！

　また次刊でお会いしましょう！
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